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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は電子書籍化にあたりイラストを収録しておりません。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　薔ば薇ら色の牢ろう獄ごく









　ありとあらゆる苦く痛つうの中で最大のものは、退たい屈くつである。

　痛いたみや恐怖は苦痛としての瞬しゆん間かん的なインパクトは大きいが、それほど長くは続かない。しかし退屈は持続し、しかもその苦痛は時間が経たてば経つほど増大するのであるから、退屈にまさる苦痛はない。

　そのことを誰だれよりも強く、身をもって実感している人間は、おそらく銀河では惑わく星せい連合宇宙軍の主力艦かん隊たい司し令れい、ジャスティ・ウエキ・タイラー大たい将しようであろう。

　一いつ介かいの二に等とう兵へいとして宇宙軍に〝就しゆう職しよく〟して以来、最初の２年間は激げき務むと栄達と戦せん闘とうの中で明け暮れた。つまずきもあったが、底辺の二等兵から一等兵、上等兵、兵へい長ちよう、二等兵へい曹そう、一等兵曹、上等兵曹、兵へい曹そう長ちよう、少しよう尉い、中尉、大尉、少しよう佐さ、中佐、大佐、准じゆん将しよう、少将、中将、そして大将と、17階級を一いつ挙きよに昇のぼりつめたのも、わずかにこの２年間の出来事であった。しかも二等兵から少尉までは一挙に飛び級、少尉から少佐までも一足飛び、少佐だったのは３時間だけですぐ中佐に進級して大佐までは長かったといってもわずかに３か月、その後２か月足らずで少将に二階級特とく進しん、また３か月で中将に進み、そこでいったんつまずいて二等兵にまで降こう格かくされたものの、誤ご解かいが解とけ、また新たなる手て柄がらもあって前ぜん代だい未み聞もんの17階級特進で、ついに大将にまで昇しよう進しんしてしまったのである。おまけにタイラーは士し官かん学校を出ていない。会社で言えば、フリーアルバイターが大企き業ぎようの社長になってしまったようなものである。

　しかるにその後の３年間は、昇進もなければ大きな戦闘もなかった。いくつかの内乱鎮ちん圧あつで勲くん章しようの数こそ増えたが、タイラー大将は大将のままで、３年間据すえ置かれたのである。いくらこの上はもう元げん帥すいしかないとはいえ、ジャスティ・ウエキ・タイラーの栄光の生しよう涯がいにおいて、これほどの長期間、ひとつの階級で足あし踏ぶみをしたことはかつてなかった。せめて大きな戦闘でもあれば手柄はないまでも退屈はしなかったであろうが、宿敵ラアルゴン帝国との間にはアスキルト条約が締結されており、条約切れまでの３年間はせいぜいあって、辺へん境きよう宙域における小ぜりあい程度のものであった。わざわざ艦隊を繰くり出すほどの戦闘はついに起こらなかったのである。

　平和は意外にいいものだという認識が、民間人はもちろん軍人たちの間にも芽生え始めていた。あの戦争好きのラアルゴン帝国でさえそうだったらしく、この頃では内政に力を入れていると伝え聞いている。講こう和わ条約は期限が切れても更こう新しんされる可能性が高かった。

　つまり宇宙暦７０００から７００３年までの３年間は、その前後の期間にあって例外的に、銀河は平へい穏おんな時期だったのである。

　それまで減へる一方だった全宇宙の人口が、飛躍的に増大したのもこの時期だ。のちに７０００ヒトケタ生まれという言葉が流行するくらいに、銀河は、特に地球人類は未み曾ぞ有うのベビーブームに見み舞まわれた。人間平和になれば、することは誰しもみな同じ、であった。

　ところがここに、その恩おん恵けいに二重の意味で与あずかれぬ不幸な蚊か帳やの外が、約一名だけいた。

　誰あろうジャスティ・ウエキ・タイラーその人である。

　乱世の英雄、治ち世せいの凡ぼん人じん。そんな言葉をまさに地でゆく存在が、この時期のタイラー提てい督とくであった。毎日司令部に来ても、デスクでじっとしてるだけ。居い眠ねむりしながら部下の提出する書類にサインして盲めくら判ばんを押すだけ……という日々が、２、３の例外もあるがほとんど毎日、実に２年半続いたのである。

　こうなると、かつての英雄も置おき物ものと同じである。まして戦時の英雄は、平和時には忘れ去られやすい。誰からともなく、昼ひるあんどんのタイラー提督、居眠り提督などという言葉が、囁ささやかれ始めた。実際、この時期のタイラーは、ほとんど何もしていないのだから反論したくても反論できなかった。もっとも、本人がそれを苦にしている様子はなかった。

　他た人にんの陰かげ口ぐちは一いつ切さい気にならないという、得とくな性分なのである。

　苦労は他ほかにあった。死ぬほどの退屈である。

　もともと、これといって取とり柄えのある男ではない。大艦隊を指し揮きさせてこそのタイラーである。その戦闘がないとなれば、あたら宝の持ちぐされ、なまじ出世してしまっただけに、軍も彼を持て余した。事務能力は皆かい無むであるだけに、ポストにも苦労する。大将の給料を払はらうだけでもけっこうな出費だ。さりとて地球の救世主である彼を馘ク首ビにしたとあっては、今度は世論が承知しない。

　役に立たない給料泥どろ棒ぼうを、お払はらい箱ばこにもできない。対応に苦く慮りよした惑星連合宇宙軍の人事部は、しかたなく彼を主力艦隊司令官という新しん設せつポストに祀まつり上げた。名前だけは立りつ派ぱだが、要するに食い扶ぶ持ちだけ与あたえて仕事はしなくてもいいという窓まど際ぎわポストに近い。会社で言えば相談役か名めい誉よ職しよくといったところだが、ジャスティ・ウエキ・タイラーは実に二十代半ばにして、軍の御お供そなえ物ものにされてしまったのである。

「提督、判はん子こをお願いします」

「はいはい」

「司令、決算書の見積もりができました。サインを」

「あっ、そう」

　毎日がその繰くり返しであった。それでいて、給料だけは人の何倍ももらっている。普ふ通つうの男にとっては、これこそまさに夢ゆめの生き方と言えなくもないが、タイラーにとってはひたすら退屈なだけの毎日であった。毎日ボーッとしているように見えても、内心は戦いたくてウズウズしている。もちろんそんな事情が他人にわかるはずもなく、部下から見れば単なる仕事もしない高給取り。これで陰口の一つも叩たたかれなければ噓うそであろう。

　たまの日曜日に家に帰っても、

「あなた、あんまりゴロゴロなさらないでくださいな。お掃そう除じの邪じや魔まになります」

　と、愛妻のユリコにまで言われる始末である。揚あげ句の果ては部下に、

「タイラー大将は引退して、予よ備び役えきにでもなったほうが軍のためだよ」

　とまで囁ささやかれていた。

「奥おくさんが予備役になって、家事に専せん念ねんしてるっていうじゃないか。軍のためを思うならむしろ逆だよ。タイラー提督はいてもいなくても同じだけど、あの奥さんの事務処理の能力は折り紙付きだったからね」

　男子たる者、それほどまで言われて心こころ穏おだやかではいられないとも思うのだが、相変わらず気にする様子も見えない。かくしてタイラー提督への風当たりと、ユリコへの職場復帰のラブコールは、日を追って高まる一方。

　そう言えばこの夫婦には、子供ができなかった。

　結けつ婚こんして３年近くなるというのに、ユリコには妊にん娠しんの徴ちよう候こうもない。

「やることは、やってるんだろう？」

　当然それも、部下たちのやっかみの対象となる。

「ひょっとするとタイラー提督は、アレかも知れないな」

「種たね無なしカボチャか」

「うん。それに噓か本当か知らないが、ロリコンという噂うわさもあるし……」

「そう言えば、ラアルゴン皇こう帝てい陛へい下かの写真を、肌はだ身み離はなさず持っているって話だぜ」

「奥さんも気の毒だよな」

　本人が聞いていないのをよいことに、好すき勝手を言う。噂はいつしか噂を呼び、かつての英雄の人望も地に堕おちたかに思えた。

　もちろんそうした風ふう潮ちようを、喜よろこんでいる連中もいる。

　言わずと知れたアンチタイラー派はの巨きよ頭とうススム・フジ参さん謀ぼう総そう長ちようなどもその一人である。

「ま、あの昼あんどんが軍にいられるのもせいぜいあと３年といったところだろう。何もしていない男に並なみの公務員20人ぶんの給料を払はらっているんだ。それをいつまでも黙だまって見ているほど、納のう税ぜい者もバカじゃない」

　昔せき年ねんのライバルであるタイラーに遅おくれること半年で、ようやく自分も念願だった大将に昇進したフジ参謀総長は、昇進するや否いやや、さっそくタイラー追い落としの工作を始めた。もともと軍内部における駆かけ引きと、派は閥ばつ作りは天才的とも言える人物だけに、平和時における彼の手しゆ腕わんは光っていた。その点、タイラーとは対照的な男なのである。

　１年もしないうちに、軍上層部における大たい勢せいは、彼のほうへ傾かたむき始めた。人事部の大半を、フジ大将は抱だき込むことに成功した。

「ふっふっふ……。タイラー、張り子の司令部で居眠りこいていられるのも今のうちだけだぞ。半年も経たないうちに軍を、お前にとっての針はりの筵むしろに変えてやるからな。そのときになって吠ほえ面づらかくなよ。ふっひっひ」

　タイラー失しつ脚きやくに賭かけるフジ大将の意気込みには凄すさまじいものがある。そのマイナスのエネルギーが、ススム・フジという中年男の全人格アイデンテイテイを、内面から支えていると言っても過か言ごんではあるまい。方向性云うん々ぬんはともかく、そのひたむきなまでの努力と精しよう進じんには、頭が下がる。あのラアルゴン宰さい相しようであったナク・ラ・ワングでさえ、その熱意と徹てつ底ていぶりでは一歩を譲ゆずるだろう。

「あいつが軍の内部にいてこの儂わしと同じ空気を呼吸している限りは、この儂の心が安らぐことはないのだ。タイラーから目を離すな。そして奴やつの失しつ敗ぱいはどんな些さ細さいなことでも、この儂に細大漏もらさず報告するのだ！」

　情報収集なら、お手のものである。

　正直、この平和があと３か月も続いていたら、タイラーの地位は危あぶなかっただろう。

　ところがタイラーにとってはまさに天てん佑ゆう、他のすべての人類にとっては青せい天てんの霹へき靂れきとでも言うべき事件が、まさにそんなときに起こったのだ。

　そして運命の神というのは、どうやら動くときにはまとめて動くのが好きらしい。それまでのつかの間まの平和（もっとも多くの人類は、この平和が永久に続くと思っていたらしい）の埋うめ合わせでもするかのように、事件は立て続けに起こったのである。それらのいくつかは惑星連合宇宙軍の、ひいては地球人類の屋や台たい骨ぼねを、根底から揺ゆるがすものであった。

　一連の事件の最初のひとつは、とある週末、仕事を終えて家に帰って来たタイラーが自宅の居間で、のんびりと立体テレビを見ているときに起こった。

「ちょっと長い休きゆう暇かを、申しん請せいして来たんだ」

　29歳の誕たん生じよう日びをあと数日後に控ひかえたタイラーが、横になってニュース番組を見ながら、ポツリとつぶやいた。「おじゃんになっていた新しん婚こん旅行の続きを、この際さいやろうと思ってね……」

「いいの？　司令官がそんなで」

　繕つくろい物ものをしながら、ユリコが言った。「いくら平和でも、仕事を全部、部下に押おしつけて行くんでしょう？」

「いいんだ、部下は優秀だし……」

　妙みようにさばさばした口く調ちようで、タイラーは言う。「僕ぼくがいなくても、立りつ派ぱにやって行くだろう」

　縫ぬい物ものをするユリコの手が、はたと止まる。

「あなた……」

「うん、辞じ表ひようを書いた」

　まるで古い洋服を脱ぬぎ捨てるかのような表情で、タイラーはユリコを見た。

「まあ、それでこの数日、書しよ斎さいに閉とじ籠こもりっきりだったのね……」

「あきれた？」

「ううん……。でも、あんまり急だったから。それに、ここまで来たら元げん帥すいにまでなってみせるって、大将になったとき誓ちかったでしょう。」

「二十代のうちに元帥になれるならね。だけどこう平和が続いたんじゃ、なれそうもない」

「それが普ふ通つうなのよ」

　ため息をつきながら、ユリコが言った。「一生提てい督とくになれない人のほうが、はるかに多いのよ。元帥なんて数えるほどだわ。あのアンダーソン元帥だって、大将から元帥になるのに８年もかかっているんだから……」

「僕には普通の生き方はできない」

　知っているくせにとでも言いたげな表情で、タイラーは言った。「それに、もう軍には未練もないしね……」

「未練がなくても、もう少しいてもらわなくては困るわ」

　ユリコは言った。「せめて、普通のパパになるまでは……」

「なにっ！」

　タイラーは横になって頰ほおづえをついたまま、床から10センチばかり飛び上がった。「本当か？」

「４か月よ」

　種無しカボチャの汚お名めい返上である。

「生まれて来る子供に、パパは失業者よとでも、言わせるつもり？」

「辞表は撤てつ回かいする！」

　姿勢を正して、タイラーは言った。「はっきり言って、今より給料のいい仕事は、ちょっとないもんなあ……」

「絶対にないわ」

　ある確信を持ってユリコは言った。「私が経営者なら、あなたに今の給料の十分の一以上払うくらいなら、慈じ善ぜん団体に寄付するわね」

「ずいぶんだね」

「だからせめて子供が成長するまでは、あなたに今のままの収しゆう入にゆうでいてもらいたいの」

「辛つらいな」

「辛くてもなんでも、がんばってもらわないと……」

　退たい屈くつな職場よりも、冒ぼう険けんを選びたいタイラーではあったが、ぬきさしならぬ事態が彼を追い込んでしまった。

「わかったよ」

　だが、家族の生活には代えられない。彼は生しよう涯がいをサラリーマン軍人として生きる決意を固めたのである。

　彼にとって戦争のない軍隊という職場は、牢ろう獄ごくと同じであった。しかしその牢獄は、薔ば薇ら色に輝いていた。







　週明け、司令部に出勤して来たタイラーを珍めずらしく部下たちが全員で迎むかえた。

「タイラー提督、大変なことになりましたね」

　第一秘ひ書しよ官かんであるマサアキ・クラモト中佐が、タイラーの顔を見るなり言った。

「うん、大変なことになった」

　タイラーは珍しく、悲ひ壮そう感かんを漂ただよわせた表情で言った。「結婚以来３年、こんなに突とつ然ぜんだとは思わなかった」

「心中、お察し申し上げます」

　クラモトが頭を下げる。「しかしこれで、タイラー提督もようやく望んでいたように」

「うん、父親になれる」

「えっ！」

　クラモトが思わず飛びすさった。「本当ですか？」

「なんだ知らなかったの？　僕ぁてっきり……」

「初はつ耳みみですよ。こんなときですが、おめでとうございます」

「こんなときって？」

「提督こそ、御存知なかったんですか？」

「なんだ？」

「今朝のニュースですよ」

「見てない」

「また戦争が、始まりそうなんですよ」

「本当か！」

　タイラーは思わず叫さけんだ。「これはめでたい！　二重にめでたい！」

　しら～っとした部下たちの視線をよそに、タイラーは雀こ躍おどりして跳はね回ったのである。

「また、戦争ができるぞお～！　燃もえてきたっ！」

「それだけじゃないんです」

　おずおずと、クラモト中佐が言った。

「相手は、どうやらラアルゴンらしいのです」

「なに？」

　タイラーでさえ、自分の耳を疑うたがった。「ラアルゴンとは、講こう和わ条約が……」

「それを破って来たのは向こうです」

「まさか」

「中立宙域で、我わが船せん籍せきの輸ゆ送そう船せんがたて続けに沈しずめられています」

「間ま違ちがいではないのか？　『信濃しなの』事件のときのように……」

「『信濃』のときとは、様子が違います。それに、沈められた船の乗組員はいずれも、消息を絶つ前に、ラアルゴン戦艦に襲おそわれたと、はっきり報告しているのです」

「本当に？」

「本当に！」

「ううん……」

　タイラーは考え込んでしまった。「アザリンちゃんも、国防長官のドム提督も、義理には厚い人物だ。そもそも自分たちのほうから条約を申し込んできておいて、期限も切れる前から、そんなことをするとは思えない」

「経緯いきさつはどうあれ、現実に船が沈められているんですよ。ゆゆしき事態です」

　クラモトは言った。「連合議会は早くも、ラアルゴンの条約違い反はん行為は絶対に許せないと息まいています。このままでは戦争再開は必ひつ至しです」

「そりゃ困る」

「困るのは、私も同じです」

　沈ちん痛つうな面おも持もちで、クラモト中佐は頭を抱かかえた。「３年間の平和は、長すぎました。以前なら、死んでもともとという気持ちで戦えましたが、今となっては……。失うものができてしまった」

「それは、僕も同じだ」

　タイラーはクラモトの肩かたを叩たたいて、

「だけど、逆に言えば、守るものができたってことじゃないのか？」

「私は、閣かつ下かのようには割り切れません。そんなに強運でもありませんしね」

　誰もが平和に慣れすぎ、戦いを恐おそれていた。

「それにしても、ラアルゴン帝国の真意は何なのか、それを確かめないわけにもいくまいな……」

　タイラーとて、惑星連合宇宙軍の大将である。戦争回かい避ひのためには努力を惜おしむつもりはない。「ひさしぶりに、ドム提督に会ってみるか」

「手配します」

　クラモトが顔を上げて敬礼した。「この平和が続くなら、何でもします」

「複ふく雑ざつな気分だな」

　タイラーはデスクに足を投げ出し、天てん井じようを見上げた。「しかし臭におうぞ、この事件は」

　スピカ宙域Ｂ―２４６。地球に向かう鉱こう石せき輸送船団を護ご衛えいする第二十八護衛艦隊は、巡じゆん洋よう艦かん『四し万まん十と』を旗き艦かんに、護送空くう母ぼ『ジャマイカ・ベイ』、駆く逐ちく艦『まきなみ』『みなづき』『あさぐも』、それにパトロール艦『単冠ひとかつぶ』の、都合６隻よりなる小艦隊であった。もっとも、平時にはこれでもじゅうぶん以上の護衛なのである。乗組員たちも実にのんびりしたもので、定時報告さえ送ってしまえば、あとは冷れい凍とう睡眠カプセルで昼ひる寝ねでもしていればいいのである。

「ダレすぎだな」

『四万十』のブリッジ、嘆なげくような口調でそう言ったのは、艦隊司令のフレッチャー少将である。かつてタイラーの下で次席提督を務つとめたこともあるこのベテラン提督も、バリバリの実戦派だけに、平和なときにはこんな護衛艦隊の司令官くらいしか仕事がない。それでも、デスクワークしかやらせてもらえないタイラーよりはましかも知れないのだ。

「軍ぐん律りつがたるんでしまっておる。士し気きの低下も著いちじるしい。まったくこれでも軍隊か？　実に嘆かわしい！」

「いいじゃないですか。平和ってのは、いいもんですよ」

　オペレーターのコンソールでそう言ったのは、副官兼艦隊主席オペレーターの、グエン・ホー・ミン大尉である。「僕なんか、生まれてからこのかたずっと戦争続きだったもんで、たまさかの平和、けっこう満まん喫きつさせてもらってますよ」

　言いつつ手だけはコンソールのキーボードの上を縦じゆう横おう無む尽じんに走らせている。軍が予算を削さく減げんしたッケは人事関係に回ってきており、グエンのようなベテランは一人で何役もこなさなくてはならず、これはこれでなかなかに忙いそがしい。

「治ちにいて乱らんを忘れず。これは軍人の鉄則だ」

　昔むかし気質かたぎのフレッチャー提督は、大おお真ま面じ目めに言う。「タイラー提督からお預あずかりしたこの艦隊。戦いなくばせめて刀だけは錆さびさせまいと、将しよう卒そつの練れん度どを高める暇ひまもあらばこそ、こう平へい穏おんな日々が続いてはそれもかなわず、徒いたずらに堕だ落らくするのを見ているだけなのは哀かなしい」

「そういうもんですかね……」

　技術屋であるグエン大尉には、武士もののふの気持ちは理解しづらい。「でも、タイラー提督の下でまた働いてみたいという気持ちは、ありますよ」

「そうだろう、そうだろう」

　フレッチャーはしたり顔でうなずいて、

「あの若わか造ぞう、あれでけっこう儂わしのような戦うことしか知らん軍人の気持ちを酌くんでくれるからな。予算を減へらして浮ういたぶんで自分の私し腹ふくを肥こやすことしか考えておらんフジ参謀総長あたりとはえらい違いだ」

「まったくです」

　グエンは大きくうなずいた。「まったく最近の予算編成はどうなっているんですかね？　いい加か減げん、機械も電子装そう備びも老ろう朽きゆう化かしてきているっていうのに、新しいのと換かえてもくれない」

　バグの多いコンピューターをだましだまし使っているグエンには、言いたいことは山ほどもある。

　アスキルト条約の締てい結けつにより地球とラアルゴンとは、軍備を大おお幅はばに縮しゆく小しようした。その内容をおおまかに述のべれば、


①　戦艦せんかん、巡じゆん洋よう戦艦、航こう空くう母ぼ艦かん、巡洋艦の新造の禁止。

②　全長１０００メートルを超こえる大型戦艦の保有の禁止。

③　巡洋艦以上の大型艦の保有制限を、惑星連合艦隊１０００隻に対しラアルゴン帝国艦隊６００隻とし、それを超過する艦はこれを破は棄きする。

④　駆く逐ちく艦以下の補ほ助じよ艦かん艇ていに関しては、年間あたりの新造艦の乾かん燥そう重量の合計が惑星連合艦隊30メガトン、ラアルゴン帝国艦隊17・５メガトンを超えぬこと。

⑤　惑星破は壊かい規き模ぼでのエネルギー兵器、誘ゆう導どう兵器の開発・保有の全面禁止。



　と、まあ以上のように決められていた。実際にはこれらに加えて個こ艦かんレベルにおけるトン数とか、主しゆ砲ほうの出力何メガワット以下とか、事こと細こまかに細則も設もうけられているわけである。

　さぞや惑星連合議会の予算委員会は、肩かたの荷にが下りたことであろう。しかしそのツケは、末まつ端たんの艦長や、乗組員たちに回ってきた。特に予算の大幅削さく減げんと人事ポストの整理による肩かた叩たたきで、失業を余よ儀ぎなくされた下士官や兵は多い。士官クラスも大幅に予よ備び役えきに回された。逆にフレッチャーのようなベテランや、グエンのようなエキスパートは、かえって負ふ担たんが増大した。今の惑星連合宇宙軍で、実際には何の仕事もなくて現げん役えきにとどまっているのは、タイラー提督くらいのものであった。

　軍人たちに限って言えば、平和は必ずしも幸福を、彼かれらにはもたらさなかったわけだ。少なくともあの戦いの日々のほうが、明あ日すをも知れぬ命ながらそれなりに充じゆう実じつしていたと言う者のほうが多いであろう。特に末端の兵士たちに至いたっては、藪やぶから棒ぼうの平和で社会のほうに彼らの受うけ皿ざらがなく、手にこれといった職もなしに世間に放り出されてしまった若者たちは街まちに溢あふれ、深しん刻こくな社会問題になっていた。

　おまけにベビーブームによる人口爆ばく発はつである。数十年後の食しよく糧りよう・エネルギー問題を考えると、惑星連合議会も頭の痛いことであった。皮肉なことだが、いつ果てるともなく続いていた戦争が、人口と社会の秩ちつ序じよを、うまく調節してくれていたのである。

　そんなことをふと考えていたグエン大尉の耳に、広範囲早期警けい戒かいレーダーの警報音が飛び込んで来た。

「前方２光秒、右７度30分、仰角２度15分に反応あり！　大型の船せん舶ぱくがワープアウトして来ます」

「そんな予定は聞いていないぞ」

　さすがのフレッチャーもまさか攻こう撃げきの意志を持った敵とは思わず、のんびりとした口調で言った。２年半の平へい穏おんすぎる生活は、彼の軍人としての勘かんさえも、知らず知らずのうちに蝕むしばんでいたのである。「グエン大尉、警告信号。『貴船ノ船籍ヲ知ラセ』だ」

「了解ラジヤー」

　が、返事はなかった。

「反応出ました！　軍艦です」

「なにっ！」

「パターン分析終了」

「やけに早いな」

「ええ、見慣れた反応ですから」

　グエンは言った。声が震ふるえている。「もし私の記き憶おくに間違いがなければ、これはラアルゴンのドローメ級高速戦艦に固こ有ゆうの反応パターンです」

「まさか……」

　そのまさかで、一いつ瞬しゆんの対応が遅れた。宇宙空間での艦隊遭そう遇ぐう戦における一瞬の差は、決定的である。

　ラアルゴン戦艦の荷か電でん粒りゆう子し砲ほうが閃ひらめいた。

　ぱっと、無む音おんの爆ばく発はつが宇宙空間に大たい輪りんの花を咲かせた。

「タンカー『エンパイア』号、被ひ弾だん！　爆ばく発はつ！」

　グエンの報告に、

「しまったっ！」

　致し命めい的なミスを犯おかしたことに、フレッチャーは気づいた。液体重じゆうヘリウム燃ねん料りようを満まん載さいしていたタンカーの爆発炎えんは宇宙を彩いろどり、味方護ご衛えい艦隊と輸ゆ送そう船団のシルエットを、くっきりと浮うかび上がらせることになるだろう。肉眼でも識別可能な位置と船種を暴ばく露ろした船団は、３Ｄコンピューター・ゲームの標ひよう的てき以上に、格かつ好こうの目もく標ひようとなる。

　さらに三斉射、敵艦の主砲が閃ひらめいた。

「『ジャマイカ・ベイ』が！」

　グエンが絶ぜつ叫きようする。ほとんど輸送船に飛行甲かん板ぱんを増ぞう設せつしただけの護衛空母『ジャマイカ・ベイ』は戦艦主砲の前にあっけなく火を吹き、一瞬遅れて散さん華げした。搭とう載さいしていた戦せん闘とう機きもろとも……。これで船団の、もともと乏しい航空戦力はなくなった。

「タンカーの次は護衛空母を狙ねらい撃うちか。相手は戦いのプロだな……」

　フレッチャー提督は臍ほぞを嚙かんだが、もう遅おそい。空母さえ葬ほうむってしまえば、あとはもう敵のやりたい放題である。

「総員戦闘配置！」

　このときになってようやく、グエンが戦闘配置を告げる。対応の決定的な遅おくれは、目を覆おおいたくなるばかりだ。

『四し万まん十と』がどうにか戦闘態たい勢せいを整えるまでの間に、味方はさらに駆く逐ちく艦かん『みなづき』とタンカー２隻、輸送船５隻を失ったのだ。

　フレッチャー提督にとっては降ってわいた災さい難なんながら、三十有余年の軍隊生活における最大の屈くつ辱じよく的敗北であった。

「おのれ！　ラアルゴン」

　条約破りの奇き襲しゆう攻こう撃げきに加え、自分自身への怒いかりも手伝って、フレッチャーの肚はらは決まった。「敵戦艦に突とつ入にゆうコースを取れ！」

　決死の覚かく悟ごで突撃を敢かん行こうする。もし敵がその気になりさえすれば、正面から突撃して来る軽けい巡じゆん１隻に対し、斉せい射しやを浴びせて屠ほふることはたやすかったであろう。が、敵はあえてそうしなかった。相手の力を恐おそれたからではなく、歯し牙がにもかけなかったからであることは明白であった。突撃して来る『四万十』をまるで無視したかのように悠ゆう然ぜんと射撃を続け、まさに衝しよう突とつする寸前、ワープして消えたのである。それきり、一いつ切さいの反応が消えた。

「命拾いしましたね」

　はぐらかされたような表情で、グエン大尉が言った。「まさかこんな宙域で、ラアルゴン戦艦に襲しゆう撃げきされるとは……」

　フレッチャーは応こたえない。ぐったりとうなだれたまま、提督席に就ついたままだ。これだけの被害を許し、しかも生き存ながらえたということが、この老提督のプライドを、かつてなかったほどに打ち砕くだいてしまったのだろう。それがわかるだけに、グエンも辛つらい。

「被ひ害がい報告。空母１、駆逐艦１、タンカー６、輸送船12、沈ちん没ぼつ。輸送船６大たい破は。駆逐艦１中破……」

　殺さつ伐ばつとした報告が、よけいに胸を締しめつける。

　グエンは助かったという安あん堵どよりも、信じられないという気持ちのほうがまさった。しかし、幻まぼろしではない。まさに敵艦に突入しようとする寸前、目の前に大きく広がった姿は、まぎれもないラアルゴンの戦艦だった。その特とく徴ちようある姿はもちろん、ディテールまではっきりと見えた。誤ご認にんなどで、あろうはずがない。

「卑ひ怯きような！」

　呆ぼう然ぜん自じ失しつとした状態が去ると、今度は怒いかりがこみ上げてきた。敵は卑ひ劣れつにも条約締結下の中立宇宙域で、しかも無防備に近い輸送船団を攻撃してきたのである。沈められたタンカーや輸送船に積せき載さいされていた貴き重ちようなエネルギー物資や鉱石は、おそらく慢まん性せいのエネルギー不足に喘あえぐ地球本星を、向こう何か月にもわたって深刻な危機にまで追い込むに違いない。まさに動脈を締しめ上げるわけで、戦略上効果的とはいえ卑ひ劣れつな戦法には違いない。この調子でラアルゴン帝国に通商破壊工作を続けられたら、惑星連合はものの１か月もしないうちに資し源げんのストックが枯こ渇かつしてしまう。もしそれを阻そ止ししようとするならば、すべての船団に対し膨ぼう大だいな数の護衛艦艇が必要になるわけで、とてもではないが、今の縮小された惑星連合艦隊では艦ふねの数が足たりない。

　それを考えたとき、グエンはただ戦せん慄りつするしかなかった。

　おそらくフレッチャーは、それ以上に打ちのめされた気持ちでいるのだろうが──。

「提督、地球ヘコースを修正します。よろしいですか……？」

「あ……わかった。そうしてくれ」

　地球へつくまでの間、うなだれた敗はい残ざんの将しようはそれ以上、一言も語ろうとはしなかった。














第二章　一いつ触しよく即そく発はつ









「それでフレッチャーのジイさん、ショックで寝ね込こんじまったってかぁ？」

　話す間も食べることをやめない。口一いつ杯ぱいにメインディッシュのロブスターを頰ほお張ばりながら、タイラーは素すっ頓とん狂きような声を張り上げた。「半年に一度の、この会食の集まりにも出られないほど？」

「無理もないですよ。護ご衛えいを担たん当とうしていた船団の半分も沈しずめられて、おまけになけなしの空母まで沈められたんですから」

　そう言ったのは、そのフレッチャー少将と同じ護衛艦隊で命拾いしたグエン大尉である。

　宇宙軍士官学校所属の練習巡洋艦『橿かし原わら』。恒こう星せい間練習航海を主任務とするこの艦はまた、宇宙軍高級士官用の動く宴えん会かい場じようとして、各種の晩ばん餐さん会かいやレセプションに供きようされることも多かった。低速、軽けい装そう甲こうで武ぶ装そうも貧弱ながら、内装が豪ごう華かで居住スペースに余よ裕ゆうがあるため、こうした任務には向いているのである。

「ご老体には、さぞやショックだったでしょうね」

「そのわりには、君はあんまりショックを受けていないようだね。グエン大尉」

「あれは不ふ可か抗こう力りよくです」

　タイラーの突つっ込こみに、グエンはあっさりと言ってのけた。「誰が指揮していたとしても、あれ以上のことはできなかったでしょうよ。不法に条約を侵おかしたラアルゴン帝国こそ責められるべきです」

　グエンはむしろ憤ふん慨がいしていた。若いだけに気持ちの切り替かえも、立ち直りも早いのだろう。してみるとよけいにフレッチャー提督が気の毒だった。

「どうも、胡う散さん臭くさいんだよね」

　タイラーは『橿原』の艦尾にある展望ルームから、刻こく々こくと様相を変える木星の表面気流を眺ながめながら言った。大赤せき斑はんが美しい。「仮かりにもあのラアルゴン帝国の戦艦が、敵に姿を見られるようなヘマをやるだろうか？　それに、タンカーや空母を沈めておいて、旗艦には指一本触ふれずに逃とう走そうしたなんて、まるで私わたしが襲おそいましたと宣伝してくれとでも言わんばかりじゃないか」

「もっともですね」

　うなずいたのは、タイラーの腹心であり、今では公私両面においてもっとも信しん頼らいのおける友人でもある、マコト・ヤマモト少将である。「これは、裏に何かありそうですね」

「ラアルゴンには、問い合わせてみたんですか？」

　様さまになる動作で金きん髪ぱつを搔かき上げながら、ハロルド・カトリ大佐が言った。一見して映画スターと見まごうほどの、美び形けいの青年士官である。

「もちろんだ。だが、知らぬ存ぜぬの一点張りだよ。それどころか外務局は、あらぬ言いがかりをつけられたとでも、言いたげな憤ふん慨がいぶりだった」

　お手上げの表情でヤマモトが言う。「とにかく身に覚えはございません、というわけさ」

「はっ、そりゃそーだ！」

　そう言って、大おお袈げ裟さな身み振ぶりで叫さけんだのは、赤あか髭ひげをたくわえた、見るからに豪ごう快かいな大男である。カール・ビョルン・アンドレセン准じゆん将しよう。カトリ大佐のかつての上官で、今ではすっかりタイラーに心しん酔すいしており、幕ばく僚りようというか食しよつ客かくとして彼の傘さん下かに名を連ねていた。別名〝赤毛のエイリーク〟。海かい賊ぞくまがいの大だい胆たんな戦法で、艦かんを操あやつらせたら抜ばつ群ぐんの用兵をする。ただし、少々やりすぎるのが欠点と言えば欠点だろうが。

「連中ラアルゴンのことだ。たとえ本当にやっていたとしても、自分たちがやりましたなんて、認みとめるはずがねえじゃねえか」

　ぞんざいな口調で言うと、彼は一息にグラスを空けた。「給仕、ワインだ！　血のように赤あけえやつを頼む！」

　それから、アンドレセンはヤマモトのほうを見て、

「そうですな。たとえばこの俺おれが、ラアルゴンの輸送船を御先祖譲ゆずりの海かい賊ぞく戦法で沈めたとして、うっかり姿を見られたとしましょうか。ま、俺おれならそんなヘマはやりませんが、それにしたって間違っても、自分がやったなんて言いやしませんぜ。少将閣かつ下かだって、同じでしょう？」

「言われてみればそうだな」

　ヤマモトは苦にが笑わらいした。

「最善の手段は、敵を逆に捕つかまえて、動かぬ証しよう拠ことして突きつけてやることです。これならいかに恥はじ知らずなラアルゴンでも、言い逃のがれできません」

「しかし問題は、誰が猫ねこの首に鈴すずをつけるかだな」

　奥おくのほうの席で声がした。この席では最年長、もうすぐ還かん暦れきという老ろう提てい督とくが口を開いたのである。

　思わず全員が、その老人、イツァーク・ハイフェッツ少将のほうを振ふり向いた。不ふ断だんはオブザーバーに徹てつしており、めったなことでは自分から口を出したりはしないが、叩たたき上げの苦く労ろう人にんだけに、その言葉には重みがある。

「私がつけてみせますよ」

　アンドレセンが笑いながら言った。「お疑うたがいで？」

「君の腕うでは信ずるに値あたいするが、体がいくつもあるわけではあるまい」

「はあ……」

「敵は神しん出しゆつ鬼き没ぼつ。どこに出るかはまったく予想がつかん。すべての宙域を航行するすべての船団をくまなくカバーすることは我々だけでは、いや、全宇宙軍の艦隊を総動員しても、到底不可能じゃ」

「確かに」

　ヤマモトがうなずいた。「惑星連合艦隊の参謀副長として、頭の痛いところです」

「このままでは、地球は遠からず干ひ乾ぼしにされる」

　ハイフェッツは言って、タイラーを見た。

「策さくはあるかな？　タイラー司令」

「ないですね」

　正直にタイラーは答えた。「ネズミ狩かりは、僕の専門ではないんでね」

　実のところ、さすがのタイラーも平へい穏おん無ぶ事じな生活が長すぎて、アイデアが枯こ渇かつしていたのである。今のタイラーは、逆さかさに振ってもろくな作戦は出ない。

「でも今、何かを考えていらした風ふうでしたね」

　カトリが言った。

「うん」

　タイラーはうなずく。「子供の名前を……」

　思わず全員、テーブルで頭を抱かかえる。

　そこへ給仕が、ワインのボトルを持ってやって来た。といっても、軍の練習艦のこと、給きゆう仕じ役やくは幼よう年ねん学校の生徒である。

「ま、こんなときですが……」

　咳せき払ばらいしてヤマモトは音おん頭どを取った。「とにかく奥様の御ご懐かい妊にんおめでとうございます」

「どんな子供が生まれるんでしょうね」

　ニヤニヤ笑いながら、グエン大尉が言った。「母親似になら、いいんですが……」

「母親の美び貌ぼうと、父親の頭脳、それを兼かね備そなえた子供なら最高だ」

　タイラーが言った。

「だが不幸にして父親似の場合もありうるぞ」

「ドクター、縁えん起ぎでもない……！」

　慌あわててカトリ大佐が酔よっ払ぱらいをたしなめた。既すでに食前酒ですっかりでき上がっていたのは、軍医少将ヒデサブロー・キタグチである。

「儂わしはただ、純じゆん粋すいにして厳げん然ぜんたる事実だけを述べとる」

　赤ら顔で酒さけ臭くさい息を吐はきながら、ドクターは言った。「遺い伝でん学的に見て、タイラー夫妻の場合はどう見ても、父親の資し質しつのほうが優ゆう性せい遺伝じゃ」

「ま、ま、ここはひとつ……」

　その話題をそれ以上追及することは避さけて、ヤマモトは巧たくみにはぐらかした。「ここはひとつ、乾かん杯ぱいということで……」

　ところが悪いときには悪いことが重なるものである。給仕が思わず、ワインをこぼしてしまったのだ。それも、タイラーの礼服の上に──。

「なんてことをするんだ！」

　ドクターが激げき怒どした。「その赤ワインは２０００年に一度しか実らない惑わく星せいポルトの貴き腐ふワインのアウスレーゼの、それも２５０年物だぞ！　なんというもったいないことをしてくれる！」

「そういう問題じゃないと思うんですが……」

　ヤマモトがそっと耳打ちした。

「いや、そういう問題じゃ。買えば一ひと瓶びん50万クレジットはする代しろ物ものだ。タイラーには悪いが、こんな祝いでもなけりゃ、おおっぴらには飲のめん」

「ごもっともです……」

「申し訳ございません」

　見たところ17歳さいくらい。幼年学校上級生らしき給仕は、さして悪びれた様子もなくただ形式的に頭を下げた。「すぐ新しいのをお持ちします」

「これより上等なのをだぞ！」

　ドクターが脅おどすように叫さけんだ。「さあどうする？」

　いったん奥に引っ込んだ少年は、すぐに別のボトルを持ってやって来た。

「お待たせいたしました」

「おい！　それは！」

　キタグチが叫んだ。「いちばん安やす物ものの、合成ポートワインの瓶びんじゃないか！　貴様、なめとんのかあ！」

「そうですよ」

　平気な顔で、給仕は言った。相当神経の太い奴やつに違いない。「ま、続きは飲んでからどうぞ」

「愚ぐ弄ろうするか。儂わしを誰じゃと思うとる？　口のきき方に気をつけろ。貴様なんかいつでも、放校処しよ分ぶんにできるんじゃぞ！」

　給仕は無視して、タイラーのグラスになみなみと、その安物の赤ワインを注ついだ。

「ええい、猪ちよ口こ才ざいな小こ僧ぞうめ！　名を、名を名乗れッ！」

「待てよ、ドクター」

　ワインを口に含ふくんだタイラーが、ニヤッと笑って言った。「騙だまされたと思って飲んでみろ。こいつはなかなか素敵な、合成ワインだ」

「お前さんまで、何を馬鹿な……」

　ところが注がれたグラスの香かおりを嗅かぐなり、キタグチの表情は一変した。

「ほう……」

　ゆっくりと、口に含んでみる。「合成は合成でも、これは最高のブレンドじゃわい」

　酒にかけては達人中の達人。ヘタなソムリエなど裸足はだしで逃にげ出すドクター・キタグチである。その彼が陶とう酔すいしていた。

「惑星ベラミデのヴィンテージ85の49年……、カイワウの食肉歩行ブドウの一番出しのアウスレーゼ、しかも生きた人肉だけを食わせたスペシャルセレクト……、ソラッチの今は絶ぜつ滅めつした高山ヤマブドウの32年限定版ばん……、それらを絶ぜつ妙みようにブレンドし、おまけに隠かくし味あじで地球は甲こう州しゆう産さん『巨きよ峰ほう改かい』のロゼまで入っておるのか。いや、絶ぜつ品ぴん絶品。これに比べたらさきほどのポルト産貴腐ワインの２５０年など、香、味、コク、それに深味ともに格段に落ちる！」

　もう手放しの褒ほめようなのである。

「本当だ。美う味まい！」

　さして酒の味のわからないヤマモトまで絶賛している。

「小僧、このブレンドを、どこからくすねて来た」

　一見サングラスに見える義ぎ眼がんで、キタグチは給仕を見上げニヤリと笑った。コンピューター制せい禦ぎよのレンズがチカチカと光る。

「僕が作りました」

　涼すずしい顔で彼は言う。

「噓うそをつけ、お前の小こ遣づかいで買える酒ではない」

「誰もそんなもの、買ったりはしません」

　不敵な顔で、少年は笑った。「高級士官の人たちは、ここで最高級のワインを注文なさるたびに、半分以上残していかれるんです。もったいないから瓶に取っておいて、適当にブレンドするんですよ。だから僕はいつも、こいつのブレンドをくすねて飲んでいられるんです」

「なら、なんでそんな安物の瓶びんに入れておくのだ？」

「馬鹿だなあ。高い瓶に入れておいたら、たちまち人に飲のまれちまうじゃありませんか」

　もっともである。「ここだけの話ですけどね……。他ほかの奴やつには飲ませたりしやしません。タイラー提てい督とくだからお出ししたんです」

「気に入ったぞ小僧」

　さっきまでの怒いかりはどこへやら、すっかり態度を軟なん化かさせてしまったキタグチである。

「まだ若いくせに酒の飲み方飲ませ方を心得とる！　酒の味のわかる奴に悪い奴はおらん！」

　彼らしい人物評価のしかたであろう。

「若いの、名は？」

　アンドレセンが訊きいた。

「イサムです」

「イサム？　イサム、なんと言うのだ？」

「イサムが名です。姓せいはありません」

「変わった奴だな」

　そこへ、伝令の兵士が慌あわてふためいて駆かけ込こんで来た。「タイラー提督！」

「えらい騒さわぎだな。戦争でも始まったか？」

「それどころではありませんよ、アンダーソン長官が……」

　息をきらせて、伝令兵は言った。

「長官が、宣せん戦せんを布ふ告こくされたのか？」

「それどころじゃありません。巡じゆん回かい中に突然倒れられたのです！」

「なんだって！」

「脳卒中です！　銀河中央病院に運び込まれたものの、意識不明の重体です」

「えらいことだ！」

　ヤマモトが叫んだ。「よりにもよってこんなときに！　長官にもしものことがあったら、惑星連合宇宙軍は空中分解してしまうぞ」

　ヤマモトの言葉は、冗じよう談だんでも誇こ張ちようでもない。

　惑星連合艦隊の最高司令官アドリアン・アンダーソン元げん帥すいといえば、名実ともに宇宙軍の大だい黒こく柱ばしらとでもいうべきワンマン提督なのである。家いえ柄がら、実績、人望、どれをとっても軍内部に並ぶ者のない実力者だ。タイラーが宇宙軍に入隊してわずか２年で大将にまで出世できたのも、アンダーソンが彼を高く評価してくれたからだ。長官に気に入られなかったら、いかに実績があっても、タイラーの今の地位はなかったであろう。

　おまけにタイラー、ユリコ夫妻の仲人なこうどでもある。

　そのアンダーソン長官が倒れたのである。

　会社で言えば、現役バリバリのオーナー会長が突然倒れたようなものである。宇宙軍が株式会社なら、株価の大だい暴ぼう落らくは間違いない。まさに屋や台たい骨ぼねが崩くずれたようなものである。

「意識不明か……。こりゃ宇宙軍はどえらいことになるぜ」

　いつもはどっしりと構えたアンドレセン准じゆん将しようまでが、妙みように落ち着かない。

　もし、もしも──。

　長官にもしものことがあれば、当然浮ふ上じようして来るのは後こう継けい者しや問題だ。

　しかし軍には現在、アンダーソンの代わりになれるような人物はいない。彼の存在はあまりにも巨大でありすぎたし、軍の上層部も彼という人材に、よりかかりすぎていた。

　もし、彼に後継者などというものが存在するとしたら、到とう底てい無理な相談なのだが、しいて選ぶとすれば──、

　彼の傍かたわらにあって常に参さん謀ぼう総そう長ちようという重責をこなしてきた、ススム・フジ大将か。

　あるいは──、

　実績と戦果なら居い並ならぶ提督たちの中でも群を抜ぬき、誰しもがその功績を認めざるを得ないジャスティ・ウエキ・タイラー大将か……。

　が、どちらも完かん璧ぺきではない。

　フジ大将は、派は閥ばつ工作と権けん謀ぼう術じゆつ数すうには長たけ、参謀総長としては実に優秀だったが、アンダーソンほどのカリスマや人望はない。また、平時ならともかくこの非常事態に、艦隊を率ひきいる提督としては実戦経験もなく、最高司令長官としてはイマイチ不安も残る。

　それに対してタイラー大将は確かに実戦経験も豊富であり、とりわけ実績と人望においては申し分ないが、信しん頼らい度どとしてはかなりの不安が残る。特に首脳部の中には根強いアンチ・タイラー派も多く、いまだに彼をアンダーソン司令長官の腰こし巾ぎん着ちやくと見るむきも多かったのである。

「アンダーソン長官が死ねば、タイラーの天下も終わりさ」

　高級将校たちの間では、そう囁ささやく連中さえ少なくはなかった。

　が、しかし当のタイラーに、そんな野心はもはや微み塵じんもなかった。

　ユリコ以外、誰にも告げなかったとはいえ一時は辞表さえ提出しようとしていたタイラーである。元帥昇進にも未練はなかった。

　いや、それどころか。

　アンダーソン長官が倒れたというニュースを聞いたとき、タイラーほど一切の利害や打算抜きで、彼の身を案じた者は他にいなかったのである。

　報しらせを聞くや否いなやただちに『橿かし原わら』を地球に回かい航こうさせ、真っ先に銀河中央病院へと馳はせ参さんじたのも、心底から長官の容体を案じていたからであった。

　だが、周囲は、とりわけアンチ・タイラー派は、そうは見ない。

　次期最高司令長官の地位を狙ねらっての、点数稼かせぎとしか見られないのだ。悲しい性さがである。

「面会謝絶です」

　担たん当とうの医師は、すげなく言った。

「助かりそうですか？」

「今の段階ではなんとも。もう70歳と高こう齢れいのうえに、例の事件で心労が重なっていましたからね。輸送船団襲おそわるとの報ほうを聞いて、自みずから艦隊を率いて出しゆつ撃げきなさろうとしていた矢先、発ほつ作さを起こされたのです」

「最高司令長官のくせに、出しゃばるのが好きだったからな……」

　タイラーはつぶやいた。「僕に子供ができたと知ったら、まるで自分の孫まごのように喜んでくれたのに……」

「今夜が峠とうげでしょう」

　医者はきわめて古典的な台詞せりふを言った。

「ずっと、ここにいるよ」

　タイラーは言って、病院の廊ろう下かで待ち続けた。

「提督、せめて待合室で……」

　心配したヤマモトが声をかけても、

「ここがいいんだ」

　と、ベンチから動こうとはしない。そのまま一いつ睡すいもせずに夜明け近くまで待ち続けたのだ。

「あの御ご仁じんにも、けっこういいとこがあるじゃないですか」

　待合室ではやはり一睡もできないヤマモトに、アンドレセンが紙コップに入ったコーヒーを差し出した。「ちょっくら、見直しましたぜ」

「ずっと前から、わかっていたよ」

　コーヒーをすすりながら、ヤマモトは言った。「万ばん事じにつけ、ああいう人なんだ。あれでけっこう、部下のことも心配してくれるんだな。こんなときに不ふ謹きん慎しんかも知れないが、天下を取らせてあげたいよ」

「同感ですな」

　アンドレセンはうなずき、熱いブラックコーヒーを一いつ気き飲のみした。

「しかし長官は、助かるでしょうか？」

「助けてみせる」

　いつの間にか白衣に着き替がえたドクター・キタグチが、傍そばに立っていた。「儂わしが助けてみせる。その前に景気づけに一いつ杯ぱいやろう」

「ますます不安になってきた……」

　ヤマモトが頭を抱かかえる横では、もともといける口のアンドレセンが、ドクターと差し向かいで飲やり始めた。

「親父おやじのお通つ夜やのときも、こうして一杯やったもんだよ」

「あとは花はな札ふだでもあれば、言うことはありませんな」

「あるぞ」

　ニヤッと笑ってドクター、懐ふところから花札を取り出した。

「やるか？」

「やりましょう！」

「僕もまぜてください」

　そこへ横合いから、ワインの瓶びんを差し出したのは、あのイサムとかいう給きゆう仕じである。

「お前いつの間まに？」

　あきれたようにアンドレセンが言った。

「あなたたちが面おも白しろそうなんで、ついて来たんですよ」

「幼年学校のうちから門もん限げん破やぶりか？」

「あんなところ、いつでもやめてやりますよ」

　イサムは言って、二人のカップにあの特製ブレンドのワインを注いだ。

「門限破りのついでに、くすねて来ました」

「やけに気がきくな」

「タイラー提督の部下になるには、このくらいでなくては務まりませんからね」

「ほう……」

　アンドレセンが感心したように、イサムを見た。「物もの好ずきな」

「それより早く、花札を始めましょう」

「お前、賭かけるものあるのか？」

　アンドレセンが言った。「ここは将官レートだぞ」

「向こう１年ぶんの、特製ワインを賭けますよ」

　イサムは言い、アンドレセンもドクターも異義のあろうはずはなく、さっそく待合室では夜を徹てつしての花札大会が始まった。

　二人がイサムに、有り金を残らず巻き上げられた頃、しらじらと夜が明け始めた。

「長官の意識が戻もどりました」

　担当医がやって来て、告つげる。「峠とうげは越しました、もう大だい丈じよう夫ぶです」

　そのとき、ドヤドヤと廊ろう下かを歩いて来る一団の声がした。

　いつものように取り巻きを引き連れた、ススム・フジ参謀総長の濁だみ声ごえである。

　その声に、弾はじかれたようにイサム少年が反応した。

「あの声は……」

　ヤマモトが立ち上がった。

「最低の男ですよ」

　吐はき捨てるように言ったのは、イサムである。

「おや、タイラーくんじゃないか」

　廊下のベンチで、毛布にくるまっていたタイラーを目ざとく見つけたフジ大将は、意地の悪い薄うす笑わらいを浮かべて、

「こんなところで長官の付つき添そいとは、御苦労なことだねえ」

「まったく」

　取り巻きのアキヒコ・ヒラカワ中将が言った。「さすがにアンダーソン長官には覚えめでたいタイラー提督、点数稼ぎもなかなかに大変ですな」

　それを受けてケンイチ・サハラ少将も、

「ま、その甲か斐いあって、長官は峠を越えられた。もっとも誰かさんには、残念だったかも知れませんな」

「いやいや」

「まったく」

「うふふふふ」

　だがタイラー、それが自分のこととはよもや思わず、キョトンとしている。

　そのままタイラーを差し置いて、病室に入って行くフジ大将の一行である。

「おお、フジ君！　よく来てくれた」

　病床で、涙なみだを流して喜ぶアンダーソン長官である。

「長官、お元気そうで何よりです。ススム・フジ、ほっといたしました」

「うんうん」

　手を取って喜ぶアンダーソン長官、その表情に、惑星連合艦隊最高司令長官らしい威い厳げんは少しもない。ただの気弱な病人である。

「フジ君、儂はもうダメかも知れん」

「ご冗じよう談だんを。気弱なことをおっしゃられては困ります」

　心にもないことを言うフジ大将である。

「いや、今度のことで自分の体が予想以上に弱っていることがわかった。これを機に引いん退たいしようと思う」

「何を馬鹿な」

「いいのだ。しかしこんなときにリタイアするのはいかにも心残りだ」

「そうでしょうとも」

「後任を決めねばならんが……」

「でしたら……」

　フジ参謀総長が一いつ瞬しゆん表情を輝かせ、何か言おうとしたとき、

「長官！」

　ひょこっと、タイラーが取り巻き連中の間から顔を出した。

「おお、タイラー！　来てくれたのか」

「はい」

　タイラーはうなずいて、

「これが最後のお別れに、なるかも知れないと思いまして」

　ドドッとコケる、高官たち。

「バカもの！」

　真ま顔がおで怒おこるアンダーソン長官。だが、その顔色を見る限りは大丈夫そうだ。

「長官、怒るとまた血圧が上がりますよ」

「うるさい。お前のような頼たよりない部下を遺のこして逝いけるか！」

「そうですよ。長生きして、僕の子供の顔を見るまでは……」

「バカ！　もっと生きてやる。百まで現げん役えきでいてやるぞ」

　さっきまでの気弱さはどこへやら、すっかり元気になってしまったアンダーソン長官である。

「長官、安静にしていなくては……」

　慌あわてて制止するフジ参謀総長を尻しり目めに、

「おお、こうしてはおれん。出しゆつ撃げき準備だ！」

「しかしそのお体では……」

「残念だ。フジ君、君が適当な司令官を選べ。この体がもとに戻るまで、しばらく実務のほうを頼たのむ！」

「かしこまりました。男フジ、命に代かえましても……」

「長官、僕は？」

　またしてもしゃしゃり出るタイラーに、

「ええい！　お前の顔なんぞ見たくもない。しばらく家で謹きん慎しんしておれ！」

　と、すっかり血色のよくなった顔で怒ど鳴なりつけるアンダーソン長官であった。







「参謀総長、うまくいきましたね」

「まさかタイラーが、自分からボロを出してくれるとは……」

　取り巻き連が、しきりにフジ大将をおだてる。

「これで参謀総長の次期最高司令長官の椅い子すと、元げん帥すい昇しよう進しんは約やく束そくされたも同じですな」

「ふんふん」

「その折は、この私めを参謀総長にひとつよろしく」

　ヒラカワ中将が言えば、

「さしずめこの私は参謀副長に……」

　と、サハラ少将もほくそ笑えむ。

「ははは、まあまかせておけ」

　ひさかたぶりに、会かい心しんの笑顔を見せるフジ大将である。

「しかし、当のアンダーソン長官、なかなか元気そうでしたな」

「さよう。あの調子では、現役引退もまだまだ先では……」

「なに、元気になっても、それまでにこちらが実績を上げ、体制を固めてしまえば、あとはなし崩くずしにそのままこちらが最高司令長官就しゆう任にんさ」

　と、アンダーソン長官が聞いたら激げき怒どしかねないようなことを平気で口くち走ばしるフジ大将である。

「なあるほど。さすがは智ち将しよう・フジ参謀総長閣かつ下か」

「これで我々の将来は、約束されたも同然」

　ドッと活気づく、取り巻き連。

　そのとき──、

「見み損そこなったよ、父さん！」

　物もの陰かげから進み出たのは──、

「イサム！」

　あの給仕の、イサム少年である。

　多少スレてはいるものの、父親とは似ても似つかない好男子である。

「お前どうしてこんなところへ？」

「一いち部ぶ始し終じゆうを、聞かせてもらいましたよ。父さん、あなたは最低の軍人だ！」

「なにっ！」

　フジ大将の顔色が、さっと蒼あおざめた。「なっ、何を言うか！　仮かりにも親に向かって」

「タイラー提督はアンダーソン長官倒れるとの報告を聞くや、真っ先に病院に駆かけつけて、一睡もせずに長官の安あん否ぴを気き遣づかっていらしたのですよ。それに引き換かえ父さんは……」

　フジ大将の乱れた制服やズボンを、上から下までジロジロと見て、イサムは言った。

「また、どうせ女のところにでも入りびたっていたのでしょう？」

「う……！」

「その顔は図ず星ぼしですね」

「ええい！　黙だまれ」

　部下の前で恥はじをかかされて、フジ大将は焦あせった。「息むす子ことはいえお前のような青あお二に才さいに、説せつ教きようされる覚えはないわ！」

「そうですか」

　イサムはしれっとした表情で言った。親に似ず、なかなか肚はらのすわった少年である。

「僕の心も決まりました。本日只ただ今いま限かぎりで幼年学校を退たい学がくして、一兵卒としてタイラー提督の部下になります」

「な、なんと……」

　フジ大将は血けつ相そうを変えて、

「だ、駄だ目めだ！　お前はフジ家けの大だい事じな跡あと取とり息むす子こだ。士官学校を卒業して、参謀コースに進むのだ」

「僕は、あなたのようになさけない軍人には、なりたくないのですよ」

　イサム・フジは父親を見下げ果てたような目で見、言った。「士官学校を出なくても、タイラー提督のような立りつ派ぱな軍人になってみせます」

「その前に死ぬぞ」

「自分は安全なところにいて、人を死し地ちに追いやるよりはましでしょう」

「うぬ！」

　さしものフジ大将も、これは肚はらに据すえかねてか、

「か、勘かん当どうだ！　お前のような奴やつは、今日限り父でも子でもない！」

「その言葉を待ってました」

　イサムは笑って、

「あんな家にはいたくない。格式だけはあって、両親不在のあんな家にはね。そのお許しが出たのなら、かえってせいせいですよ。父さん」

「なんだ？」

「今の言葉だけは、感謝します。勘当なんて、あなたが父親らしいことをしてくれたのは、これが初めてですね」

「消えろ！　どこなりと行け！　とっとと失うせろ！」

　息子が消えた直後、フジ参謀総長（兼・最高司令長官代行）のもとへ息せききって駆かけつけたのは、伝令である。

「参謀総長！」

「どうした？」

「また、輸送船団が……」

「ラアルゴンに襲おそわれたか？」

「その逆です」

　伝令は、顔面蒼そう白はくになって言った。「ラアルゴンの輸送船団が、我が戦艦に襲われたのであります！」

「まさか！」

　フジ大将は叫さけんだ。「そんなはずはない」

「ですが確認された襲しゆう撃げき艦かんのシルエットは、我が戦艦に間違いないそうです」

「馬鹿な……」

　陳ちん腐ぷな台詞せりふしか出て来ない。「我々ではない。断じて！」

「ラアルゴンは、我々の仕し業わざと断定しました。そして……」

「そして、なんだ？」

　震える声で、フジは訊きいた。「その先を言ってみろ」

「は……」

　途と切ぎれる寸前の声で、伝令は告げた。

「神しん聖せいラアルゴン帝国は、皇帝ゴザ十六世の名において、惑星連合に対しアスキルト条約の破は棄きと戦闘再開を布ふ告こくいたしました」














第三章　陛へい下かはご機き嫌げんななめ









「ドム、ドムはおらぬか？」

「ここに、陛下」

　神しん聖せいラアルゴン帝国の帝てい都とベヒモス。皆みな様さまおなじみの不ふ夜や城じようゴザ・パレスでは、第二十七代皇こう帝ていゴザ十六世陛下ことアザリンちゃん──おっと、もうアザリンちゃんと呼ぶのは相応ふさわしくない。なにしろ御おん年とし16歳さいになられたのであるから──が、国防長官ル・バラバ・ドムを呼びつけ、あれこれ作戦の指示を与あたえていた。

「艦隊の準備にぬかりはあるまいな」

「滞とどこおりなく、陛下」

　若き国防長官は言う。「アスキルト条約により数は減へらされたとはいえ、訓練は怠おこたってはおりませぬ。かえってそのぶん精せい鋭えいと呼ぶに相応しい陣じん容ようになったかと……」

「そちのこと、よもやぬかりはあるまい。それにしても口くち惜おしきは地球の輩やから。ああもあっさりと講こう和わ条約を破るとは。この皇帝ゴザ十六世もなめられたものよな」

　少女から大人おとなへの階きざはしを昇のぼり始めた皇帝は、その雅みやびやかな眉をひそめて言う。３年間の歳月は、あどけない少しよう女じよ帝ていを押おしも押されもせぬ堂々たる若き女じよ帝ていに変えた。いくぶんかは残った幼おさなさも、むしろ絶ぜつ妙みようのスパイスである。手にした錫しやく杖じようも、以前は小さな体に不ふ釣つり合いとも見える無ぶ骨こつなアクセサリーであったものが、今では体の一部のようにその威い風ふう堂どう堂どうとしてかつたおやかな御お姿すがたになじみ、翻ひるがえすマントの裾すそにはある種の風格さえ漂ただよい始めている。

　もう彼かの女じよをつかまえて、アザリンちゃんなどと呼び捨てにできる者は広い銀河にもタイラー以外誰もいない。

　けれど、皇帝陛下の玉ぎよく体たいにおいてもっとも大きな変化を遂とげつつあるのは、その体のラインであった。これはもはや、３年前とは別人のものである。変化は劇げき的てきを通り越こして過か激げきとさえ呼んでよかろう。ラアルゴンの単位で上から13メリクル、８メリクル半、13メリクル¼の絶妙のプロポーションの前に、それ以上の説せつ明めいは不要であろう（ちなみに１メリクルは、地球の単位に換かん算さんして約66ミリである）。よくもまあ、わずか３年でこれほどまでに成長したものである。今は亡なき彼女の母、先帝ゴザ十五世の皇こう妃ひミライザはラアルゴン一の美女と謳うたわれたほどだが、その娘むすめは16歳にして早くもその母を凌しのぐとの評判であった。これはもちろんラアルゴン艦隊の将兵たちが、航海の合あい間まに飛ばす不ふ謹きん慎しんな噂うわさではあったが、噂に違たがわぬだけの容姿を、皇帝陛下は備えつつあったのである。

　そんな彼女を、惑わく星せい連合の閣かく僚りようたちがなめていたかどうかはともかく、実じつ物ぶつを前にすれば思わずなめてしまいたくなるほどの愛らしさであることは疑うたがいもない。

　けれども広い銀河に、これほど無意味な美しさというものが他にあろうか？

　誰のための美しさなのかと、国防長官ドムはときどき問いかけたくなる。

　陛下のこの比ひ類るいなき美び貌ぼうも、ラアルゴン皇帝というその立場を考えるとき、まったく意味のない徒あだ花ばなではないのか。誰に嫁とつぐこともなく、誰と契ちぎることもなく、このままただ美しさを増ますばかり。そしてやがては──想像したくもないことだが──その盛さかりを過ぎ、あとは徒いたずらに色いろ褪あせてゆくばかりではないのか。

　そう思うと、不ふ憫びんでならないのである。

　というのも──、

　ラアルゴン皇帝は終身在位制である。つまり死ぬまで退たい位いすることはないし、したくてもできない。そして皇位は世せ襲しゆう制せいであり、なおかつ惑星連合とは違って、ラアルゴンには男だん尊そん女じよ卑ひの風ふう潮ちようが、根強く残っている。

　ゴザ十六世以前の、唯ゆい一いつの女帝である第十七代アイラ一世帝は、第十六代ゴザ六世帝の未亡人であり、なおかつ二人の間には、直系の男児がなかった。だからこれは例外中の例外で、アイラ一世の死後、遠とお縁えんに当たるブラッボ辺へん境きよう伯はくが擁よう立りつされ、第十八代ゴザ七世として即そく位いしたのであった。以後、両親と二人の兄を一度に失った皇女アザリンが宰さい相しようワングの強ごう引いんな擁よう立りつでゴザ十六世として即位するまでの間、女帝の前例はない。

　問題は、彼女が独身のまま、至し宝ほうの冠かんむりを戴いただいてしまったということなのである。

　もし、皇帝ゴザ十六世陛下が夫を迎むかえようとすれば、その夫君の立場は微び妙みようである。男尊女卑のラアルゴンでは、その夫のほうが、妻つまたる皇帝陛下よりも偉えらいということになってしまい、神聖にして冒おかすべからざる皇帝陛下を礎いしずえに磐ばん石じやくの体制を築いたラアルゴン帝国にとって、これは甚はなはだ都合の悪いことなのであった。

　しかも皇帝は一度即位したが最後、死ぬまで退位できない。

　つまりゴザ十六世陛下は帝国の続く限り、生しよう涯がい独身を貫つらぬくより他ほかに道はないのである。その陛下が誰よりも美しく生まれてしまったとは、これ以上の皮肉があろうか。

　ドムほどの男が、密ひそかに心を痛めるのも無理からぬことではあった。

　余談が長くなった。話を戻もどそう。

「この皇帝ゴザ十六世もなめられたものよな……」

「そんなことはゆめ、ございませぬ」

　いささかムキになって、ドムは反はん駁ばくした。

「地球人どもの条約違い反はんはすべてこれ、臣しん下かの不徳のいたすところ。よもや陛下の責任では……」

「その臣下を統すべるのは、朕ちんじゃ」

　やや声を荒あららげて、陛下は言った。「理由はともかく、臣下がなめられ、帝国がなめられ、条約が軽んぜられたとすれば、それはこのアザリンがなめられたも同じこと。違うか？」

「御ぎよ意い」

　ドムは玉ぎよく座ざの前の階段の下に畏かしこまった。「返す言葉もございませぬ」

　かわいいだけではなく、皇帝としての威い厳げんも、立りつ派ぱなものである。

「不ふ敵てきにも条約を無視し、輸ゆ送そう船団を襲おそった不ふ埒らち者ものども。この手で八やつ裂ざきにしてやりたいほどじゃ」

　言葉だけではない。その手に指揮できるだけの艦隊があれば、彼女は本当にやるだろう。提督として一軍を率ひきいらせても、群を抜く皇帝陛下なのである。

「地球人どもは本当に、身に覚えがないと言うのか」

「はい」

「恥はじ知しらずどもめ」

　皇帝陛下の、癖くせのある緋ひ色いろの髪かみが炎ほのおのように揺ゆらいだかに、ドムの目には映うつった。

「それどころか逆に我が戦艦が自分たちの輸送船団を襲おそっなどと、ありもしない言いがかりをつける始末。呆あきれてものも言えませぬ」

「もともとアスキルト条約は、朕ちんを逆ぎやく臣しんワングの手から救ってくれたタイラーの働はたらきに免めんじ、こちらから申し出たもの……」

　ふと、懐なつかしむような表情を浮うかべた皇帝陛下であったが、その顔色はすぐ、怒いかりに打ち消された。

「それを破るということは、朕の顔が直接泥どろ足あしで踏ふみ躙にじられたにも等ひとしいわ。許せぬ、断じて許すわけにはゆかぬ！」

「御ぎよ意い」

「仏ほとけ心ごころを出したのが間違いだった。やはり奴やつらは、この宇宙より根ね絶だやしにせねばならぬ。そうせねばわからぬ連中だ！」

　玉座から、マントを翻ひるがえして皇帝陛下は立ち上がった。その裾すそから覗のぞく白い肌はだが、今では一切の贔ひい屓き目めなしに眩まぶしい。

　ドムは思わず、目を伏ふせた。

　肌も露あらわな衣い裳しようを、幼よう女じよだった頃ころと同じ感覚で身につけられても困る。皇帝らしくなられたのはよいが、自らの女としての部分に、無自覚なのは考えものである。勲くん章しようを授さずかる兵士たちなぞ、目のやり場に困るのを見るにつけ、ドムは彼らの気持ちが、他ひ人とごととは思えない。

　恐おそれ多くも陛下の目映まばゆいばかりの玉たま肌はだを間ま近ぢかに見せつけられ、豊ほう満まんな肢し体たいにほとんどじかに触ふれ、劣れつ情じようを抱いだくなというのは酷こくである。ほとんど暴ぼう力りよく的と言ってもいい。

　そういう意味では、陛下はまさに〝暴君〟だった。

　それを除のぞけばまさに、理想的な専せん制せい君主と言えたであろうが──。

「タイラー提てい督とくもですか？」

　さりげなく、ドムは訊きいてみた。

「あれは、別だ」

　陛下は言った。「再び生いけ捕どって、朕ちんのペットに戻もどしてやる」

「パコパコ復活、というわけですな」

「そうだ」

　皇帝はひさびさに少女の笑顔になって言った。「それが、いちばん幸福だ。あれにとっても、朕にとってもな……」

　もしそのパコパコ、いやタイラーに子供が生まれることを知ったら、彼女はどう思ったであろうか。

「しかし、敵とするには、あやつほど恐ろしい相手はおりませぬ」

　控ひかえ目に、ドムが言った。「タイラーを打ち破らねば、我々の勝利もまた……」

「そちがおるではないか。ル・バラバ・ドム」

「はい」

「タイラーに勝てるとしたら、そち以外には考えられぬ。そちが勝つかタイラーが勝つか……。のう、ここらで雌し雄ゆうを決してみるも、悪くはあるまいぞ」

「御ぎよ意いにございます陛下。臣しんといたしましても、それは望むところ。相手に取って、不足はございませぬ」

　思えば５年ごしの決着に、ドムは燃もえた。

「戦いづらい相手ではあろうが」

「滅めつ相そうもございませぬ」

　心外とでも言いたげに、ドムは言った。「あやつめにはひとかたならぬ恩おん義ぎも、武ぶ人じんとして、なまじな味方にも勝まさる畏い敬けいの念もあれど、仮にもこのル・バラバ・ドム、私し情じようと任務を混同するほどの漢おとことお思いか。もしそうなら、たとえ陛下といえども……」

「わかっておる。それ以上申すな」

　陛下は笑顔で言った。「恩義があるのは朕ちんも同じじゃ。武人としての、評価もな」

「それはもう……」

「ドム」

「はっ！」

「重ねて申すぞ。そちの全力を挙あげて、タイラーを倒たおせ、とな」

「ははっ！」







「勝しよう算さんはおありで？」

　控ひかえの間まに戻もどったドムを、かつての忠実な副官であるバルサロームが迎むかえた。今では彼も、艦隊司令官の要職にある。

「陛下の前ではああ言ったが、正直なところ、五分五分……かな」

「それはまた気弱な」

「俺おれは大たい言げん壮そう語ごは嫌きらいだ。バルサローム」

「謙けん虚きよでいらっしゃる」

「かつてどれほどのラアルゴンの提てい督とくが、自信たっぷりに豪ごう語ごしてタイラーの返かえり討うちに遭あったことか……」

　数えればきりがない。そういう意味では、さすがにドムはタイラーの恐おそろしさを骨ほね身みにしみて知っていたし、彼ら敗はい残ざんの将しようから多くのものを学まなんでもいた。

「しかしな、バルサローム。俺はひさびさに燃えてきた」

「でしょうな。お顔の色が活いき活きとしてこられた」

　なにしろ戦争大好きのラアルゴン人、とりわけ名将の誉ほまれ高いル・バラバ・ドム提督である。自分たちから言い出した和平交こう渉しようとはいえ、やはり平和は肌に合わなかったに違いない。そういう意味では、彼らもまたタイラーと一脈通じるものがあったのであろうか。

「ああ、早くタイラーと、戦場でまみえてみたいものよ」

「しかしいまやあのタイラー提督も、銀河主力艦隊の司令官ですからな。おいそれとは出てまいりますまい」

「なに、出て来ざるを得ないように、追い込んでやるまでのことよ」

　ドムは不敵に笑った。「俺に勝てる者があるとしたら、それはタイラーだけだ」

　その点に関しては、豪ごう語ごしてはばからぬドムである。

　前ぜん哨しよう戦せんを勝ち続ければ、タイラーは必ず出て来る。そしてタイラー以外の提督たちとの戦いなぞ、ドムにとってはオードブルどころか、食前酒のようなものだった。

　もちろん彼らは、当のタイラーが地球で疎うとんじられ、平和になってからは惑星連合宇宙軍のお荷物扱いされていようとは、夢ゆめにも思わなかったのである。







「まるで雪崩なだれのような、勢いです」

　惑星連合宇宙軍、火星司令部の作戦司令室。アキヒコ・ヒラカワ中将が、立体作戦盤を示しつつ、額ひたいの汗あせを拭ふいている。

「連戦連敗。まさしく総そう崩くずれとは、このことですな」

　戦争再開から３日間、たったの３日間で、戦いの趨すう勢せいは早くも見えてきた。もちろん戦局は、圧あつ倒とう的に地球人類側に不利である。

「失った星系が13、壊かい滅めつした前線基地が７か所。ある程度懸け念ねんしていたこととはいえ、よもやこれほどとは……。正直なところ、呆あきれてものも言えませんな」

「そんなことはどうでもいい！」

　イライラしながらススム・フジ最高司令長官代行は叫さけんだ。

「これほどまでにケチョンケチョンにしてやられた原因は、いったいなんだ？」

　ほとんど頭から湯ゆ気げが立っている。「以前にもこういう苦しい時期があったが、これほどではなかったぞ。これではまるで戦争にならんではないか。このままでは儂わしは、惑星連合宇宙軍始まって以来の無能な最高司令長官にされてしまうぞ」

「それは違います」

　ケンイチ・サハラ少将が慌あわてて打ち消した。「惑星連合宇宙軍始まって以来の無能な最高司令長官代行です」

「全部言うな！」

　激げき怒どして、フジ大将は怒ど鳴なった。「なぜこれほど、ただひたすらに弱い？　言いたくはないが、圧倒的じゃないか、この負けっぷりは！」

「一言で言えば、平和な期間が長すぎましたな」

　サハラ少将は言った。「将兵の練れん度ど、及び士気の低下は目を覆おおいたくなるばかりです。それにだいいち、兵士の絶対数が足りません」

「召集しろ！　徴ちよう兵へいだ！」

「いっぺんクビにした兵士をですか？　いまさらどうやって？」

　サハラは責めるように、フジの顔を見た。「命がけで戦ってくれた兵士を、平和になったらハイそれまでヨと足切りして、路ろ頭とうに迷わせたのですよ。それを再び戦争が始まったからといって、どの面つら下げて召集しろというのですか？　彼らはもう、彼らなりの家庭や生活を持ってしまっています。この３年間で、ようやく新しい生活に馴な染じんだ者も大勢います。いまさら惑星連合宇宙軍のためになんぞ頼たのまれたって働きませんよ」

「軍には彼らを、あれ以上食わしていく金がなかったんだ！」

　フジ大将は叫さけんだ。「予算削さく減げんで、しかたがなかった。それは君も、重々承知しているはずじゃないか、サハラ君！」

「ですが年金を支給するのも惜おしいからといって、削けずってしまわれたのはあなたですぞ、フジ閣かつ下か！」

　早くも司令部は、泥どろ沼ぬまの様相を呈ていしてきた。

「兵士もですが、それ以上に艦かん艇ていの不足は深しん刻こくです」

　ヒラカワ中将が言った。「アスキルト条約に伴ともなう軍備縮小のため、我が艦隊は最さい盛せい期きの六分の一以下の戦力しかありません。しかも正規の軍艦は緒ちよ戦せんでほとんど沈しずめられてしまいました。残っているのはほとんど、緊きん急きゆう配はい備びの仮か装そう巡洋艦と特とく設せつ空くう母ぼだけです。これではとてもまともに、敵の主力艦隊とは戦えません」

　仮装巡洋艦も特設空母も、それぞれ民間の商船を徴ちよう発はつして、簡単な武装を施ほどこしただけの代しろ物ものである。名目上は武装商船なので条約で定められた戦力には含ふくまれない。ために主力艦隊を補おぎなう補ほ助じよ戦力として、かねてより大量かつ迅じん速そくに配備されていたものだが、速力も装甲も、とても正規の軍艦には太た刀ち打うちできたものではない。

「だがそれなら、ラアルゴン艦隊も内情は同じはずだ」

「戦争に対する、意気込みが違いましたな」

　サハラ少将が言う。「つかの間まの平和が、いつまでも続くと信じてのんびりと構えていた我が軍と、常に戦争準備を怠おこたらなかったラアルゴンとの、３年間の蓄ちく積せきの差です」

「ううう……」

　フジ大将は頭を抱かかえた。「誰だれか、この悪あく夢むのような戦局を打開してくれる者はおらんのか」

「一人だけ、おります」

　奥おくのほうから声をかけた、若い提督がいる。

「おお、ヤマモト少将！」

　その場にいた全員が、宇宙軍随ずい一いちの切きれ者ものと噂うわさされる参謀副長を振ふり向いた。

「その人なら、ラアルゴンにも勝てましょう。そして、彼なら兵士たちの信望も厚い。彼のためなら、喜んで命を投げ出す将兵も、一万や二万はおります。一度軍ぐん籍せきを離はなれた兵士を再び召集するのに、彼以上の切り札はないはずです」

「まさか……」

　フジ大将のたるんだ頰ほおの肉が、小こ刻きざみに上下した。「それはジャスティ・ウエキ・タイラー大将のことを言っておるのか？」

「他に誰がいます」

「いかん！　いかんぞ。何があっても彼だけはいかん！」

　フジ大将はムキになって反対した。「どんなことがあっても、タイラーにだけはこれ以上手て柄がらを立てさせたくはない」

　はからずも、本音が出た。

　タイラーが、彼を差し置いて元げん帥すいにでもなられた日には……。

「しかし、この現状を打開するには……」

「ヤマモトくん！　参謀副長の分ぶん際ざいで参謀総長たるこの儂の言うことがきけんというのかッ！」

「は……」

　いまひとつ押しの弱いところが、ヤマモトの欠点である。「しかし……」

「いっそのこと、君が……」

　そう言いかけたのはサハラ少将である。

「おおっ！　そうだ。まだ君がいた」

　最後の希望の光を見る表情で、フジ大将はヤマモトを見た。

「君なら、ラアルゴン艦隊とも互ご角かく以上に戦えるはずだ」

「そうだ。君こそが適任だ」

「君が艦隊を率ひきいて行きたまえ」

　それまで黙だまっていた提てい督とくたちも、ここぞとヤマモトの尻しりを叩たたく。今まで考えあぐねていたわけだが、これをみても、彼らがいかに主体性や独どく創そう性せいがないかということがわかる。

「はあ……」

　ヤマモトは頭を搔かいた。話が思わぬ方向に進みかけている。「ですが自分は……」

　タイラーあっての自分ですからと、ヤマモトは言いたかった。

「ヤマモト少将。これは命令だ」

　有う無むを言わせぬ口調で、フジ大将は言った。「ただちに艦隊を編へん成せいする。出撃準備！」

「はい……」

　どんなことがあっても上からの命令に背そむけないのも、ヤマモトというエリート軍人の限界である。

「まあ、タイラー提督には、君が敗やぶれてから出撃してもらっても遅おそくはないだろう」

　気休めのように、ヒラカワ中将が言った。もちろん気休めでしかない。

　以前のヤマモトなら、欣きん喜き雀じやく躍やくして出撃準備に取りかかったことだろう。だが、今は違う。もちろん、並なみの相手なら、ヤマモトも支えてみせる自信はじゅうぶん以上にあった。

　だが、相手が歴戦の勇者、ル・バラバ・ドム提督となると……。

　彼に勝てる者は、おそらくタイラーしかいない。

　最近のヤマモトは、タイラーの影かげに徹てつする覚かく悟ごだっただけに、正直この命令には面めんくらったのである。

　だが、命令には逆らえない。

　そこに彼の悲劇があった。







「ヤマモトが出て来ただと」

　部下からの報告を戦艦ドローメのブリッジで受けながら、ル・バラバ・ドムは露ろ骨こつに顔をしかめた。「タイラーは出て来ないのか？」

「そのようです。地球人どもはあくまでも彼を最後の切り札として温存する肚はらでしょう」

「おのれ、なめおって！」

　ハンマーのような拳げん骨こつで、ドムはコンソールを叩たたいた。これでまた、修理代がかさむ。

「この俺など、ヤマモトあたりでじゅうぶんということか。陛下の御言葉ではないが、ル・バラバ・ドムもなめられたものよな」

　ルビーのような瞳ひとみに燃もえる怒いかりをたぎらせ、ドムは前方の宇宙空間を凝ぎよう視しした。

「そのツケは高いということを、身をもって教えてやるぞ。艦隊前進だ！」

　大小合わせ８００隻の大艦隊が、一いつ斉せいに進撃を開始した。目もく標ひようは、太陽系──！







　無理やり艦隊をあてがわれ、出撃したヤマモト提督は、それでも善戦していると言えた。いや、善戦という言葉では彼の働きを表すにはじゅうぶんではあるまい。〝奮闘〟の名に値するものであった。

　出撃して１週間の戦せん闘とうで、３個の星系と２か所の前戦基地を奪だつ回かい。

　さらに遭そう遇ぐうした敵艦隊と交戦し、二度にわたって勝利をおさめ、百余隻を沈しずめたのである。

　もちろんそれで、兜かぶとの緒おを緩ゆるめるようなヤマモトではない。

　当然出て来るであろう敵の主力──おそらくル・バラバ・ドム提督率ひきいる敵主力艦隊──に対して、油断なく備える。

　だが、油断しないというただそれだけで、じゅうぶんな敵ではなかったのだ。ドム艦隊は──。

「広範囲三次元レーダーに敵てき影えいが現れました」

　副官のタカネザワ准じゆん将しようの報告に、

「うむ」

　ただそれだけ言って、冷れい凍とう睡すい眠みんカプセルで仮眠していたヤマモトはスペースブルーの宇宙軍ジャケットを着ると、旗き艦かん『津つ軽がる』のブリッジに上がったのである。

　彼の指揮下にあるのは７隻せきの戦艦と12隻の巡洋艦、60隻の駆逐艦、それに２隻の正規空母と８隻の特設護衛空母、及び48隻の仮装巡洋艦、あとは補給艦艇だけである。宇宙軍全部から使える艦艇を搔かき集めてみても、遊軍として編成できる艦隊はこれが限度だったのだ。おまけに出撃以後たび重なる戦闘で艦はみなどこかしら傷きずつき、兵士たちは疲つかれていた。ヤマモトとて例外ではない。

「大艦隊です。急速接近中！」

「敵の主力だな」

　ヤマモトはつぶやいて、作戦盤を見た。

「この近くに防衛用拠きよ点てんとなるようなガス状星雲、あるいは中性子星といった類たぐいはないか？」

「それなら、カシオペア星団Ｖ49があります」

　タカネザワ准将が言った。強力なレーダー妨ぼう害がい波はを出し続けるラジオ星である。隠かくれ蓑みのとしては申し分ない。

「よし、そこまでいったん艦隊を後こう退たいさせる。そこで迎げい撃げき防ぼう禦ぎよ陣じん形けいを取れ」

「了解ラジヤー！」

　敵を牽けん制せいしつつ、後退するヤマモト艦隊。有利な地形に敵を誘さそい込こんでおいて、そこで敵に流血を強しいる作戦であった。地味だが、きわめて常識的な戦法であるとも言えるが、また、いささか消極的とも取れる。マコト・ヤマモトという天才的な参謀は、指揮官として艦隊を率いたときには、攻撃よりも防禦において優れた作戦を駆く使しする。独どく創そう性せいはないが、奇きをてらうこともなく、自軍の損そん害がいを最小限にとどめるような戦い方では、他の追つい随ずいを許さない。その点、タイラーとは対照的であった。

　だが、そのきわめて常識的な戦いぶりが、ここでは裏目に出た。

「提督！　後方のＶ49から敵が！」

　オペレーターが叫ぶ。

「なにっ！」

「先回りされました。敵はワープして、あらかじめＶ49で待ち伏ぶせていたようです」

　つまり、前方の敵主力艦隊と後方の遊撃艦隊によって、ヤマモト艦隊はみごとに挟はさみ撃うちにされてしまったのである。

「こちらの動きを完かん璧ぺきに読まれたか……」

　ヤマモトの背筋を、一瞬冷たいものが走った。ヤマモト艦隊は、待ち伏せる後方の敵に対し、無防備な背中を見せつつ、自分から罠わなに飛び込んでしまったのだ。

『負けた──！』

　さすがに艦隊を預あずかる者として、口にこそ出しては言わなかったものの、ヤマモトは覚かく悟ごを決めた。

　ル・バラバ・ドム、恐おそるべし！

　最初の敵の集中砲火で、艦隊の三分の一が蒸発して消えた。







「ふふふ、ヤマモト。貴様の手の内なぞ、最初から読めておるわ」

　ドローメのブリッジで、ドムは高笑いする。ヤマモトがラジオ星Ｖ49を防禦拠点として選ぶであろうことは最初から計算済ずみで、あらかじめそこに遊撃艦隊を配し、しかも各艦の砲ほう火かが、敵に対して最大限の効果を発揮するよう、火か線せんの集中する地点まで考こう慮りよして配置してあったのである。

「常識的な作戦では俺には勝てぬ！　それ、タイラーが出て来る前の前ぜん哨しよう戦せんに、ヤマモト艦隊を血ち祭まつりだ！」

　彼の手のひと振ふりで確実に10隻単位の艦が消えていった。

　いまやヤマモト艦隊は風ふう前ぜんの灯ともし火びかに思えたそのとき──、

「ドム提督！」

　ドローメのオペレーターが叫んだ。

「新たなる敵が！」

「な──！」

　遊撃に配置してあった艦隊が、たて続けに爆ばく発はつしたのである。

「戦艦数十隻を含ふくむ地球の艦隊が、少なくとも３００隻！」

「タイラーか！」

　思わずドムは、そう叫さけんだほどである。

　驚おどろいたのは、ヤマモトも同じだ。

　いきなり後方の敵が爆発したかと見る間に、さらにその後方から、大艦隊が現れたのであるから、驚かないほうがおかしい。しかもその艦隊は、惑星連合宇宙軍の艦隊だったのである。

「援えん軍ぐんだ！」

　タカネザワ准将が叫んだ。「助かった！」

「そんなはずはない！」

　ヤマモトは言げん下かに否定した。「このあたりに行動している友軍の艦隊は我々の他にいない。仮かりにいたとしてもあれほどの艦艇を、今の惑星連合艦隊が援軍にさけるはずがない！」

「しかしあれはどう見ても、我が艦隊です」

　いるはずのないまぼろし艦隊に助けられたとはいえ、しかしこのチャンスを活いかさずにおくヤマモトではない。怪あやしみつつも、口は咄とつ嗟さに命令を下している。

「全艦急速離り脱だつ！　攻こう撃げきしつつだ」

　たちまち危険な宙域を脱出するヤマモト艦隊の残存戦力。平和が続いていたとはいえ、選抜された艦隊だけに、練れん度どは高い。

「それにしてもあの艦隊は──」

「ヤマモト提督！」

　驚きよう愕がくの叫びを、オペレーターが上げた。「あの艦隊が──」

「どうした？」

「消え……ました」

　絶体絶命のピンチを救ってくれた３００隻の大艦隊が、煙けむりのように消えてしまったのである。

「あれは幻まぼろしだったのか……」

　呆ぼう然ぜんとしながら、ヤマモトはつぶやいた。







「あれは幻だったのか……」

　呆然としながら、ル・バラバ・ドムはつぶやいた。

「そんなはずはない……」

　即そく座ざに打ち消す。なによりも動かぬ証しよう拠ことして、味方の遊撃、１５０隻あまりが壊かい滅めつに近い打撃を受けているのだ。

「地球人どもにしてやられた」

　ドムは怒いかりに震ふるえた。「あれほどの大艦隊を隠かくし持っていたとは、アスキルト条約を無視して保有していたとしか思えん！」

　直ちよく情じよう径けい行こうな武人だけに、ドムの怒りは尋じん常じようではない。「どこまで我々をコケにすれば気がすむのか。いずれにせよ、このままではすまさぬ」

　しかし、あの艦隊の司令官は誰か。それもまた気になる。不意打ちとはいえ、銀河最強のドム艦隊を、一いつ敗ぱい地ちにまみれさせたのである。

「タイラーか……まさか。奴やつがあんな卑ひ怯きような戦法を使うとは思えん。しかし、あの手て際ぎわのみごとさは……」

　こんな伏ふく兵へいが、まだ惑星連合艦隊にいたとは意外を通り越して驚きである。

『してやられたな、ドム』

　立体スクリーンに、皇こう帝てい陛へい下かの顔が浮うかぶ。

「面めん目ぼくもございませぬ」

　ドムは頭を下げた。「しかし、この礼は必ず……」

『よい。焦あせるでないぞ、ドム。朕ちんもあの敵は意外であった……』

　寛かん大だいな慈じ悲ひを見せる皇帝ゴザ十六世であったが、しかしその紅こう玉ぎよくの瞳ひとみが静かな怒りの色を湛たたえていることを、ドムは知っている。

『そちの働きで、緒ちよ戦せんは大勝利じゃ。褒ほめてつかわすぞ』

「このような不ぶ様ざまな醜しゆう態たいを晒さらしておきながら、叱しかられるどころかお優しい御言葉、臣しん下か一同言葉もございませぬ」

『次は……勝てよ』

「ははっ！」

　慈悲深く、優しく、しかも激はげしいお方かた……。

　この陛下のためなら何度生まれ変わって命を捧ささげても惜おしくはないと、戦艦ドローメのブリッジで畏かしこまりながら、ル・バラバ・ドムは思った。














第四章　蠢うごめく影かげ









　銀河を離はなれること数百光年、地球からでは高性能の電波望遠鏡をもってしても視し認にんできない位置に、その暗黒星雲はあった。

　その中の、ひとつの星せい域いき──。

　青白い不ぶ気き味みな光を放はなつ星系の、内周に近い地球型惑わく星せいの衛星軌き道どう上に、無数の艦隊が雌し伏ふくしていた。

　その数、およそ１５００。

　大艦隊である。

　もしヤマモトなりル・バラバ・ドムなりが、その艦隊を見れば、思わず驚きよう愕がくの叫さけび声を漏もらしたことであろう。

　なんとその艦隊は、惑星連合艦隊の艦艇と、ラアルゴン帝国の艦艇による、混成艦隊なのである。惑星連合艦隊の『尾お張わり』型弩ど級きゆう戦艦と、ラアルゴンのドローメ型高速戦艦とが、仲よく並ならんで停てい泊はくしている姿は異様であった。

　銀河の歴史のどのページをひもといてみても、こんな艦隊は他に例がない。それどころか、記録の上では存在すらしない。

　どこにも存在するはずのない、幽ゆう霊れい艦隊──。

　だが、まぎれもなくそれは、そこに存在するのであった。

　今、その艦隊の中央あたりに位置を占しめる、『尾張』型戦艦に目を移してみよう。惑星連合艦隊が誇ほこる、堂々たる主力戦艦である。

　艦かん尾び近くに白く書かれた艦名は、きい──。

　艦隊識別コード、ＮＣＣ―１００２『紀き伊い』だとすれば、それはまぎれもない惑星連合艦隊所属の戦艦である。

　だが、この艦は現在、惑星連合宇宙軍の、どの艦隊にも所属してはいない。

　その理由は、ひとまず置くとして……。

　今、その『紀伊』のブリッジでは、謎なぞの一団による不気味な艦上会議が行われていた。

　全員、黒ずくめの服が異様である。

　おまけにその軍服の上から、すっぽりと黒いフードを被かぶっているので、顔さえよくわからない。しかし彼らが軍人であることは、その体格や訓練された者に特有の身のこなし、それに統とう制せいの取れた行動からも明らかであった。

　明らかに、リーダーとおぼしき者の命令の下、ある目的を持って行動している一団である。それもかなり大がかりな──。

「やはり乗り心地は、地球の戦艦のほうが上だな」

　円型の会議用テーブル、その上かみ座ざ近くに腰こしかけた男が言った。声は若いが、トーンは低く、口く調ちようは芝しば居いがかったようで不気味だ。

「ラアルゴンの戦艦は火力は高くて戦せん闘とうには向くが、居住性は最悪だからな。長いこと乗っていると疲つかれていかん。やはり乗るなら地球の戦艦だ」

　彼はついさっきまで、その惑星連合艦隊の戦艦に乗り、艦隊を率ひきいて一戦交まじえて来たのである。

「シュン、控ひかえよ！」

　さらに上座にいる男が、一いつ喝かつした。「やりすぎだぞ。ラアルゴン艦隊と地球艦隊の両方がいるところへノコノコ艦隊をひきつれて現れたりして……。もし我々の正体が両軍にバレるようなことがあったらどうするのだ？」

「別にバレたってかまいやしないよ。兄あに者じや──」

　シュンと呼ばれた男が笑いながら言った。フードの下から覗のぞくくすんだ赤せつ褐かつ色しよくの髪かみと、虎とらを思わせる錆さび色いろの瞳ひとみ。だぶだぶの衣い裳しようの上からでもその筋肉質の隆々たる体格がわかる。

「いまや俺たちの艦隊は、宇宙最強だ。地球でもラアルゴンとでも、正面からぶつかったって負けやしねえ。いや、俺としてはむしろそのほうが……」

「口がすぎるぞ」

　兄者と呼ばれたほうが、弟よりもさらに低い声で制した。だが、彼も若い。シュンに比べると瘦やせ型がただが、そのぶん背は高く、鍛きたえられた印象は細ほそ身みのサーベルを思わせる。切れ味はさぞや鋭するどいことであろう。

「今はまだ、表立った行動をすべき時期ではない。そのうちいやでも、そうなる時が来る。今はゆっくりと、地球とラアルゴンが争う様さまを高たか処みの見物しておればよいのだ」

「待ち遠しいぜ」

　シュンが言った。血気に溢あふれる青年将校といったところだ。いや、もしかしたら、まだ少年とさえ呼んでいい年なのかも知れない。

「なあラオ兄あに貴き、そんなまどろっこしいことをしなくても、一気に殲せん滅めつといこうや。今の俺たちならやれるぜ」

「いい加か減げんにしろ！」

　ついに彼の兄、細身のラオは業ごうを煮にやした。「シュン、いかに装そう備びが強力でも、我々には実戦経験がまだまだ乏とぼしいということを忘れるな。ラアルゴンのル・バラバ・ドムや、地球のジャスティ・ウエキ・タイラーのような歴戦の提督が相手では、どうなるかわからんのだぞ。今は両者を嚙かみ合わせて、共とも倒だおれを狙ねらう両りよう虎この計けいが得とく策さくなのだ」

「その台詞せりふも、いい加減聞き飽あきたぜ」

　不服そうに、シュンが言う。「だいいちそのタイラーとやらが、腰こしが重くていまだに出て来やがらねえ。おかげで地球はピンチだ。だから俺は、ル・バラバ・ドムの艦隊を適当に叩たたいて、両方のバランスをうまく調整してやったのよ。ラアルゴンが勝つのはいいが、勝ちすぎても困るだろう」

「口だけは達たつ者しやな奴やつだ」

　ラオは苦笑した。

「言っておくがシュン。俺が兄だということを忘れるな」

「ふん、１歳しか違わない兄のくせしやがって……」

　青い口調で、シュンは言った。

「もうよせ、二人とも」

　さらに上座からの声が、兄弟を制した。

「これでタイラーは必ず出て来る。彼とドムとの、一いつ騎き討うちのときこそ、我らアシュランの血を引きし者が動くとき……」

「兄者……」

「ルウ兄貴……」

　その声はむしろ穏おだやかだったがラオとシュンは、ほとんど雷かみなりに打たれたかのように畏かしこまった。

　ルウと呼ばれた三兄弟の長ちよう子しは、弟たちよりもはるかに華きや奢しやだった。フードの下から覗のぞく表情は、一見絶ぜつ世せいの美少女かと思えるほどに白く透すきとおっており、鼻び梁りようは細く、顎あごは小さい。まさに白はく皙せきの貴き公こう子しを地で行く美男子である。

　わずかに見える髪かみの色は、弟たちと同じく、くすんだ暗あん紅こう色しよくだ。声は高く、細いが張りがある。

　若い──。

　明らかに、まだ二は十た歳ちを出てはいない（地球人の年ねん齢れいで、という計算だが──）。

　ということは、彼の二人の弟も、ごつくは見えるがまだ相当に若いということになる。

　だが、さらに驚おどろかされるのは、長兄であるルウの、テーブルの下に隠かくされた下半身であろう。

　彼が微かすかに身を動かすたびに、異様な音がする。

　コンピューター制せい御ぎよで、燃ねん料りよう電池による動力を組み込んだ、特別あつらえの車椅い子すなのである。

　彼が、弟たちよりも華奢な理由の一いつ端たんは、ここにあった。

　しかし、次兄のラオに対しては反はん抗こう的な態度を見せる末弟シュンでさえ、彼には素直に服従している。単純な力関係を超こえた威い厳げんの差というものが、そこには歴然として存在しているようであった。

　三兄弟、姓せいをティンという。

　長子、アシュラン大公ティン・ルウ。

　次兄、ラットバルド選せん帝てい侯こうティン・ラオ。

　そして末弟、イザリア辺へん境きよう伯はくティン・シュン。

　彼らの紹しよう介かいは、現時点ではここまでにとどめておこう。

　ただ、彼らの狙ねらいが惑わく星せい連合とラアルゴン帝国、両方の打だ倒とうであるということは、はっきりしている。

　それにしても、なんと大きな野望であることか──。

　あるいは若さゆえの、無む謀ぼうのなせる業わざなのか──。

　しかし彼らが、自分たちの若さと団結の力を信じており、兄弟三人、一致協力して事に当たれば不可能はないと信じていることもまた、まぎれもない事実なのであった。

　作者である自身も含め、我々はしばし、この兄弟に注目して見守るだけの価値はありそうだ。

　たとえ彼らが、われらがタイラーにとっては、恐おそるべき敵であるとしても、いや、敵であればなおのことであろう。

　そして、彼らの正体だが──、

　現時点ではアシュラン、それしか言いようがない。

　いずれ彼らのプロフィールに関しては、こと細かく述のべる機会はあろう。

　謎なぞを残しつつ、今は舞ぶ台たいを、数百光年離はなれた地球へと戻もどす。

　そう、タイラーのいる地球である。







「どうです、なかなかのもんでしょう」

　ヨコスカ宇宙軍工こう厰しようの乾かんドック。白はく衣いの小こ肥ぶとりの男が、竣しゆん工こうしたばかりの新型戦艦を指差して、お世せ辞じにもさわやかとは言えない会かい心しんの笑顔を見せる。

「ＮＣＣ―４９５６、『周防すおう』。戦艦なみの火力と防ぼう禦ぎよ力に、空母の搭とう載さい能力を持たせた航空戦艦です。１隻せきぶんの御予算で２隻ぶんの働き。『信濃しなの』や『六ろつ甲こう』さえ上うわ回まわる、僕の会心の作ですよ」

　惑星連合宇宙軍技ぎ術じゆつ大たい佐さ、トオル・ジョーニアス・ヒラガーは自信たっぷりの口調で言った。「どうですタイラー提督、これこそあなたの新しい乗艦にはふさわしいでしょう」

「会心の作はいいけどよ」

　そばで聞いていたアンドレセン准じゆん将しようが、ボソッと、しかしヒラガー大佐に聞こえるように言った。「またへんな、出来そこないの人工知能や、妙みような隠かくしコマンドを組み込んだりはしてねえだろうな」

　あの『信濃』暴走事件以来、どうもアンドレセンはヒラガー大佐の作る軍艦にはイマイチ信しん頼らいを置いていない。「よろしく頼むぜ。なにしろこの艦の艦長になるのは、俺だからよ。まだ死にたくはねえぜ」

「心配はない」

　連合宇宙軍が誇ほこる造船界の鬼き才さいは胸を張って言った。「『周防』はマニュアルオペレーティング・システムによる艦ふねだ。ベテランの乗組員でなければ動かせないが、人工知能も搭載していないから『信濃』のような暴走事じ故こはない。それに『周防』の隠しコマンドは、この僕以外誰も知らない」

「それがいちばん、心配だっつーの！」

　アンドレセンが激げき怒どした。

「それにしても、アスキルト条約下で、よくもこんな戦艦を、１隻とはいえ建造できたものだな」

「なに、蛇じやの道はヘビ、その気になれば抜け道はいっぱいあります」

　ヒラガーは胸を叩たたいて、

「老ろう朽きゆう化かして廃はい艦かんになる『阿あ蘇そ』の代艦として、建造を認めさせたのですよ」

「なるほど、その手があったか」

　ヤマモトはうなずいた。アスキルト条約の特例として、保有隻数の範はん囲い内で代艦の建造と近代化改かい装そうは認められている。

「『周防』の全長は、条約で認められたギリギリの大きさである９９９メートル。その他、条約に違反する項目は一切ありません」

「たいへんだったろう」

　タイラーが言った。

「いえ、かえって励はげみになりましたよ」

　ヒラガーは眼鏡めがねの奥でニッと笑った。歯が黄色い。

「条約による少々の制約は、かえって洗練された名艦を生むのです」

　ヒラガー技術大佐、一世一代の名言であった。

「ところで提てい督とく」

　ヤマモトが、低い声で言った。「あの、艦隊のことですが……」

「心当たりはついたか？」

「はい。キム少佐、例のものを」

「ここに」

　美び貌ぼうのキョンファ・キム少佐が、『極ごく秘ひ』と書かれたファイルの束たばを持って現れた。

「ヤマモト少将の御ご推すい察さつ通りでした。３年前、アスキルト条約締てい結けつに伴ともなう余よ剰じようの艦かん艇ていを処しよ分ぶんしたとき、一部がどこかへ行方不明になっています」

「やはりな……」

　ヤマモトは唸うなった。

　３年前、条約締てい結けつ直後、銀河辺へん境きようのレグルス宙ちゆう域いきにおいて、地球、ラアルゴン両軍の戦艦、空母、巡洋艦（条約で認められた保有隻数をオーバーしたぶん）を、両軍の監かん視し下のもとに、廃はい棄き処しよ分ぶんしたのである。その破は壊かい作業には、多た重じゆう粒りゆう子し爆ばく弾だんが使われたのだが……。

「その数、およそ１５００隻と推すい測そくされます」

　キム少佐が言った。26歳になるがいまだに独身、惑星連合宇宙軍一の才さい[image: 媛]えんとしての地位は揺ゆらがない。多少、化け粧しようが厚くなったが、その美び貌ぼうにはますます鋭するどさが加わった。

　そして、艦隊通信士、あるいはオペレーターとしての才能のほうも……。この極ごく秘ひファイルも、おそらく軍のコンピューターに介かい入にゆうした結果であろう。ハッカーとしての腕うでも、超ちよう一流なのである。

「内うち訳わけは戦艦２００、空母１５０、巡洋艦４００……これは我が軍のものだけです。残りの半数は、ラアルゴンの艦かん艇ていです」

「いずれにせよ、大艦隊には違ちがいない」

　ヤマモトが言った。もちろん、賢けん明めいなる読者諸氏の御ご明めい察さつ通り、その中にはあの惑星連合宇宙軍戦艦『紀き伊い』も含ふくまれることは言うまでもない。

「それが本当なら、現時点では宇宙最強ですな」

　アンドレセンが口をはさんだ。「しかしこれで、だいたいの謎なぞが解とけた」

　もちろん、非公式である。これをはっきりと証明しない限りは、地球とラアルゴンの停てい戦せんはありえない。

「廃棄処分されたはずの幽ゆう霊れい艦隊が両軍合わせて１５００隻か……」

　ヒラガーが唸った。「いくら『周防すおう』でも、それだけの数が相手だと、ちょっと荷が重いな」

「しかし、タイラー提督、それだけの艦を、いったい誰が奪うばったのでしょう」

　ヤマモトが訊きいた。

「君にわかるか？　ヤマモト少将」

「いえ……」

「なら、僕にわかるはずがない」

　飄ひよう々ひようとして、タイラーは言った。

「いずれにせよ、戦ってみればわかる」

　なんと大おお雑ざつ把ぱで、しかし的まとを射いた意見なのだろう。ヤマモトはこれでますます、タイラーに心しん酔すいしていった。

「それから提てい督とく」

　キム少佐が別のファイルを差し出しながら言う。「別件で依頼のありました、イサム・フジに関する個人的データ、ここにまとめてあります」

「やっ、御苦労」

　タイラーはファイルを受け取って、パラパラとめくった。

「それにしても彼が、あのフジ参さん謀ぼう総そう長ちようの息むす子こだったとは、驚おどろきましたね」

　ヤマモトが言った。「幼よう年ねん学校を中ちゆう途とで退たい学がくして、一兵へい卒そつとして、タイラー閣かつ下かの部隊に配属を希望しているのでしょう？」

「らしい」

「宇宙暦６９９６年生まれの17歳か……。あと一年で卒業だってのに、何を考えているのやら……」

　呆あきれた口調で、アンドレセンが言った。「ま、あれでなかなか見み所どころはあるがね」

「少なくとも父親よりかは、何倍も優秀ですよ」

　ヤマモトもなかなかに辛しん辣らつである。「しかし、本名を知ったときはさすがに私も驚きました」

「もっと驚くことがあります」

　キム少佐が言った。

「イサム・フジの母親は、空くう欄らんになっているでしょう」

　ファイルを指差しながら言う。

「死んだのか？」

「いえ、彼はフジ大将が、愛人に生ませた子なんですよ。フジ大将には、歴れつきとした妻がいます。ですが本妻との間に子供はなく、家庭内でイサム少年と継まま母ははとの折り合いは、かなり悪かったようです」

「だろうね」

　うなずくタイラー。

「おそらく全ぜん寮りよう制せいの幼年学校に入学したのも、そのためでしょう」

「父親は、彼を軍人にさせるつもりじゃなかったのか？」

　不思議そうに、アンドレセンが言った。

「いえ、本人の希望ですよ」

　キム少佐が言った。「フジ大将は、できれば息子を軍人などにせず、安全な民間の一流企業に入社させたかったようですね」

「あの人らしい」

　ヤマモトが、クスクスと笑った。「同じ軍人でも、ミフネ提督とは、えらい違いだな」

「希望入学に希望退学か。なかなか骨のある奴やつだぜ」

　これはアンドレセン。

「で、イサム・フジの本当の母親ってのは、どんな女性なんだ？」

　興きよう味み本位でタイラーが突つっ込こんだ。「ゲイシャ・ガールか？」

「それが……調べてみて驚きましたよ」

「誰なんだ？」

「アスカ・コリア准じゆん将しようです」

「え～っ！」

　タイラーとヤマモトは、同時に叫んだ。

「まさか……」

　アスカ・コリア准将は惑星連合宇宙軍の内部では、泣く子も黙る査問委員会の実力者として知られていた。あの『信濃しなの』事件のとき、タイラーに二等兵降格の票決を申し渡したのも彼女なのである。女ながら軍法会議を取りしきっているバリバリのキャリア・ウーマン。美人だが、およそ宇宙軍で彼女を恐おそれたり煙けむたがったり憎にくんだりこそすれ、彼女に愛を囁ささやく男がいようとはとても思えない。氷のように冷たい女、血も涙なみだもない冷血の女悪魔おんなあくま。それらが、軍内部における彼女に対する、おおかたの評価であった。

　それが、あのフジ大将の愛人だったどころか、彼との間に隠かくし子ごまでいたとは……。

　それも、17歳になろうかという……。

「逆算すると、いくつだ？」

　ヤマモトが指を折って数えるのを、

「アスカ・コリア中尉は23歳で、イサム・フジの母親になっています。当時フジ大将は宇宙軍司令部の若わか手て参謀で、まだ少佐でした」

　キム少佐は冷めた表情でファイルを見ながら言った。

「あの人も、あれでなかなか隅すみに置けないな」

　タイラーがニヤけているのを、

「そんな呑のん気きなことを」

　ヤマモトがたしなめる。「一度はあなたを拘こう置ち所しよ送りにした女ですよ。それがフジ大将と、裏でつるんでいたのです」

「そうか、それでフジ大将は、査問委員会にまで手が回せたのか」

　アンドレセンが感心したようにつぶやく。

「その息子が、タイラー提督の部下になりたいと志願しているとなると……」

「こりゃ、ひょっとするとスパイかな？」

　苦にが笑わらいするタイラー。

「そうに決まってますよ」

　ヤマモトが言った。「いかにもあのフジ大将がやりそうなことだ」

「でも、あいつはいい奴やつですよ」

　アンドレセンが弁護した。「提督、どうします？」

「決めた！」

　タイラーは叫んだ。「彼は僕の、従じゆう卒そつにする」

「まさか！」

　ヤマモトはもちろん反対した。「獅し子し身しん中ちゆうに虫を飼うんですか？」

「わけのわからない奴だからこそ、常に目の届とどく所に置いておくのさ」

「さすがは閣かつ下かです！」

　アンドレセンがタイラーの肩かたを、ポンと叩たたいた。「度ど量りようが大きい！　それでこそ、自分の見込んだお方です」

「そうでもない」

　タイラーは笑って、

「あいつがあの特製ワインを調ちよう達たつしてくれるなら、いつでも飲のめる。そう思っただけなのさ」

「あ……」

　ヤマモトとアンドレセンは、ドドッとコケた。

　ついにジャスティ・ウエキ・タイラー大将に、出しゆつ撃げき命令が下った。

「一いち抹まつの不安はあるが……」

　病床のアドリアン・アンダーソン元げん帥すいはタイラーの手を握にぎり、激げき励れいした。

「頼たのむぞ、タイラー」

「御期待ください！」

　３Ｄ映画の、予告篇のような台詞せりふを吐はくタイラーである。「自分が出撃した以上は、ラアルゴンも地球には、指一本触ふれさせません」

「だといいが……」

　傍そばではフジ参謀総長以下の取り巻き連が、苦にがりきった表情で見守っている。

　だが悔くやしいかな、フジ大将の手の内には、もはやラアルゴン艦隊とまともに戦えるだけの、持ち駒ごまがない。平和なときこそ、宇宙軍内部に絶大な権けん勢せいを誇ほこるフジ大将も、いざ戦争となれば不ふ承しよう不ぶ承しよう、タイラーの実戦能力に頼たよらざるを得ない。

「では行ってまいります」

　敬礼するタイラーに、

「武運を祈るぞ、タイラー！」

　ベッドに半身を起こしたアンダーソン長官は、それでもさすがに眼光鋭するどく叫さけんだのであった。

「待ちたまえ！　タイラー提てい督とく」

　病院の廊下で、宇宙港へ向かおうとするタイラーを呼び止めたのは、フジ参謀総長である。

「なにか？　参謀総長」

「儂わしの息むす子こが、貴官の艦隊に配属されたそうだな」

「あれっ？　御存知なかったので？」

　タイラーは首をかしげた。「自分はまたてっきり、参謀総長の差し金かと」

「知らん。あれが勝手に決めたことだ」

「また」

「冗じよう談だんではない。幼年学校入学も、中退も、そして配属志願も、あれはいつも父親である儂わしに内ない緒しよで、勝手に決めてしまうのだ。いつもそうだ」

「それはあなたが、頼りないからですよ」

「う……」

　言いにくいことをズケズケ言うタイラーである。

　しかしどうやら、キム少佐のもたらした情報は本当だったらしい。

「あんな奴やつでも、儂の息子だ。あれに死なれたら、フジ家の跡あと取とりがいなくなってしまう」

　珍めずらしくも父親の顔で、フジ大将は言うのである。

「まったく、儂のコネで、いくらでも一流企業に入社できるというのに……。儂が理事長をしておるハイスクールの推すい薦せん入学を蹴けって幼年学校に、しかもそれすら中途退学して危険な前線勤務を志願するとは、まったく何を考えておるのだ」

　フジ大将はそろそろ薄うすくなり始めた頭を搔かきむしって、

「タイラー提督、君も君だ。あれが志願して来たのを、どうして却きやつ下かしてくれない」

「本人が希望するのを、断ことわる理由はありませんよ。そうでなくても宇宙軍は人材不足なんですから……。ハッキリ言って猫ねこの手も借りたい」

「あいつの本心でなどあるものか！」

　フジは叫んだ。「イサムは子供の頃ころからおとなしい、喧けん嘩かの嫌きらいな子だったんだ。それが軍人に志願するなど、儂へのあてつけに決まっておる！」

「もしかして……」

　タイラーは言った。「閣かつ下かは家でも、イサム君に軍人になっても危険な前線にだけは出るな、そう言い続けておられたのではありませんか？」

「あたりまえだ！　我が子の戦死を願う父親がどこにいる」

　フジ大将は叫んだ。「儂はあのミフネ提督とは違う」

「そうですか。それでわかりました。だいたいは……」

「貴き様さまに何がわかる」

　フジはタイラーを睨にらみつけた。「他人の貴様に、それもたったの一度か二度、会っただけで息子の何がわかる？」

「たぶんそういうあなたが、イサム君はたまらなく嫌いやだったのでしょうね」

「なに……」

「息子はいつかは父親の手を離はなれていってしまうものです。そんなときに、息子のいい手本になってやれるのが、父親というものですよ」

「聞いた風なことをぬかすな！　父親になったこともない青二才が」

　ほとんど罵ば声せいに近い言葉を浴びせるフジ大将である。

「もうじきなりますよ。それに……」

「それに、なんだ」

「僕の親父おやじは、いい手本だった」

　フジは、思い出したように、

「確か……」

「アベレッジ・ウエキ・タイラー……。僕がハイスクール時代に長年勤めていた会社を辞やめ、宇宙ヨットで太陽系プロキシマ横断の冒ぼう険けん航海に出たまま還かえらなかった……。うだつの上がらないサラリーマンでしたが、最後に見せてくれた男としての意い気き込ごみだけは、自分も生しよう涯がい手本にしようと思っています」

「そんな馬鹿な父親を、儂と一いつ緒しよにするな！」

　フジはタイラーの話を、鼻でせせら笑った。

「どだい、軍人の本当の苦労も知らぬ貴様に儂を説せつ教きようする資格は……」

　ない、と言おうとして、フジは絶句した。

　いつもヘラヘラしているタイラーが珍しく、怒いかりに燃もえた目で彼を睨にらみつけていたからだ。

「なんだその目は……」

　フジは気けおされて、ぺっと舌打ちし、

「まあいい。とにかく息子の身にもしものことがあったら、儂は貴様を許さんからな」

　と、捨て台詞ぜりふを残して行ってしまった。

「提督、ここでしたか」

　ヤマモトが小こ走ばしりにやって来て、彼をせかしたのはそのときである。

「急いでください。部下一同、出撃準備を整えて閣下をお待ちしているのですから」

「そうか……」

　タイラーは宇宙軍制服の襟えりを正し、帽ぼう子しを被かぶり直して、

「わかった。すぐ行く」

「何か、あったのですか？」

「なんでもない」

「ですが閣下が制服の第一ボタンをキチンとはめられるなど……」

　ヤマモトは、初めて見たのである。

「たまにはそういう気分のときもある」

「雪でも降らなきゃいいですけどね……」

　軽かる口ぐちで返したものの、ヤマモトは敏びん感かんに、いつものタイラーではないことを感じていた。

「提督！」

　そこへ駆かけて来たのは、あのイサム・フジ少年、いや、いまやタイラーの従卒勤務となったイサム・フジ二等兵である。

「急いでください。表おもてにエアカーを待たせてあるんです」

　やけに気のきく、少年なのである。従卒にはもってこいだった。

「さあ、早く」

「フジ二等兵」

　タイラーが言った。

「なんですか？」

「君の目もく標ひようとする人物は誰だ？」

「それはもちろん」

　イサムはさらりと、表情ひとつ変えずに言ってのけた。

「惑星連合宇宙軍大将、ジャスティ・ウエキ・タイラー閣下であります」

「そうか」

　タイラーは笑顔を見せた。「なかなか、よろしい」

「これからずっと閣下の傍そばにいて、いろいろと吸収させていただくつもりであります。なにとぞよろしく」

「わかった。黙だまって俺について来い！」

　この二人なら、あるいは理想的な師しと弟で子しといった関係になれるのではないか。置かれた立場は複ふく雑ざつながら、かえってうまくやっていけそうだ。ヤマモトは傍で見ながら、ふとそんな気持ちになった。

　時に宇宙暦れき７００３。

　時代はまた、動き始めた。














第五章　イヌ、イヌ、イヌ！









「ついに、タイラーが動き始めたな」

　暗黒星雲に浮かぶ、戦艦『紀伊』のブリッジ、ティン三兄弟の次兄、ラットバルド選せん帝てい侯こうティン・ラオは薄うす気き味み悪わるくほくそ笑えむ。三兄弟の中で彼がいちばん、狡こう猾かつで冷たい印象を与あたえるが、事実その通りの切れ者なのであった。自ら、

「ルウ兄上はアシュランの美しい顔、シュンはよく動く手足、そしてこの俺は明めい晰せきな頭脳」

　などと公言してはばからない。このあたりに、三兄弟の中におけるラオの位置づけだとか、それ以上に性格といったものがよく反映されている。言わば、参謀格といったところだろうか。

　それに対して末弟のシュンは、粗そ野やなところもあるが快活で歯切れのよい若者で、

「なに、その通りさ。なんといってもいちばん働くのは手足だからな」

　と切り返して、豪ごう快かいに笑ってみせる。

　が、そんな弟たちも長兄のルウには一目置くのであった。

「ラオ、タイラー艦隊の数は？」

　そのティン・ルウが、弟に訊きく。

「６５０隻といったところか。主力艦の半分は仮か装そう巡洋艦と特設空母だ。これでも、よく搔かき集めたものよ」

「ドム艦隊との、予想される接せつ触しよく時間と、地点は？」

「銀河中央の、通つう称しよう〝ミッドウェー〟宙ちゆう域いきだ。文字通り銀河のド真ん中だな……。接触は銀河標準時間で、およそ１２０時間後といったところか」

「ま、どちらが勝つか見ものだな」

　シュンが笑った。「俺はドムのほうに賭かける」

「不ふ謹きん慎しんだぞ。シュン」

　ラオがチクリと刺さした。「兄上、いよいよだな。決断を……」

「うむ」

　車椅い子すの貴き公こう子しは、赤せつ褐かつ色しよくの髪かみを搔かき上げ、

「アシュラン大たい公こう国こく、再さい興こうの時は来た」

　と、凜りん然ぜんたる冴さえわたった声で言った。

　それを聞いて二人の弟も、配下の提督や参謀たちも、思わず背筋を伸ばした。

　身が締まる想おもいであろう。

「１５００隻を、三隊に分ける」

　ルウは言った。

「シュン、５００隻を率ひきいて地球本星を叩たたけ！　迅はやさが勝負だぞ」

「その言葉、待っていたぜ」

　血気にはやるシュンは、思わず武む者しやぶるいした。「まかせておいてくれ。この日のために、腕うでを磨みがいて来たんだ」

「信じている」

　弟を信しん頼らいしきった目で、アシュラン大公ルウは言った。

「タイラーのいない地球など、お前には相手不足かも知れんな」

「なんの。戦えるだけでも嬉うれしい」

「ラオ、お前にも５００隻を与あたえる。タイラー艦隊とドム艦隊の決戦の趨すう勢せいを見み極きわめ、両艦隊の、後方との連れん絡らくを絶たつのだ」

「承知」

　ラオは言って、さしたる感かん慨がいもなさそうにうなずいた。「して、兄あに上うえは？」

「私は、残る５００隻を率いて、長ちよう駆くラアルゴン本星を討うつ」

　ルウは言った。「憎につくきラアルゴンを、この手で叩く」

「ちぇっ！　うまいこと言って」

　シュンが笑いながら舌打ちした。

「結局いちばんおいしいところは、ルウ兄貴か」

「シュン、口を慎つつしめ。順当なところだ。しかも公正に見て適材適所だぞ」

　ラオがたしなめる。

「そういう意味で言ったんじゃない」

　シュンは巨体に似合わぬあどけない笑顔で苦にが笑わらいして、

「しかしやはり兄あに者じやは、アザリンに未練があるらしい」

「否定はせぬ」

　ルウも笑って、

「ラオ、お前に異存はないか？」

「もとより。ラアルゴン本星に直接恨うらみを晴らすのは、長ちよう子したる者の特権だ。アシュランの名を継つぐ兄者がラアルゴンに弓を引くのなら、誰も文句は言わぬ。ただ……」

「ただ、なんだ？」

「あの女に情を示すのは、感心せんな」

「あの女とは……」

「もちろん皇こう帝ていのことだ」

「アザリンか」

「他に誰がいる」

「しかし、彼女に直接罪つみはない。それどころか……」

「しかし、皇こう家けの直系であることに変わりはない」

「だが……」

「甘あまいぞ、兄者！」

　二の足を踏ふむルウを、ラオは責めた。「もっとも、その甘いのが、兄者のいいところだがな……」

「俺もルウ兄貴に賛成だ」

　シュンが言った。「俺たちとアザリンとは……」

「やれやれ」

　ラオはくくくと、含ふくみ笑いして、

「そう言うと思った。結局俺が、悪あく役やくだ。いつもながら損そんな役回りだな」

　自じ嘲ちようを含めて、瘦そう躯くの貴公子は言った。

「だが、もはやあの頃には帰れぬ。時を戻もどす術すべはない」

　十代の若さにしては、妙に達観したことを言う奴やつである。

「兄あに者じや、シュンは納なつ得とくしても、長年大公家に仕えてきた家臣たちは納得すまい。皇家の血を引く者が、生きて、我らと同じ空気を呼吸していることをな……」

「む──」

　わかっているとでも言いたげに、ルウは弟の顔を見る。その表情にはしかし、まだ幾いく許ばくかのためらいがあった。

「いずれにせよ兄者。アザリンに対する態度で、大公国を治おさめる者としての、兄者の器うつわが問われるのだ。それはわかってもらいたい。辛つらいのは俺も同じだ」

「わかった。もう言うな」

　若きアシュラン大公ティン・ルウは、手を振ふって弟を下がらせた。「私とて、大公家の長子だ。国事を決する決断に、私情をはさむようなことはせぬ」

「それでこそ、アシュラン大公」

「出撃！」

　円えん卓たくを囲んだ十数名の家か臣しんたちが、一斉に彼に向かって敬礼した。







　新造戦艦『周防すおう』を旗艦とする６５０隻のタイラー艦隊は、いまや惑星連合にとって、最後の希望の光であった。これが敗やぶれたら、あとは地球にはラアルゴンの脅きよう威いに対する防衛線はない。まさに地球人類の運命は、タイラーの双そう肩けんにかかっていた。

　艦隊は微び速そく前進で、小惑星を抜けた。

　木星の軌き道どう上で、さらに各惑星を発進した艦かん艇ていが合流してくる。だがそれを合わせても、せいぜい７００隻といったところだ。

　土星の周回軌道上で、異様なふたつの人工物体が見えてきた。

　直径２００キロの、いびつな人工天体だ。

　これぞ惑わく星せい連合宇宙軍の、太陽系防衛のための最後の切り札、自動攻撃惑星、別名〝丸まる〟兵器である。

　その原理を一言で言えば、二個でワンペアになった人工惑星の、巨大な力りき場ばを利用した指し向こう性せいエネルギー兵器だ。その破は壊かい力りよくはかつて超ちよう弩ど級きゆう戦艦『信濃しなの』に極ごく秘ひで搭とう載さいされていた〝無む限げん粒りゆう子し砲ほう〟の、優に30倍の威い力りよくがある。

　さらに自動攻撃惑星は、無数の戦せん闘とう機きと攻撃機、それに大小の自衛用火か器きを、くまなく備そなえていた。削さく減げんされた艦隊を補おぎなう防ぼう衛えい網もうとして、有ゆう事じの際さいにはこれで地球めがけて押し寄せて来るラアルゴン艦隊を迎むかえ撃うとうというのである。

　もちろん、その効果に疑問を抱いだく者も多かったが、とりあえず太陽系内には現在４組、都合８個の自動攻撃惑星が配備されていた。

　冥めい王おう星せい軌道上にあるいちばん遠いものが『ソドム』と『ゴモラ』、海王星軌道上に『スコル』と『ハーティ』、天てん王のう星せい軌道上に『ヘルター』と『スケルター』、そして今、タイラー艦隊がその横を通過しつつある土星軌道上、もっとも内周にある最後の防衛線に配置されている２個を『満まん珠じゆ』と『干かん珠じゆ』といった。

　これら自動攻撃惑星は、もちろんアスキルト条約の第五項、『惑星破壊規模でのエネルギー兵器、誘ゆう導どう兵器の開発・保有の全面禁止』に真まっ向こうから違い反はんするものであった。けれども条約が締てい結けつされた時点で、すでに膨ぼう大だいな研究・開発費を自動攻撃惑星システムに投入していた惑星連合宇宙軍は、攻撃惑星に自力で航行する能力、及およびワープ能力がないことを盾たてに取り、専せん守しゆ防衛用の兵器だからと、ラアルゴン帝国に対し強ごう引いんに保有を認めさせてしまったのである。その代だい償しようとして、実に10京きようクレジットという莫ばく大だいな違約金を払はらうことを余よ儀ぎなくされたとはいえ（それでもシステム自体の開発・建造費に比べれば15パーセントに満たない）少なくとも向こう数年間は、本ほん拠きよ地ち防衛の面では優位に立つことができた。

「まったく」

　スクリーン一いつ杯ぱいに広がる巨大な『満珠』と『干珠』を見ながら、艦隊旗艦『周防』艦長カール・ビョルン・アンドレセン准将はつぶやいた。

「懲こりもしない軍のお偉えら方がたどもめ、とうとうあの役立たずを実戦配備しやがった」

「それでもないよりはましだろう」

　艦隊主席参謀のヤマモトが言う。「少なくともラアルゴンには、現時点であれの重大な欠けつ陥かんはわからないわけだし……」

「少し切れる相手なら、じきに気がつきますよ」

　アンドレセンは言った。「タイラー提督が気づいたように……。さしあたり、あのル・バラバ・ドム提督などは真っ先にね」

「そんな欠陥が、自動攻撃惑星システムにはあるのですか？」

　タイラー司令の従じゆう卒そつ、イサム・フジが言った。

「２年前、惑星ホロシリの内乱を鎮ちん圧あつしたとき、あれの試作タイプを相手にしたことがある」

　タイラーが言った。「ここにいるヤマモトや、アンドレセンと一いつ緒しよにね」

「で、どうなりました？」

「もちろん勝ったさ」

　アンドレセンが笑いながら言う。「でなきゃここにこうしているか？」

「もっともであります。艦長」

「それどころか、タイラー司令はあれの重大な構造的欠陥まで、暴ばく露ろしてみせたのだ」

　ヤマモトが言った。

「と、いいますと？」

「企業秘ひ密みつだよ、フジ二等兵」

　提督席で足をコンソールの上に投げ出したままの姿勢で、タイラーは言った。「ま、そのことについては、この作戦が終結したら、ゆっくりと話してあげよう」

「ということは……」

　イサムは目を輝かせた。「提督はこの戦いに、勝つ自信がおありなのですね」

「あたりまえだ。だからついて来たんだろう」

「それでこそ、閣かつ下かです」

　はきはきとした声で、イサムは言った。

「あいつがいてくれると、なんかこう、ブリッジの中が若返りますね」

　アンドレセンが、そっとヤマモトに耳打ちした。

「まったくだ」

　ヤマモトもうなずく、「ブリッジの彩いろどりは、女ウ性エ士ー官ブに限ると思っていたが、元気のいい少年も、悪くはない」

「何か言いました？」

　オペレーター席に座すわっていたキム少佐が二人を振ふり向く。

「なんでも」

　ヤマモトとアンドレセンは、声を合わせて言った。

　タイラーが惑星ホロシリで、自動攻撃惑星『ドグラ』と『マグラ』を相手に戦ったときのエピソードは、また別の機会で述べることもあるだろう。

「間もなく太陽系を出ます」

　キム少佐が報告して来た。

「全艦、ワープ準備！」

　タイラーが命令した。「30光年を一いつ挙きよに跳とぶぞ！　速力ワープ７」

　だんだん、調子のよかった頃ころの元気なタイラーに戻りつつある。

　艦隊は虹にじ色いろに輝く超空間の繭ハイパー・コクーンで艦体を包み、一斉にワープ航法に入った。

「いっちょ、いくか」

　タイラーが咳せき払ばらいした。

　すかさずキム少佐が、耳みみ栓せんを詰つめる。

「提督、歌ですか？」

　イサムが訊きいた。

「そうだ。文句あるか？」

「とんでもない！」

　そう言うなり新しん米まいの従卒は、背中からギターを取り出した。「不ふ肖しようイサム・フジ、僭せん越えつながら提督閣下の伴ばん奏そうを務つとめさせていただきます」

「弾ひけるのか？」

「幼年学校では、炎ほのおのギタリストと呼ばれておりました」

「自分がめだっちゃいけない。伴奏は影かげに徹てつする心構えが必要だ」

「心得ております」

　そう言ってイサムは、時代もののガットギターで『スターダスト』のメロディーをつまびき始めた。シブい。なかなか年季が入っている。

「そう、それでいい」

「提督、歌ってください。こっちでコードは合わせますから」

「よ～し、いっちょブワ～ッといくかァ！」

　ひさびさに、本当にひさびさに、タイラーは歌い始める。







　Ｃ　　　　　　Ｆ　　Ｃ

　俺たちゃ軍人　文句があるか

　Ｃ　Am　　　G7　　　Ｃ

　腰は重いが　中味は軽い

　Dm　G7　　　C7　Ｆ

　決断遅いが　手は早い

　Dm　　　　　G7　Ｃ

　頭は悪いが　人はいい

　Ｇ　　D7　　　Ｇ

　給料は安いが　プライド高い

　Ｇ　B7　　Em　　A7　　　D7 


　気は小さいぶん　夢だきゃデカい

　Ｆ　　　F#dim　Em　　Dm G7Ｃ
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「なかなかいいぞ」

　タイラーが言った。「しかし古いというか、オーソドックスというか、妙みようなコード進行だな」

「まだまだ発展途と上じようですから」

「精しよう進じんせいよ」

　その横では、ヤマモトとアンドレセンが顔突つき合わせ、頭を抱かかえている。

「提督！」

　耳栓をはずしながら、キム少佐が叫さけんだ。

「我が艦隊と同じ空間を、別の艦隊が並行してワープ航法で接近中です」

「識別信号は？」

　ヤマモトが言った。

「出していません。おそらく敵でしょう」

「敵はこちらに気づいているか？」

「わかりません」

「ワープ解除！」

　タイラーが命令した。「それでむこうも減げん速そくしてくるようなら、十中八九、敵だ」

「なるほど。うまい作戦です」

　アンドレセンが言った。「提督、どうやら艦隊戦の勘かんは、失ってはいないようですな」

「おだてるな。全艦、攻撃準備を整えながらワープ解除せよ！」

「了りよう解かいしました」

　キム少佐が麾き下かの全艦隊に向け、命令を復ふく唱しようする。

「全艦、攻撃準備を整えながらワープ解除せよ」

　その様子を、タイラーの横で瞳ひとみを輝かせながら見つめるイサム。

　彼も初うい陣じんの興こう奮ふんに、震ふるえていた。

　スクリーンに、星々のきらめきが戻ってきた。

「正体不明の艦隊も減速！　ワープ航法を解除しつつあります」

「やはり敵か」

　と、ヤマモト。

「の、ようですな」

　これはアンドレセン。

「パターン分析終了」

　キム少佐が告つげた。さすがに早い。

「ラアルゴン艦隊の特異反応です。その数およそ１２０隻」

「どうやら、まともなほうの敵艦隊のようですな」

「ラアルゴンの先せん鋒ぽうだ」

　ヤマモトが唸うなった。「もうこんなところまで来ていたとは」

「こっちが遅おそかったのさ」

　タイラーが言った。「ラアルゴンは血の気が多い。数の上ではこっちが圧あつ倒とう的に有利だからといって、逃にげるようなタマじゃない」

「やりますか？」

　アンドレセンが腕うでまくりをした。「こんな急な遭そう遇ぐう戦せんじゃ、作戦を立てているヒマはありませんぜ。全艦、独自の判断で戦うしか……」

「戦艦『リベラシオン』のハイフェッツ提督から、艦隊内通信が届とどいていますが」

　キム少佐の報告に、

「繫つないでくれ」

　タイラーは言った。レーザーによる艦隊内無線はあまり長距きよ離りは届かないが指向性がきわめて強く、敵に傍ぼう受じゆされにくい。通信のプロであるキム少佐は、念のために変調コードをかけて、『リベラシオン』からの通信を繫いだ。

『タイラー、ここはこの老人が引き受けよう』

　まるで息むす子こに呼びかけるかのような親したしさで、ハイフェッツ少将は言った。『雑ざ魚こは儂わしの後衛艦隊にまかせて、本隊は先を急げ！』

「せっかくですがハイフェッツ提督」

　タイラーは小指で鼻クソをほじりながら言った。「タイラー艦隊は、進撃するときは全艦一丸となってと、決めているんですよ」

『じゃが……』

「ずるいですよ、御老体」

　アンドレセンがひやかした。「うまいこと言って、手て柄がらを独ひとり占じめするつもりでしょう」

『まだまだ若い者には負けん』

　いささか憮ぶ然ぜんとした表情で、ハイフェッツは言った。『それに、ここで進撃を喰くい止められては、敵の主力に有利に位置を占められるぞ』

「一いつ瞬しゆんで、片づけてみせますよ」

　タイラーは言った。

『その表情、自信がありそうだな』

「まあ、ごろうじろ」

『よし、やってみろ』

　通信が切れた。

「あの老人にはまいるよ」

　タイラーが、ヤマモトを振ふり向いて言った。「まるっきり、僕のことを子供扱いなんだから……。もうじき父親になるんだぜ」

「親から見れば、子供はいつまでも子供なんですよ」

　ヤマモトが言った。

「あの人は僕の親じゃない」

「いいじゃないですか、そう思わせておけば。提督だって、なにかと頼たよりにしているんでしょう？」

「年寄りの冷や水を、ほっとけないだけさ」

　少し照れながら、タイラーは言った。「そりゃ、ときどき本当の肉親のような気もするが……」

「うらやましいですね、提督は……」

　イサム少年がポツリと言った。「僕なんか、実の親でも尊敬できないのに……」

「人それぞれさ」

　気楽に言うタイラー。「だけどフジ大将はフジ大将で、君のことを気にかけているぞ」

「まさか」

　イサムは嗤わらった。「あの超ちようエゴイストが？　あんなの親じゃない」

「そのうちわかるさ」

　人生相談もしていられない。敵はそこまで来ている。

「キム少佐、艦隊内通信開け」

「発信先は？」

「強きよう襲しゆう揚よう陸りく艦かん『ガダルカナル』だ」

「ほ、ということは……」

　アンドレセンが白い歯を見せた。「キーナンのだんなか」

「そういうことだ」

　スクリーン一いつ杯ぱいに、傷きずだらけのごつい顔が広がった。タイラー配下の陸りく戦せん部隊長、宇宙軍海兵隊准将、ボブ・キーナンだ。

『おひさしぶりです。タイラー提督』

　縦横に走った縫ぬい目の中で、ブルドッグそっくりの顔が言った。しばらく見ないうちにまた生なま傷きずが増えた。いきなり何の心の準備もなしに見ると、かなり怖こわい。

「デカい顔するな！」

　たたみ十畳ぶんくらいに広がった顔を見上げながら、タイラーが言った。

『生まれつきなもんで、すみません』

　ブスッとしながら、キーナンは言った。気のきいたジョークのひとつも、通じない男なのだ。

「さっそくだが仕事だぞ」

『ありがたいことです』

　彼もまた、戦いがなくては生きていけない男であった。『クライバーンの奴やつも、喜ぶことでしょう』

「例の新兵器を使おう」

『あれですか？』

　キーナンは露ろ骨こつに顔をしかめた。『それだと、私の出番はあまりないですな』

「今は貴き重ちような兵力を、あまり使いたくない」

『わかりました』

　キーナン准将はうなずいた。『敵はさぞ、驚おどろくでしょうな』







「タイラー艦隊、接近します！」

　オペレーターの報告に、

「よし、砲ほう撃げき戦せん準備！」

　舌なめずりしながら命じた提督は、ラアルゴン先せん遣けん艦隊司令官ソム・ラビである。

「しかしラビ閣かつ下か」

　不安顔の副官が言った。「我が艦隊の数では、とてもあれだけの艦隊と戦って太た刀ち打うちできません。それに我が艦の任務は、タイラー艦隊を牽けん制せいし、ル・バラバ・ドム長官の本隊が到とう着ちやくするまでの間、この宙域に足止めすることです。勝手に攻こう撃げきしては……」

「目の前にいるのは、あのタイラーの艦隊だ」

　ソム・ラビは部下の進しん言げんを無視して言った。「そのタイラーを倒たおしてみろ、俺たちは出世間違いなしだ」

「ですが……」

「ええい、臆おく病びよう者ものめ。それでもラアルゴンの戦士か。艦隊を集中して、ラアルゴニアン・ギムレットを組め！　旗艦に全兵力を集中すれば必ず勝てる！」

「これは重大な命令違反です」

「あのドム長官も、そうやって出世したのだ」

「────」

　もはや副官には上官をたしなめる気力もなく、命ぜられたままに艦隊を集中しようかとした矢先──。

「敵艦隊、急速接近！　揚陸艦部隊、数十隻を先頭に立てて来ます」

　オペレーターの報告に、

「なにっ！」

　ラビは我わが目を疑った。

「どういうつもりだ。揚陸艦艇ばかりをあんなに集めて……」

「おそらく移乗白兵戦を挑いどんで来るつもりなのでは」

「面おも白しろい！　望むところだ。全員に、強化鎧よろいを装そう着ちやくさせろ。肉にく弾だん戦せんなら体格に勝るこちらが絶対有利だということを思い知らせてやるわ」

「いつぞやのように、笑いガスバラ撤まき作戦で来るかも知れません」

「それも計算の上よ！」

　ソム・ラビは高笑いした。「一度くらいうまくいったからといって、いつまでも馬鹿のひとつ覚えが通用するか。総員ガスマスク着用！　敵兵が乗り込んで来ても、砲ほう塔とう要員はかまわずに、敵艦隊に対する砲撃を続けろ！」

　ラビ提督は言って、自らも白はく兵へい戦用の強化鎧を着た。

「敵艦隊、接せつ舷げんして来ます！」

「飛んで火に入いる夏の虫だ！」

　ゴーン、ゴーンという鈍にぶい音を立てて、ラアルゴンの各艦の舷側に、接舷用チューブが打うち込こまれた。乗り込んで来る敵兵に対し、完全武ぶ装そうのラアルゴン兵たちが集中銃じゆう火かを浴びせようと待ち構える。

　チューブの先せん端たんが開き、ラアルゴン兵がトリガーにかけた指に力を込めようとした刹せつ那な──、

　稲いな妻ずまのような早さで、チューブから黒い奔ほん流りゆうが吐はき出された。いや、ラアルゴン兵たちの目にはそう見えた。

　狙ねらいをつける暇ひまもあらばこそ。人間の動きをはるかに超こえるスピードでそれは、ラアルゴン兵に襲おそいかかったのだ。

「な──！」

　何が起こったのかもわからぬうちに、数十名の兵士が強化鎧ごと喉のどを裂さかれ、朱あけに染そまって倒たおれた。

　黒い奔流は猛たけりを上げ、通路を雪崩なだれのように席せつ捲けんし、各艦のブリッジへと迫せまったのだ。恐怖きようふにかられ、銃を乱射する兵士たち。だが、その濁だく流りゆうのような流れを止めることはできない。

「な、何事だ！」

　総崩れになる味方を前に、ソム・ラビは狼ろう狽ばいしながら叫さけんだ。「何が起こっているのだ」

「わかりません！」

　副官が叫んだ。「ただわかっているのは、味方が次々と倒れているということと、各砲ほう塔とうまでが制圧されてしまったということだけです」

「役立たずどもが！」

　わめき散らすラビ提督の耳に、異様な音が近づいて来た。機械の音ではない、といって人間の雄お叫たけびとも違う。数百頭の獣けものが、一いつ斉せいに吠ほえ狂くるうかのような……。

　ハッチが破られ、黒い奔流が旗艦のブリッジに雪崩なだれ込んで来た。

「なにっ！」

　副官がたちまち、喉を嚙かみ裂さかれて倒れる。他の部下たちも、それぞれ数頭ずつの獣に組み敷かれている。

「犬──！」

　犬である。黒光りする血に飢うえた猛もう犬けん。それぞれが、へたなライオンほどもある。

　ラビは拳けん銃じゆうを抜き、自分めがけ襲おそいかかって来た一頭めがけ発砲した。が、正面から額ひたいに命中したにもかかわらず、そいつは屁へともこたえた様子はない。

　ソム・ラビはたちまち巨犬にのしかかられ、倒れた。

「馬鹿な──！」

　特殊合金の喉当てが、紙のように喰くい破られた。

「畜ちき生しよう！　たかが犬ごときに……」

　それがラアルゴン先遣艦隊司令官、ソム・ラビの最後の言葉であった。







「全艦、ほぼ制圧しました」

　犬たちのあとから、無む抵てい抗こうの敵艦内にのこのこと現れた装そう甲こう宇宙服姿のキーナン准将は、携けい帯たい無線でタイラーに報告した。「私はなーんも、しませんでしたよ」

　それが面白くない、キーナンである。

「それにしても、凄せい惨さんなものですな」

　喉を裂かれた敵兵の死体がゴロゴロと、魚うお河が岸しのマグロのように転がっている。ところどころに犬たちの死し骸がいも見えるが、敵の数に比べれば微び々びたるものだ。

　キーナンは柄がらにもなく、敵兵に同情した。

　強化犬バイオドツグ部隊──。

　これぞ人員の大おお幅はば削さく減げんを補う、宇宙軍の極ごく秘ひ機き密みつであった。

　ドーベルマン・ピンシェルをさらに強化改造したクローン培ばい養ようによるサイボーグ犬である。命令（もちろん敵兵を倒たおせという）は、訓練されることなしに、直接遺い伝でん子しにインプットされている。反応速度は通常犬の数倍から数十倍にまで高められ、一頭あたりの戦闘能力は完全武装した歩兵の、優に一個小隊にも匹ひつ敵てきするのである。

　また、その皮ひ膚ふは硬こう化か処しよ理りを施ほどこされた上に特殊コーティングされ、歩兵の持つ小火器や携帯用ビーム兵器ならじゅうぶんに防ぐことができる。また、やはり特殊表面処理を施されたその牙きばは、特殊合金さえやすやすと嚙かみ裂さく。

　その強化犬バイオドツグを、敵一艦あたり１０１匹ずつコンテナに詰つめて、放つわけであるから、襲われたほうはたまったものではない。この方法なら敵艦がほぼ無む傷きずで手に入る上に、味方の人間は一人も傷つかない。またクローン兵器であるから、初期の設備投資さえしてしまえばあとはコストも抑おさえられ、費用対効果コストパフオーマンスはきわめて高い。怖こわいのは、動物愛護協会だけという、まさに究極の生物兵器である。

　戦せん慄りつすべきその効果は、まさに実証されたわけだ。

「作戦は大成功……ですね」

　報告を受けた『周防すおう』のブリッジで、ヤマモトは言った。「しかし、この作戦は今後、できればあまり使いたくありませんな。悲ひ惨さんすぎます」

「芸でも仕込むか」

　タイラーが言った。

「そりゃいい」

　アンドレセンもうなずく。「平和になったら、強化犬バイオドツグサーカスでも始めりゃいい」

『今度敵が出て来たら、私に戦わせてくださいよ』

　キーナンが言って来た。『猛もう犬けん連隊の、ブル連隊長はもう御ご免めんです』

「封ふう印いんだな」

　タイラーは言った。「ヤマモト少将、データを抹まつ消しようしておけ。やはり犬は、平和利用に限る」

　かくして、高価な研究費用を投じて実戦配備された強化犬バイオドツグ部隊は、このたった一回の作戦だけで見るべき戦果を上げたにもかかわらず、その後二度と、実戦に投入されることはなかったのである。

　なお、たった一度の強化犬バイオドツグ部隊によるこの作戦は、コードネーム〝１０１匹ワンちゃん大行進〟として、その名だけを後世にとどめている。














第六章　アシュランの罠わな









　銀河の渦うずの、まさに中央──、

　通つう称しよう〝ミッドウェー〟宙域。

　地球とラアルゴン本星は、この地点をはさんで互たがいに銀河の対称に位置する。ためにタイラー艦隊とドム艦隊、まさに銀河の覇は権けんを争う戦いがこの宙域で行われたのは、当然といえば当然のなりゆきであった。

　のちの世に、ミッドウェー会戦と呼ばれた戦いである。

　昔せき年ねんのライバルであった両雄は文字通り、ここに雌し雄ゆうを決することになるのだ。

　ところが、この戦いの始まる寸前、予想もしなかった打だ撃げきがタイラー艦隊を襲おそった。

　しかしそれは、戦せん闘とうによってもたらされたものではない。タイラー艦隊を、ひいては銀河を揺ゆるがす衝しよう撃げきは意外にも、地球からもたらされたのだ。

「タイラー提督」

　キム少佐に替かわって『周防すおう』のブリッジ通信席に当直していたグエン大尉が、冷れい凍とう睡すい眠みんカプセルでつかの間の休養をとっていたタイラーを呼び出した。

「地球から、超空間通信でホットメッセージが入っています」

　不意のことで、パジャマから制服に着き替がえる間もなかったタイラーが、寝ねぼけ眼まなこをこすりながら通信用スクリーンの前に立った。よく気のつくイサムが、すかさずその背中に制服のジャケットを羽は織おらせる。

「何事だ？」

『えらいことだぞ。タイラー』

　スクリーンに現れた人物は、意外にも地球に残っていたドクター・キタグチであった。はるばる地球から、中継衛星を経けい由ゆして送られて来る超空間通信なので、画像は相当に乱れている。さながら何度もダビングを繰くり返した立体裏ビデオテープのようだった。

「敵でも現れたか？」

『もっと悪い』

　キタグチの顔が曇くもった。あのサングラスに似た義眼の上からも、乱れた画像を通してさえ、はっきりとそれがわかる。

『奥さんが、産気づいた』

「まさか」

　タイラーは指を折って数えながら、言った。「だってまだ、８か月目に入ったばかりじゃないか」

『早産だ』

　いつになく真ま面じ目めに、キタグチは言う。『いや、切せつ迫ぱく流りゆう産ざんに近いかな……。とにかく危険な状態だ』

「ユリコは健康体だ。そう言ったじゃないかドクター」

　スクリーンに喰くいつくようにして、タイラーは迫せまった。「あんた、今は軍医でも専門は産婦人科だろう！　なんとかしろよ」

『全力は尽くしているよ』

　汗あせをふきふき、ドクターは言った。『どんなことがあっても、奥さんは助けてみせる。だが正直なところ、胎たい児じの命までは保証できん。五分五分といったところだ』

「ボケ、役立たず、能なし！　藪やぶ医者！」

　タイラーはスクリーンめがけ絶ぜつ叫きようした。「業務を隠かくれ蓑みのに着た人殺し！」

『落ち着け、タイラー』

「これが落ち着いていられるか」

『まあ聞け、胎児は不ふ適てき合ごう症しようというんだ。つまり、両親の遺伝子が、うまく合わなかったんだな。たぶん君の遺伝子が、あまりにも突とつ拍ぴよう子しもなかったんだろう』

「大きなお世話だ」

『普ふ通つうの病気と違って、これだけ医学の進歩した現代でも、こいつはちょっと厄やつ介かいだ。医学というより、むしろ神の領りよう域いきだからな……』

「神に祈れとでもいうのか？」

『父親として、君にできることはそれくらいだよ、タイラー。宇宙の英雄も、こんなときには一個の卑ひ小しような人間にすぎん』

「いやというほど、言ってくれるじゃないか」

　タイラーは憤ふん然ぜんとして言った。「その通りだが……」

『とにかく胎児を救う、ありとあらゆる手だてはやってみる。辛いだろうが、君は目の前の戦いに専せん念ねんしろ。と言っても無理か……』

「努力する」

『こっちもだ。奥さんにはずっと儂わしがついている。安心しろ』

「だからよけい、心配なんだがな……」

　タイラーがそう言いかけたとき、不意に画像が乱れて、それきりで地球との通信は途と絶だえた。

「ドクター！」

　スクリーンを叩くタイラー。必死の形ぎよう相そうなどという生なまやさしいものではない。

「通信が切れました」

　グエン大尉が言った。

「ボロ通信機め！」

「いえ、これは機械の故こ障しようや不調ではありません。おそらく中継衛星が何者かによって破は壊かいされたのでしょう」

「こんなときに！」

　タイラーは立ち上がった。「ただちに工作隊を派は遣けんして地球との通信回復に努めろ！」

「落ち着いてください。提督」

　ヤマモトが言った。「お気持ちはお察しいたしますが、これは敵の罠わなです。地球との連れん絡らくを絶って、こちらを混乱させようという」

「もしそうだとしたら……」

　タイラーはいても立ってもいられない表情で言った。「敵とはいえ、最低の作戦だ。絶対に許さんぞ」

「提督がそんな調子では、敵の思うつぼです」

　心を鬼にして、ヤマモトは言った。

「ドクターがついている限り、ユリコさんは大だい丈じよう夫ぶですよ。提督はラアルゴンとの戦いに専念してください。地球を救えるのは、タイラー閣下だけなのですから」

「そしてユリコと子供を救えるのは、ドクターだけか……」

　タイラーは提督席に座すわると、深く大きなため息をついた。

「わかったよ」

　そしてそのまま、誰が話しかけてもそれ以上は一言も口をきこうとはしないタイラーであった。







「通信衛星、破壊終了しました」

　旧惑星連合宇宙軍戦艦『近江おうみ』のブリッジ、部下からの報告にラットバルド選せん帝てい侯こうティン・ラオは無言でうなずく。

「地球とタイラー艦隊との交信は、完全に途絶えました」

「これでシュンも、地球侵しん攻こうがやりやすくなるだろう」

　鷹おう揚ようにうなずき、三兄第一の切れ者はほくそ笑えんだ。

「これからいかがいたします？」

「ラアルゴン本星にコースを取れ。ミッドウェー宙域は迂う回かいしてな」

「は……？」

　黒くろ装しよう束ぞくの副官が、首をかしげる。「しかしラアルゴン本星には、大たい公こう殿でん下かが……」

「加勢する。というより監かん視しかな。兄あに上うえはああ言ったが、生来の甘あまさは気になるところだ。皇こう帝ていに、いらぬ情なさけをかけられてはかなわぬ」

　兄とはいえ、歯に衣きぬ着せぬ冷れい徹てつな若者ではある。

「シュン様の掩護バツクアツプはおよろしいので？」

「シュンならほっておいても、地球を陥おとす。今の地球など滓かすのようなものだ。ラアルゴン本星にコースを取れ！」

　惑星連合艦かん艇ていとラアルゴン艦艇の混成による、５００隻の艦隊は、ティン・ラオの指揮下、行軍を開始した。







　別の５００隻が、太陽系に向かって快進撃を続けていた。こちらはイザリア辺へん境きよう伯はくティン・シュン率ひきいる旧きゆうラアルゴン戦艦ガローメを旗艦とする艦隊である。

　惑星連合艦隊は最後に残された主力ともいうべきタイラー艦隊が出払っているだけに、シュンの艦隊はほとんど抵てい抗こうらしい抵抗も受けずに、またたく間に太陽系の外周にまで迫せまった。手ごたえがなさすぎて、血の気の多いシュンなどむしろ拍ひよう子し抜ぬけする。

「こんな星を陥おとしたところで自じ慢まんにもならんぜ」

　ガローメのブリッジで、シュンはつまらなそうに言った。「こりゃ、貧びん乏ぼうくじだったかな……」

　体格こそ立りつ派ぱで、威い風ふう堂どう々どうとしてはいるが、地球の年ねん齢れいに換かん算さんすれば17歳になるかならぬかというシュンである。さしずめツッパリ高校生といったところか。だが、これでけっこう部下からは信しん頼らいされている。基本的に竹を割ったようなサッパリした性格だからである。歯向かって来る者に対しては容よう赦しやしないが、半面情じようにもろく、部下思いでもあった。その点、兄のラオとはだいぶ違う。

「シュン様、前方に巨大な人工の物体があります。かなり強いエネルギー反応が……」

　言うまでもなくそれは連合宇宙軍の自動攻こう撃げき惑わく星せい、冥めい王おう星せい軌き道どう上で外敵を迎むかえ撃うつ『ソドム』と『ゴモラ』であった。

「地球の防ぼう衛えい要よう塞さいか。面白い！」

　シュンはガローメのブリッジに仁に王おう立だちになり、叫さけんだ。

「攻撃を集中しろ！」

　その瞬しゆん間かん、『ソドム』と『ゴモラ』が動いた。直径２００キロの巨大な人工天体は互たがいに接近し、干かん渉しようする力りき場ばがエネルギーを増ぞう幅ふくする。

　極きよく限げんまで圧縮された幾いく多たの粒りゆう子しが、目ま映ばゆいプラズマ光を放ち始めたとき──、

「いかん！」

　シュンの動物的な勘かんが、彼に危険を察知させた。「散開しろ！」

　艦隊が密みつ集しゆう状態を解とき散らばった直後、直径２キロの粒子の束たばが、光る剣けんとなって力場から垂すい直ちよく方向に伸のびた。散開した艦隊の中央を突つき抜ぬけて、宇宙の彼方かなたへと吸すい込まれるように消えてゆく。

　当然その破は壊かいの渦うずの中央に、シュンの旗艦ガローメはいない。

「巨大エネルギー兵器か、あぶねえあぶねえ……」

　冷ひや汗あせをぬぐいながら、シュンは言った。「被ひ害がいは？」

「50隻ほど、呑のみ込こまれました」

　副官の報告に、

「50隻もか……！　忠誠を誓ちかってくれた者たちにすまぬことをした」

　だが、それすら奇き跡せきのような少ない損そん害がいと言ってさしつかえなかったろう。なぜならこれで、一撃必殺を狙ねらっていた『ソドム』と『ゴモラ』に勝ち目はなくなったからだ。

「敵要よう塞さいのエネルギー反応、急速に低下しました。充じゆう塡てんしつつありますが、上昇率はごくわずかです」

　オペレーターが報告する。

「次の一発が来るまでにどのくらいかかる？」

「さあ……なにしろあれだけの途と方ほうもないエネルギーを放出したあとだけにですね……」

　カチャカチャとキーボードを叩たたいて計算しながら、オペレーターは言った。

「出ました。まず３日というところですね」

「一発撃うつのに３日か！」

　呆あきれたように、シュンは叫さけんだ。「なんとも間抜けな兵器だな」

　タイラーが自動攻撃惑星システムを、役立たずと言った理由が、これでおわかりだろう。

「破壊しますか？」

「その必要もあるまい。無用な流血だ。迂う回かいしろ。避さけて行けば地球までは何の障しよう害がいもなくまっしぐらだ」

　かくして無用の長ちよう物ぶつである自動攻撃惑星をすべて迂回して、シュン艦隊はほとんど無む傷きずのまま、地球へと殺さつ到とうしたのであった。

　慌あわてたのは、地球の惑星連合宇宙軍司令部である。

　突とつ然ぜん、まったく予想もしていなかった敵艦隊が現あらわれたうえに、切り札の自動攻撃惑星をすべて迂回して進んで来るとは、夢ゆめにも思っていなかったのである。

「迂回されたぁ！」

　報告を受けた最高司令長官代行のフジ大将は、まさかという声で絶ぜつ叫きようした。

「素す通どおりしただと。全部の防衛ラインをか？」

「はい」

　アキヒコ・ヒラカワ中将が面めん目ぼくなさそうに言った。「まさか敵が、自動攻撃惑星に洟はなもひっかけないで直接侵しん攻こうして来るとは、計算していませんでした」

「何が最終兵器だ！　これではまったく、無用の長物ではないか」

「ま、そこに強力な要塞があるからといって、わざわざ相手にしなければいけない理由など、敵にはありませんわな」

　ヒラカワ中将は言った。

「誰だ？　とりあえず自動攻撃惑星さえ浮うかべておけば、敵が勝手に消しよう耗もうしてくれるなどと、たわけたことを抜ぬかしていたのは！」

「閣かつ下かですよ……」

　ケンイチ・サハラ少将が言った。

「あ、そうだった……」

「がちょ～ん！」

　思わずコケる幕ばく僚りようたち。

　これで地球は、裸はだかも同然──。

「ううむ、これだけはしたくなかったが……」

　頭を抱かかえながら、フジ大将は言った。

「タイラー提督を至急、呼び戻せ！　今となっては頼たよれるのは彼だけだ」

「交信不能です」

　絶望的な表情で、サハラ少将は言った。

「閣下、もはやこれまでです」

「ううむ……」

　一いつ瞬しゆん、うなだれたフジ大将だったが、

「いや、まだ最後の手段があった」

　と顔を上げた。

「小惑星帯を最後の防衛ラインにする！」

「おおっ！」

　珍めずらしくも、フジ大将が毅き然ぜんとした態度で言ったので、よくわからないながらも感心する高官たちである。

「して、その作戦とは……」

「小惑星帯に、高圧電流を流して、放電作戦で敵艦隊を殲せん滅めつするのだ」

「さすがです、閣下！」

　ヒラカワ中将が拍はく手しゆした。「で、そんな膨ぼう大だいなエネルギーを、どこから引っぱって来るのですか？」

「太陽系内周惑星、及び人工衛星の、電力プラントを総動員する！」

「そ、そんなことをすれば……」

　サハラ少将がうろたえた。「地球は、ほとんど停電状態に……」

「これは非常時である。市民生活に少々の支障はやむを得ん。サハラ君、さっそく放電作戦の準備を！」

「はっ！」

「ヒラカワ君、君はシビリアン・コントロールのほうを頼たのむ。マスコミに協力を要よう請せいして情報を流し、無用の混乱を避さけるのだ」

「ただちに」

　さすがに参謀コースひとすじに歩あゆんできただけあって、こういう手て際ぎわのよさならフジ大将は褒ほめられてもいい。宇宙軍背せ広びろ組ぐみの中ではとびきり優秀なほうである。

「儂わしが直接陣じん頭とう指し揮きを取る。工作隊の出動準備を！」

　ただちに数十隻の工作艦に分乗した特殊工作部隊が、小惑星帯に向け出動する。フジ大将も特とく務む艦かん『揺よう天てん』に乗って、放電装置の設置作業を指揮する。

　宇宙軍特殊工作部隊といえば、花はな形がたである惑星連合艦隊に比べれば、いわば日ひ陰かげ者ものの集団である。特殊工作作業のプロフェッショナルと言えば聞こえはいいが、日ひ頃ごろは各惑星における災害救助が主な任務なのをみても、その実態はおおよそ想像されよう。制服も連合艦隊の、目の覚めるようなスペースブルーに対して、地味なモスグリーンである。

　だから、地球の大ピンチとはいえようやく巡めぐって来た一世一代の大仕事に、彼らはみなはりきっていた。

　突とつ貫かん作業もなんのその、たちまちにして放電用のケーブルや特殊素そ子しが小惑星帯に張り巡らされる。

「参謀総長閣下、放電作戦、準備完了いたしました」

　特殊工作部隊の隊長、ヒロシ・キリノ一等宙ちゆう佐さ（工作部隊では大佐とか中佐といった階級の呼こ称しようは使わず、旧自衛隊時代からの呼称を、伝統的に用いていた）が、作業の終了を報告する。「いつでも、６０００億ボルトの高圧電流を放電可能です」

「よし！　敵艦隊は？」

「木星軌き道どう上を通過。間もなく小惑星帯に入ります」

　サハラ少将が報告した。

「よし！　作業員退たい避ひだ」

　フジ大将は『揺天』のブリッジで叫んだ。「ただちに全電力プラントからの電力を、レーザー送信で放電システムに切り替かえろ！」

「了解ラジヤー！」

　キリノ一佐は敬礼して、機き敏びんな動作で携けい帯たい用通信機を取り上げた。もちろん『揺天』にも通信装備はあるが、特殊工作部隊は伝統的に、このトランシーバー型の通信機を好このんだ。

「Ｅ作戦発動！」

『Ｅ作戦発動！』

『Ｅ作戦発動！』

　キリノ一佐の命令は次々に復ふく唱しようされ、全作業部隊に届とどく。小型通信機では、電波が数キロずつしか届かないのだ。しかし、そのほうが気分が出るというので、彼らはみな、この伝統的な方法にかたくなに固こ執しゆうしていた。

「大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　こんな連中にまかせて」

　サハラ少将が、そっとフジ大将に耳打ちした。

「やらせてやろう。彼らにとっては、一生に一度、あるかないかの出で番ばんなのだ」

　フジはそう言って、力強くうなずいた。







　地球全域は、放電作戦に伴う急きゆう激げきな電圧の低下に見み舞まわれた。

　すでに数時間前からの告知と軍の出動によって、無用の混乱は回かい避ひされたとはいうものの、市民の不安な気持ちは、よりいっそうあおられた。

　ほとんど、灯とう火か管かん制せいである。

　一般家庭に通じる、ありとあらゆる電力はカットされた。銀河中央病院とて、例外ではない。自家発電の容量では、とても膨ぼう大だいな需じゆ要ようをまかないきれない。

「ローソクを持って来い！」

　ドクター・キタグチは、若い看かん護ご婦ふに向かって叫んだ。

「ローソクってなんです？」

　看護婦はキョトンとしている。

「ええい、今の若い奴やつはローソクも知らんのか！　炭素と水素の化合物による棒ぼう状じようの固形照明用燃ねん料りようだ！」

「ストックがあったでしょうか……」

「まったく、まさか地球で、辺へん境きよう惑わく星せいなみの苦労を強いられるとは思ってもみなかった」

「ドクター！」

　別の看護婦が懐中電灯を持ってやって来た。「生まれます！」

「ああ、よりにもよってこんなときに！」

「どうします。分ぶん娩べん用のマニュピレーター・ユニットは使用不能ですが……」

「原始的方法でやるしかあるまいな」

　ドクターは笑って言った。「まったくタイラーよ、お前の子は手を焼かせてくれる。この時代になって、軍医の儂に産さん婆ばの役までやらせるとはな」

　それでもけっこう、嬉うれしそうに腕うでまくりをするキタグチである。

「ドクター、いったいどうやって？」

　不安そうに看護婦が訊きいた。

「どうもこうもない。マニュピレーターが使えんとあれば、直接手で引っぱり出すしかあるまい」

「消毒は……」

「消毒か」

　キタグチはやにわに、近くにあったウオッカをラッパ飲のみで口に含ふくむと、プーッと両腕うでに吹ふきかけた。

「消毒完了だ！　文句があるか？」

「いえ……」

「よし、ありったけのローソクで分娩台を照らせ。それと産うぶ湯ゆだ。湯をわかせ。大量にな！」

　こうして我らがタイラーの愛児は、文字通りドクター・キタグチの手をわずらわせ、この世に誕たん生じようするはこびとなったのである。







「前方の小惑星群に、エネルギー反応が増大中」

　ガローメのブリッジではオペレーターが報告する。

「またエネルギー兵器か？」

　ティン・シュンはスクリーンを見ながらつぶやく。

「いえ、どうやら高圧電流による障壁で、我が艦隊の本星への侵しん入にゆうを防ぐつもりのようです」

「俺は怪かい獣じゆうか？」

　シュンは笑った。「まったく次から次へと、愉ゆ快かいな戦法で楽しませてくれる。地球にはタイラー以外に、たいした軍人はおらぬと聞いていたが、なかなかどうして、ユーモアセンスのあるコメディの脚本家だけは、不自由していないらしい」

「それはともかく……」

　聞いていた副官も思わず笑った「確かにシュン様には、怪獣の片へん鱗りんはございますな」

「せっかくのもてなしだ。今度は避さけて通るわけにもいくまい」

「いかがいたします？」

「先せん鋒ぽうに無人艦を突とつ入にゆうさせろ」

「誘さそいに乗ってやるわけですな」

「そうだ。まあ見ていろ」

　シュンは暗いヘイゼルの瞳ひとみを輝かせ、笑った。「ま、俺の計算では、せいぜいもって５分というところかな」







「敵艦隊が、突とつ入にゆうして来ます」

「かかったな」

　電子双眼鏡を手にしたフジ大将は、特務艦『揺よう天てん』のブリッジで、ニヤッとほくそ笑えんだ。

「放電作戦準備！」

『放電作戦準備！』

『放電作戦準備！』

　命令は伝達され、たちまち、前方の小惑星帯では、作業員たちが退たい避ひを開始した。

「退避！」

「たいひ～！」「たいひ～！」

　さすがに災害救助活動で鍛きたえているだけに、退避の手際はみごとであった。ものの数分で撤てつ収しゆう作業は完了する。

「総員退避、完了しました」

　キリノ一佐が報告する。

「よしっ！」

　いましも小惑星帯の、最終防衛ラインにさしかからんとする敵艦隊の先鋒を電子双眼鏡で確認しながら、

「放電開始！」

　と、実に堂々たる声でフジ大将は命令したのであった。

　ただちにその命令は復唱伝達されて、

『放電開始！』

『放電開始！』

『放電開始！』

『放電開始！』
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　と、待機中の各部隊に次々と伝えられていったのである。




　がちゃん

　がちゃん




　スイッチが接続され、放電素子に電流が流れる。

　青白いプラズマ光を放ちながら、６０００億ボルトの超高圧電流が小惑星から小惑星へと次々に放電され、たちまちにして敵艦隊の先せん鋒ぽうを、その死の網あみに捉とらえた。

　ぱっと、閃せん光こうが閃ひらめき、駆逐艦数隻が爆ばく発はつするのが『揺天』のブリッジからも見える。

「成功だ！」

　フジ大将は思わず会かい心しんの笑えみを漏もらした。

「おおっ！」

　サハラ少将も、特殊工作部隊のキリノ一佐も、互たがいに笑顔を交わす。

「閣かつ下か、やりましたね」

「おめでとうございます！」

「うむ……」

　フジ大将は、笑いたいのを必死の想おもいでこらえながら、

「まだ、油断はできん」

　と、威い厳げんを取り繕つくろった。だがさすがに目がニヤけているのだけは、隠かくしようがない。

　また巡洋艦数隻が、放電作戦にかかって、宇宙に散さん華げした。

　そして、後続の戦艦も──。







「いくら無人艦とはいえ、こんなに気前よく破は壊かいさせてよろしいのですか？」

　心配そうな副官の声を尻しり目めにシュンは、

「まあ見ていろ」

　と、のんびり構えている。「なかなか盛せい大だいな花火ではないか」

「しかし……」

「敵には一度、ぬか喜びをさせておいたほうがよいのだ。そのほうが失敗したときの衝しよう撃げきも大きく、その後の作戦もやりやすくなる。勝負の鉄則だぞ」

「さすがですな。シュン様は……」

　なかなかどうして、若いに似合わず、勝負の勘かんどころは心得ているシュンである。

「見ろ、そろそろだぞ」







　放電網もうにかかった戦艦が、のたうつように艦体を波うたせている。しかしさすがに戦艦クラスともなれば、これだけの電でん撃げきにも辛かろうじて装そう甲こうは耐たえていた。

「６０００億ボルトでも戦艦は無理か」

　電子双眼鏡を覗のぞきながら、フジ大将はつぶやいた。

「作業部隊はさらに電圧を上げるように言え」

「ですが閣下」

　不安そうに、サハラ少将が言った。「これ以上の電圧には、送電用のケーブルが耐えられません」

「かまわん！　あとひと押しだ。儂が全責任をもつ！」

　フジ大将は一いつ喝かつした。「電圧を、８０００億ボルトにまで上昇！」

「わかりました」

　キリノ一佐がうなずいた。

『電圧上昇！』

『電圧上昇！』

『電圧上昇！』

『電圧上昇！』
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　プラズマ光がますますその輝きを高め、ついに耐えきれなくなった戦艦の１隻が爆ばく発はつする。

「やったっ！」

　思わず叫さけぶフジ大将。「ふはははは……。見ろタイラー！　貴き様さまの手は借りずとも、儂一人でこれくらいのことはできるのだ！」

　そこへさらに、敵の無人艦隊が殺さつ到とうして来る。

「また来ました！」

「電圧を１兆ボルトに上げろ！」

「閣下、いくらなんでもそれは無茶です」

　すでに心もとなくなってきた送電用ケーブルを見やりながら、サハラ少将は言った。

「馬鹿者！　この機会を逃のがしたら、敵は殲せん滅めつできん」

「しかし……」

「上げろといったら上げろ！」

　勝利を手にしかけているフジの耳には、部下の忠告など届とどかない。

「で、では……」

　サハラ少将は、しかたなく命令する。

「電圧１兆ボルトだ」

「無茶ですよ。ケーブルがもちません」

　配電盤のメーターを見ながら言う工作隊員を、

「上げるんだッ！」

　キリノ一佐が怒ど鳴なりつけた。

「わかりました。電圧１兆ボルト……」

　しぶしぶ従う工作隊員たち。

　電圧が、一兆ボルトに上昇した途と端たんである。

　ボンッ！

　すさまじい音とともに火花が散り、特務艦『揺天』のブリッジは、急激に照明が落ちる。

「どうした！」

　フジ大将は血相を変えて叫んだ。「ケーブルか？」

「いえ、大もとのヒューズが電圧に耐えきれず、ふっ飛びました」

　顔面蒼そう白はくになってキリノ一佐が報告する。

「閣下。放電作戦、続行不可能です」

「終わった……」

　ススム・フジ大将はがっくりとうなだれると、たった一言、そうつぶやいたのであった。














第七章　激げき突とつ！　タイラー対ドム









　ティン三兄弟の末弟シュンが長ちよう駆く地球を叩たたいていたちょうどその頃ころ──、

　長兄ルウもまた、怒ど濤とうの勢いでラアルゴン本星へと５００艦隊を率ひきいて押し寄せつつあった。

　名にし負おう、アシュランの三兄弟である。いずれもが武ぶ人じんとして、ひとかたならぬ才能をもつが、中でもカリスマという面においては、断然長兄のルウが優すぐれていた。彼のためなら、喜んで命を投げ出す部下は文字通り、五万といたのである。

　一切の抵てい抗こうなく、戦艦『紀き伊い』を旗艦とするルウ艦隊は、ラアルゴン本星のある、恒こう星せい系ＡＲＡ―Ⅲへと肉にく迫はくした。いかに守りが手て薄うすになっていたとはいえ、これほど深く、ラアルゴン本星が敵艦隊の侵しん入にゆうを許したことはかつてない（『信濃しなの』のときはただ１隻であったので艦隊とは呼べない）。５００の敵に対して迎むかえ撃うつラアルゴン艦隊は、恒星間航行能力を有さぬ砲ほう艦かんまで合わせても、１００隻に満たなかったのである。

　当然、若き皇こう帝てい陛へい下かは、その激げき怒どすること尋じん常じようではなかった。

「ドムともあろう者が、これほどの艦隊を見み逃のがすとは！」

　帝てい都とベヒモスにある宮きゆう廷ていゴザ・パレスでは、逆げき鱗りんに触ふれることを恐おそれた臣しん下かの者たちが遠巻きに見守るなかで、皇帝陛下は大おお荒あれに荒れた。アスキルト条約が締てい結けつされてからというものはここ数年、比較的穏おだやかな表情の陛下ばかりを見てきた廷てい臣しんたちだけに、よけいその怒いかりは恐ろしく感じられたことであろう。

　しかし、この焰ほのおのような激はげしさもまた、皇帝ゴザ十六世の偽いつわらざる一面なのだ。

「聖せい域いきを汚けがす不ふ届とどき千せん万ばんな敵艦隊め。生かしては帰すな！」

　彼ひ我がの戦力差を見れば滑こつ[image: 稽]けいとも思える台詞せりふだが、当の皇帝陛下は大真ま面じ目めである。また、彼女が口にすれば本当にそうなりかねないと感じさせるだけの不思議な勢いが、その言葉にはあった。

「陛下、敵艦隊の指揮官より直接陛下に対してお目通りを願いたいという要よう請せいが」

「なにっ！」

　ゴザ十六世はその美しい眉まゆを吊つり上げて、激げき怒どしたのであった。

「身のほどもわきまえぬ侵しん略りやく者しやが！　口くち惜おしや」

　３年前ならいざ知らず、今の彼女は筋すじ金がね入いりの皇帝である。ここまで侵略者にコケにされて、黙だまってひきさがるようなゴザ十六世ではない。

「よし、会ってやろう」

　ある考えを胸に秘ひめ、皇帝は言った。「会ってのち、小こ癪しやくな侵略者を、八つ裂ざきにしてくれん。ただちに謁えつ見けんの用意をいたせ！」

「ははっ！」

　皇帝自らが帝国人以外の者に謁見を許すなど、まさにあのタイラー──珍ちん獣じゆうパコパコ以来のことである。

　ラアルゴン本星の衛星軌道上に停てい泊はくした艦隊から、１隻のシャトルが、神聖なる大気圏に向けて降下して来た。その両脇にはぴったりと、スクランブル発進した帝国の戦闘機が監かん視しのために随ずい伴はんする。

「あれは地球のシャトルのようだ」

　スクリーンを見上げながら、皇帝陛下は言う。「しかし、何者であろう」

　やがて銃じゆうを構えた兵士たちが十と重え二は十た重えに包囲する離着床に、シャトルは音もなく垂直降下した。エアロックが開く。

　黒ずくめの従者が二人。そして、機械のアームに支えられるようにして、機外に姿を現したのは──、

　車椅い子すの、青年将校だった。

　取り囲んだラアルゴンの兵士たちが、一いつ斉せいに銃の撃げき鉄てつを起こした。

　が、数百の銃口を向けられ、ガチャガチャというコック音に囲まれても、青年は、いっこうに動じた様子はない。何事もないかのように、毅き然ぜんとしている。

　体は不自由でも、並なみの胆たん力りよくではない。それどころか、ゆったりとした動作の中に、ある種の気品すら漂ただよっていた。

　さすがはティン・ルウ。アシュラン大たい公こうの正当な後こう継けい者、そして三兄弟の長ちよう子し──、

　二人の従者にかしずかれ、両側にズラリと並んだ完全武装のラアルゴン兵士たちを完璧に無視して、ルウは通路に敷しかれた深しん紅くの絨じゆう毯たんの上を、車椅子で進む。ひとたび銃口が火を吹ふけば、その絨毯をさらに己おのが血で朱あけに染めて[image: 斃]たおれるというのに、まったく気にかける様子もない。

　やがて彼は二人の従者とともに、ゴザ・パレスの謁見の間ま、かつてタイラーが地球人としては初めて少女皇帝にお目通りを叶かのうた、あの階きざはしの下へと辿たどりついた。

　マントを優美に翻ひるがえし、皇帝陛下が現れた。

　ルウはその姿を一目見るなり、うっすらと口もとをほころばせた。

「何がおかしい」

　ゴザ十六世は皇帝の威い厳げんをもって、言い放った。

「神聖なる帝国本星を泥どろ足あしで汚す侵略者めが！」

「くくく……」

　黒い軍服の上から黒いフード付きのマントを羽は織おったルウは、何を思ったか車椅子に座すわったまま顔を伏ふせてくすくすと笑い、それからおもむろにその端たん整せいな顔を上げて、声をあげて笑ったのである。

「あっはっは！」

「無礼な！」

　皇帝の顔から一いつ瞬しゆん血の気が失せ、それから火のように赤くなった。「仮かりにもそれが皇帝に対する態度か！　皇帝の剣をもて！　刀の錆さびにしてくれん」

「いや……」

　ティン・ルウはどうにか笑いをこらえると、階きざはしの上の若き女じよ帝ていを見上げ、言った。

「さてもあの泣き虫だったアザリンが、立りつ派ぱな皇帝陛下になったものよ」

「な──！」

　ひさびさにその名を呼ばれて、ゴザ十六世は面めんくらった。

「なにやつじゃ！　朕ちんの幼よう名めいを、下げ賤せんの分ぶん在ざいで軽々しゅう口にするとは……」

　だがその口調は、完全に相手に呑のまれてしまっている。

「大きくなったな、アザリン」

　ルウはフードをはずし、ヘイゼルの瞳ひとみで皇帝陛下を見上げた。「かれこれ10年ぶりか」

「ル……」

　次の瞬間、神聖ラアルゴン帝国第二十七代皇帝ゴザ十六世陛下は、数百人の臣下が見守る中で、おおよそ考えられる限り、もっとも皇帝に相応ふさわしくない台詞せりふを口にしたのであった。

「ルウお兄にいちゃん！」







　緊きん張ちようの糸は、切れる寸前にまで張りつめていた。

　ル・バラバ・ドムの率ひきいるラアルゴン帝国艦隊８００隻──。

　ジャスティ・ウエキ・タイラー大将の惑星連合艦隊７００余隻──。

　ともに精せい鋭えい。銀河中央ミッドウェー宙域をはさんでの、長く、重苦しい対たい峙じであった。

　両雄はともに、それぞれの母屋を襲おそいつつある未み曾ぞ有うの危機を知らない。

　そしてこの決戦が、アシュランによって仕組まれたものであることもまた──。

　が、引き絞しぼられた弓ゆん弦づるは、放たれなければならない。宿命のライバルである二人にとって、ここに至いたる経緯いきさつはともかく、雌し雄ゆうは今まさに決せられようとしていた。

「タイラーよ」

　旗艦ドローメのブリッジからドムは、その好敵手に向かって呼びかけた。「俺はこうして、宿願であった貴様との決着をつけられることを嬉うれしくまた名めい誉よに思うぞ。そして、この俺の手で直接貴様に引いん導どうを渡してやれることを、光栄に思う。貴様ほどの武ぶ人じんがこの銀河から消えることを思うと、いささか残念でもあるがな」

　が、艦隊通信で惑星連合の全艦隊に聞こえるように送信されたそのメッセージを、当のタイラーは、ほとんど聞いてはいなかった。

　旗艦『周防すおう』のブリッジにある提督席で、ずっと腕うで組ぐみをしたままのタイラーは、彼には珍めずらしく苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で、ずっと押し黙ったままだったのだ。そう、あのドクター・キタグチの、地球からの通信が途中で途と絶だえて以来、ずっとこの調子だったのである。目の前のドム艦隊のことなど、眼中にはない。

　不安になったヤマモトやイサム少年が声をかけても、ろくに返事をしないのである。

「愛妻家だったからなあ……」

　苦りきった表情で、ヤマモトは言った。「奥さんと子供のことが、よほど心配なんだろう」

「恐妻家の間違いじゃないのか」

　アンドレセンは無理に笑顔を作った。「いずれにせよ、そこいらのサラリーマンならともかく、艦隊を率いる提督が、それでは困る」

「だが、あの調子では……」

　提督席で何事かをブツブツとつぶやくタイラーを横目で見ながら、ヤマモトは言った。

「俺はまた、あの人がわからなくなってきた」

「あのう、おふた方……」

　イサム・フジが、ヤマモトとアンドレセンの顔色を伺うかがいながら、小声で囁ささやいた。「ここはひとつ、この僕にまかせていただけませんか？」

「お前に何ができる？」

　アンドレセンが怪け訝げんそうな目でイサムを見た。「特製ワインでも、提督の表情は明るくなりそうもないぜ」

「まあ、見ていてください」

　イサムはつかつかと、提督席に歩み寄った。

「タイラー闇下！　地球との交信が回復しました」

「なに？」

　ようやく目を上げるタイラー。間かん髪はつを入れず、イサムはたたみかけた。

「生まれましたよ！　１７００グラムの未熟児ですが、玉のような男の赤ちゃんです」

「本当か！」

　タイラーはそれこそ別人のように、目を輝かせた。「ユリコは？」

「母子おやこともに元気です。保育器で、スクスク育ってますよ」

　適当なことをでっち上げるイサム。だが、ディティールがやけにリアルなので、タイラーはすっかり信じ込んでいる。

「あいつは詐さ欺ぎの才能がありますね」

　アンドレセンがそっと、ヤマモトに囁ささやいた。

「ああ。だがこの詐欺は、銀河を救うかも知れんぞ」

「提督、息子さんの顔、早く見たいでしょう」

　イサム、ここぞと最後のひと押し。

「見たい」

「だったら目の前の、この敵を片づけて、早いとこ地球に帰りましょうよ」

「そうするか」

　宿命のライバルの底知れぬ実力さえあっさりと無視して、タイラーは言った。

「勝利あるのみですよ！」

　イサムが発はつ破ぱをかける。

「勝利……勝利……ビクトリー……」

　そう、口の中でつぶやいていたタイラーだが、

「決めた！　ビクトリーだ」

　と、やにわに大声で叫んだ。

　何事かと、ブリッジの全員が振り向く。

「伜せがれの名はビクトリーに決めたぞ。ビクトリー・ウエキ・タイラー。どうだ、いい名前だろう？」

「趣しゆ味みわる～……」

　タイラーに聞こえないところで、思わずそうつぶやいたのはキム少佐である。

「実にいい名前です。タイラー閣下」

　すかさずヤマモトが、フォローする。「なあみんな、提督閣下の御長男だ。ビクトリーというその名が、スカにならないように、ここはひとつみんなでがんばって、タイラー提督に勝利をプレゼントしようぜ！」

　ブリッジがにわかに湧わいた。

「悪くない盛り上げ方ですよ」

　アンドレセンがヤマモトに言った。「さすがは苦労人ですな、少将閣下は」

「礼ならあイいサつムに言ってくれ」

　照れくさそうにヤマモトは言う。「それに勝てなかったら単なる、マヌケな台詞せりふだ」

「ええ、あのドムとかいう大将が聞いたら、ただではすまないでしょうね」

「そうだな。『俺は赤ン坊に負けるとでもいうのか』と、激げき怒どしかねん」

「いいじゃないですか」

　大仕事をなしとげたイサムが二人のとこへ戻って来て、言った。「たまにはそういう勝利も、あっていいんじゃないですか？　今のタイラー提督は、無敵に近い心理状態のはずですよ」

「よっ！　地球の救世者」

　アンドレセンがごつい手で、イサムの尻を叩いた。「この戦いに勝ったら、なんでも好きなものをおごってやるぞ」

「じゃ、『芙ふ蓉よう庵あん』の中トロと、鰻うなぎの串くしをお願いしますね」

「ガキのくせに口が肥こえてるな」

「育ちですから」

「小こ生なま意い気きな奴やつだ」

　それでもアンドレセンの目は笑っていた。

　かくして哀あわれル・バラバ・ドムは、息むす子こ見たさのタイラーにとって宿命のライバルから、単なる障害に、なり下がってしまったのである。

　惑星連合艦隊とラアルゴン帝国との間で戦われた、もっとも激しい大規模艦隊決戦と言われるミッドウェー会戦は、こうしてその火ひ蓋ぶたを切ったのである。







『攻撃隊全機発進！　繰くり返す、攻撃隊全機発進！』

　スクランブルを告げるキム少佐の声が、航空戦艦『周防』のフライトデッキに響ひびき渡った。

「やっとこさ、出番だぜ」

　いまや『周防』の飛行隊長に昇格したコジロー・サカイ少佐はヘルメットを抱かかえると、愛機『菊きく水すい』のコックピットに身を躍おどらせた。正式名称はミツビシ３式艦上戦闘機11型。今年になって制せい式しき化かされ、配備されたばかりの新型機である。運動性が抜ばつ群ぐんで、サカイのようなベテランパイロットの手にかかれば、まさに無敵の兵器と化す。

「『正まさ宗むね』中隊は俺について来い。『虎こ徹てつ』中隊は後方で警けい戒かい、『兼かね定さだ』中隊は上空掩えん護ご、『菊一文字』は艦隊の直ちよく衛えいだ」

　指揮下の各編隊に、日本刀の名でコードネームをつけるところなど、いかにも彼らしい。

『こちら『虎徹』リーダー。サカイよ、敵は大編隊らしいな』

　聞き覚えのある声が、ヘルメットを通してサカイの耳に飛び込んで来た。タケオ・シラギク大尉である。

「ああ。だが、うっかりすると、獲え物ものを全部あいつらに、さらわれてしまいそうだぜ」

『違いない』

　あいつらというのは、ユーミとエィミィのハナー・シスターズ、コードネーム〝バブルボール・ジェミニ〟のことである。この３年間にめきめきと頭とう角かくを現した姉妹は、数々の内乱鎮ちん圧あつ作戦や小ぜりあいで着実に撃ス墜コ数アを稼かせぎ、ついにその数ではサカイ・シラギクコンビに並ばんとする勢いなのである。

　惑星連合宇宙軍に反はん目もくする勢力の間では、彼女たちのことを〝悪あく魔まの双ふた子ご〟とか〝鋼こう鉄てつの処女姉妹〟とか呼んで恐おそれていたが、その実本人たちは、まだ二は十た歳ちにもならない小こ娘むすめなのであるから、サカイのプライドがいたく傷きずつくのも無理はない。

「まだまだ、俺たちみたいな昔むかし気質かたぎのパイロットが主流でなきゃ、困るよなあ」

『そうとも相あい棒ぼう』

　通信機から、シラギクの威い勢せいのいい声が返って来た。想いは同じなのだ。

『しかしあの二人のテレパス能力には、最近ますます磨みがきがかかってきたからなあ……。サカイよ、俺とお前とのコンビでも、あのペアに勝てるかどうか……』

「気弱なことを言うんじゃない」

　サカイは撫ぶ然ぜんとして啖たん呵かを切った。「あの二人に空戦のテクニックを叩たたき込こんだのは俺たちだぜ」

『そりゃまあ、そうだが……』

　警報が鳴った。

『進路クリア。飛行甲かん板ぱんオープン！　重力カタパルトスタンバイ。サカイ少佐、全中隊発進してください』

「ほいきた」

　航空戦艦『周防』は、戦艦でありながら艦かん載さい機き36機という軽空母なみの搭とう載さい力りよくを誇ほこる。隠いん蔽ぺん式しきの飛行甲板には新型の速射カタパルトを備え、全搭載機の発進を、わずか２分足らずで完了してしまう。

『周防』を発進したサカイ指揮下の『菊水』戦闘機隊36機は、各中隊（３機で一個小隊、３個小隊計９機で一個飛行中隊）ごとに編へん隊たいを組み、待機する。

　続いてタイラー艦隊所属の正規空母『飛ひ鶴かく』『翠すい竜りゆう』『伏ふく竜りゆう』『蒼そう鳳ほう』、軽空母『千ち尋ひろ』『飛ひ隼じゆん』『鈴すず鹿か』『伊い吹ぶき』、特とく設せつ護ご衛えい空母『迅じん鷹よう』『白はく鷹よう』『昇しよう鷹よう』『雷らい鷹よう』らからも、次々と戦せん・爆ばく・雷らい混合で艦載機隊が発進してゆく。その数、合計で軽く２０００機を超こえる大編隊である。

　ラアルゴン艦隊も負けていない。

　やはり指揮下の空母群から、バハムート戦闘機、ミッドガルド攻撃機による２４００機の大編隊を繰くり出して来た。

　空母中心による機動部隊同士の決戦が、惑星連合艦隊とラアルゴン艦隊との間で交わされたのは、両星の長い歴史でもこれが初めてのことであった。そういう意味では、ミッドウェーは、戦史上、特別な意義のある戦いでもあったのである。

　ミッドウェー会戦は、艦載機同士の空戦から始まり、あとは戦局が進むにつれしだいに、両軍入り乱れての総力戦へと移行していった。

　バハムート戦闘機が、堕おちる──。

『菊水』戦闘機が、『極きよく星せい』爆撃機が、『剣けん山ざん』攻撃機が、堕ちる。堕ちる──。

　まさしくアシュランの三兄弟が見たら、笑いが止まらなくなるような混戦であった。

　しかし、その乱戦の中でも、両軍の誇る撃エ墜ー王スたちは、着実にスコアを伸のばしていったのである。

「あらよっ！」

　コジロー・サカイ少佐は後方から迫せまって来たバハムート戦闘機を、巧たくみな操そう縦じゆうによる一連射で火を噴ふかせた。彼の『菊水』は、まだ一発の対空ミサイルも発射していない。それなのにもう、この戦いで早くも５機目の戦果なのである。

「３３３機目だ！」

　サカイは叫んだ。「カブで、おまけにアラシときたぜ。こいつは縁えん起ぎがいいや」

　そのコックピットの横を、敵のレーザーの青い火か線せんがかすめる。

「おっと、油断大敵ってね」

　逆ぎやく噴ふん射しやで急制動をかける。すさまじいＧがかかるが、屁へとも思わないのがサカイである。

　目の前にオーバーシュートしてしまった敵に、すかさず一連射。

　爆ばく発はつ──。

「へなちょこめ！」

　機体をほとんど真横にスライドさせながら、爆発を逃のがれる。「ミサイルを使うまでもねえ。どこかに骨のある奴やつはいねえのか？」







　また１機、バハムート戦闘機が火を噴いた。

　この空域では、ほとんど２機の『デルタアロー』戦闘機だけで、怒ど濤とうのように押し寄せるラアルゴン戦闘機の群れを支えていた。

　言うまでもなく、ハナー・シスターズの担たん当とうする作戦空域である。あるときはひとつ、あるときはふたつ、完かん璧ぺきな連れん携けいプレーで敵編隊を翻ほん弄ろうする〝バブルボール・ジェミニ〟の前に、味方すら手の出しようがない。へたな加勢は、この芸術的とも言える空戦ショーをかえって損そこなってしまうようで、連合宇宙軍のパイロットたちは気がひけたのである。それほどまでにユーミとエィミィの通つう称しよう〝ハナー・サーカス〟はみごとであった。

「３７５機目──！」

　ユーミ・ハナー上じよう飛ひ曹そうが叫ぶ。「ハルトマン勲くん章しよういただき！」

「なに言ってんのよ！」

　エィミィ・ハナー上飛曹も、負けじと叫び返した。「まだ３７４機目じゃないのよ。乱戦だと思って、サバ読まないでよ！」

「あきれた！」

　さらに１機を仕し留とめながら、ユーミは言った。「人のスコアまで、いちいち数えていたわけ？」

「そうよ。あなたの考えてることなんて、お見通しよ！」

　２機を同時に片づけながら、エィミィが言う。「あたしたちは、一心同体ってことを忘れちゃ困るわ」

　二人の間には、一種の精神感応とでも言うべき特別な勘かんが備わっている。２機がお互たがいに死角をカバーし合い、短期間で驚異的なスコアを上げられたのもこのためだった。

　ただ、この能力には困った弊へい害がいもある。

「うざったいわねェ！」

　ユーミが叫んだ。「お互いの考えることが筒つつ抜ぬけだなんて、プライバシーもなにも、あったもんじゃないわ」

「それはお互いさまよ」

　エィミィが言う。「それにしても一生これが続くんじゃ、お互い恋愛なんかもできやしない」

「エィミィ、たとえ素晴らしい男性が現れても、抜けがけはなしよ」

「そっちこそ、ユーミ！」

　二人とも、男性の好みは完璧に一致している。つまり同時に、一人の男性を好きになってしまうのである。いい例が、あのタイラーだ（二人の趣しゆ味みはこの際問わぬこと）。というわけでハナー姉妹はこれまでに何度となく、お互いの存在が足あし枷かせとなって、恋愛チャンスを逃してきたのである。

　テレパシーも実生活には考えものだ──。

「３８０！」

「こっちは３８２──！」

　この調子でスコアを上げられては、敵もたまったものではない。この宙域にいるすべてのラアルゴンのパイロットにとって、今日は厄やく日びだった。

「燃ねん料りようが切れたわ！」

　エィミィが叫ぶ。

「こっちもよ」

　ユーミが応こたえた。「ミサイルも弾薬も、底を尽ついたわ」

「手て近ぢかな空母に着艦して、補ほ給きゆうしましょう」

「ＯＫ！」

　二人は前線を離はなれ、いちばん近くにいた空母『鈴鹿』に着艦した。飛行甲板に翼つばさを休めた２機の『デルタアロー』は、ミサイルを補ほ充じゆうしつつ、ホットフューエリング（エンジンをかけっ放しにしたままのスクランブル給油）で燃料を補給する。

　が、ここで思わぬアクシデントが起こった。

　ハナー・シスターズが抜けて手て薄うすになった防衛ラインを、敵のミッドガルド攻撃機十数機が突とつ破ぱしたのである。

　裸はだかになった空母部隊に向けて、攻撃機隊は肉にく迫はくした。

「撃うてッ！」

『鈴鹿』の舷げん側そくに並んだ対空砲と機銃から、敵機に向けて猛もう烈れつな弾だん幕まくが張り巡めぐらされた。対空砲ほう火かに捕とらえられた数機のミッドガルドが搔かき消すように、空中で消しよう滅めつした。

　が、残る敵は勇ゆう敢かんにも弾幕をかいくぐると、抱かかえていた対艦ミサイルを放した。

「面おも舵かじ一いつ杯ぱい！」

『鈴鹿』の艦長キタガワ大佐は、回かい頭とうを命令したが、時すでに遅おそく、よけそこなった数発が艦の横腹に、次々と命中した。

『鈴鹿』は、同型艦の『伊吹』とともに、巡洋艦を改かい装そうした軽空母である。防ぼう禦ぎよは薄うすい。たちまちにして搭とう載さいしていた航空用燃料が火を噴ふく。

　爆発の衝しよう撃げきが、艦を揺ゆるがした。

「きゃっ！」

　コックピットの中でコンパクトを取り出して、化け粧しようを直していたユーミとエィミィも、思わず悲鳴を上げた。

「空母が燃もえてる～！」

　エィミィが叫んだ。「どうしよう？」

「このまま離り陸りくするわよ！」

　ユーミが叫ぶ。

「えっ、でも、まだ補給もすんでいないのに～」

「そんな悠ゆう長ちようなこと言ってる場合じゃないっていうの！」

　ユーミはせかした。「黒こげ死体になりたいの？」

「わかった」

　２機の『デルタアロー』はパイロンにミサイルも装備しないまま、燃料パイプを引きちぎって、強ごう引いんに離艦した。はずれた増ぞう槽そうがひとつ、飛行甲板を転がった。

「頼むぞ、仇かたきを討ってくれ！」

　燃える『鈴鹿』の甲板の中で、整備員たちが離陸していくハナー・シスターズを見上げる。中には万ばん歳ざいを連呼している者もいる。

　対艦ミサイルを発射したミッドガルド攻撃機は、『鈴鹿』の頭上を通過しざま、今度は爆弾の雨を降らせて来た。

　非装甲の薄い飛行甲板に、ズブ、ズブと穴あなを開けて飛び込んだ慣かん性せい誘ゆう導どう爆ばく弾だんは、その下の格かく納のう庫こでたて続けに爆発した。

　そこには燃料や弾薬を満まん載さいし、発進待機中の艦載機群でごったがえしていたのである。

　すさまじい誘ゆう爆ばくが起こった。

　軽空母『鈴鹿』は、ハナー・シスターズが発進した直後、大爆発を起こして宇宙に散さん華げしたのである。







「空母部隊が敵機の攻撃を受けています！」

　キム少佐が報告する。「防衛ラインを突とつ破ぱされました」

「被ひ害がいは？」

　ヤマモトが訊きいた。

「『伏竜』『鈴鹿』『昇鷹』が撃げき沈ちんされました。『翠竜』が大たい破は炎えん上じよう中です」

「ありゃま、４隻もやられたのか」

　タイラーが素すっ頓とんき狂ような声で叫んだ。「虎とらの子この空母を４隻か。マイッタネ」

「そのかわり、敵の空母部隊も我が攻撃隊の奇き襲しゆうを受け、ほとんど全ぜん滅めつです」

　前ぜん哨しよう戦せんは、まず痛み分けといったところだろう。

　宇宙歴れき以前のミッドウェー海戦と、奇き妙みように似た経緯いきさつを辿たどりつつあるようだ。

「さすがはドム提督の部下。勇敢ですな」

　ヤマモトが唸うなった。

「感心している場合じゃないぞ」

　タイラーは戦せん況きようを示す作戦盤を見ながら、腕うで組ぐみをして考えた。

　がっぷり四つに組んでの乱戦である。そのままでは双方の被ひ害がいが増すばかりである。

　もとより消しよう耗もう戦せんは、タイラーの望むところではない。

「閣下、宙ちゆう雷らい戦隊を使って、敵の側面を突ついてはいかがでしょう？」

　ヤマモトが提案した。「牽けん制せいしている間に、別の作戦を立てられると思いますが……」

「それなら適任がいる」

　タイラーははたと膝ひざを叩たたいた。

「巡洋艦『空そら知ち』を呼び出せ」

「なるほど、彼ならもってこいだ」

　やがてスクリーンに現れたのは──、

『御ご無ぶ沙さ汰たしております。タイラー閣下』

　今では大佐の階級章をつけた、相変わらず律りち義ぎなジェット・シン・ヤスダである。かつて、駆く逐ちく艦かん『あさなぎ』の艦長時代にタイラーの副官だった男だ。

「重要な任務だぞ、ヤスダ」

『なんなりと、閣下』

　スクリーンの中で魚ぎよ雷らい屋やひとすじの中年男は、軽く笑ってうなずいてみせた。

「駆逐艦８隻を率ひきいて、敵の側面を突いて欲しい。あくまでも牽制が目的だ。無茶はするな」

『腕が鳴りますよ。やっと閣下の下で、お役に立てるときが来ましたな』

「まだまだ役に立ってもらわねば困る。死ぬなよ」

『閣下のお子の、顔を見るまでは……』

　父親にそっくりだったら笑ってやるつもりで、ヤスダ大佐は言った。

「よし行け！　敵をひっかき回せ」

『了りよう解かいしました』

　かくしてヤスダ大佐の座ざ乗じようする軽巡洋艦『空知』は、８隻の駆逐艦『たつまき』『はたかぜ』『うらかぜ』『さわかぜ』『みなづき』『ゆうづき』『のわき』『さみだれ』を従えて、ドム艦隊の側方を迂う回かいしつつ、死角へと回り込んだのである。

「さてと、陽よう動どう作戦を立てたら、本命の作戦のほうもしっかりやらんと、ヤスダに笑われるからな……」

　膝に載せた帽ぼう子しを両手でもてあそびながら、タイラーは言った。けっこう真しん剣けんである。

「ひとつ、あの手を使ってみるか」

「あの手ってなんです？」

　イサムがタイラーの顔を覗のぞき込むようにして訊いた。

「教えて欲しいか？」

「教えて欲しいであります」

「ダメ」

　タイラーは歯を見せて、笑った。

「いくら従じゆう卒そつでも、これはダメだ。なにしろ企業秘密だからな」

　どうやらタイラー、この期に及んでもおそまきながら、ようやく燃もえてきたようである。

　イサムはタイラーの底知れぬ器うつわの大きさを、このとき初めて垣かい間ま見みたような気がした。














第八章　超光速魚ぎよ雷らい









　両艦隊入り乱れての戦場に、屍かばねは累るい々るいと築かれていく。

　惑星連合艦隊もラアルゴン艦隊も、決死の覚悟で臨のぞんだ総力戦だけに、一歩も後へは引かない。いや、引けない──。

　一歩でも引いたら、そこからダムが決けつ壊かいするように、味方の戦線は崩くずれてしまうだろう。両軍の提督や艦長たちは、そのことをよく知っていた。だから、死にもの狂ぐるいである。

　タイラー麾き下かの惑星連合艦隊で、もっとも大きな被ひ害がいを出していたのは、ハイフェッツ少将の第26遊ゆう撃げき艦隊である。敵の真っただ中に突つっ込こんで、縦じゆう横おう無む尽じんに暴あばれ回っていた艦隊だけに、これはやむを得ない。老ろう獪かいな名将ハイフェッツ提督だから、全ぜん滅めつせずにすんでいたのだとも言えた。

　だが、早くも弾薬が底を尽きかけた。燃料のほうも、そろそろ心もとなくなってきている。

「頃ころ合あいかな……」

　戦果はじゅうぶんに上げ、味方のための時間も稼かせいだ。そろそろ補給に戻ろうと、ハイフェッツは思った。だが、素直に退たい却きやくしては、勢いに乗った敵につけ込まれ、徒いたずらに犠ぎ牲せいを増やすばかりである。もちろん苦く労ろう人にんの老提督は、そんなことは百も承知していた。

「前方の敵に向かって突とつ撃げき！　突つくと見せかけて退ひけ」

　ハイフェッツは命令した。彼の部下たちはその命令をよく守った。

　が、相手もまた、尋じん常じような敵ではなかったのである。

　その小艦隊の指揮官は戦略家として、ハイフェッツに負けず劣おとらずの器であったろう。老提督の意図を読み、的てき確かくに艦隊を動かして来た。すなわち、敵が突けば自分は退き、敵退かば我われ討うって出る──。

　この戦法で、敵は第26遊撃艦隊に、多大な犠牲を強しいた。もし経験豊富なハイフェッツでなければ、全滅もまたやむなしであったことだろう。

　半数近くを失いながら、どうにか彼の艦隊は、味方の補給線まで下がって来た。まさに満まん身しん創そう痍い、ほうほうの体ていである。

『御老体、無事でなによりです』

　さっそくタイラーが、ねぎらいとひやかしの両方を兼ねた通信をよこして来た。

『ですが今回ばかりは、ちょっとばかり年寄りの冷や水が過ぎましたな』

「何を言うか！　まだまだ若い者には……と言いたいところだが、その通りだ。面めん目ぼく次第もない」

　心優しいタイラーは、多くの部下を失った老提督が落ち込まないように、わざと怒おこらせるような台詞せりふを吐はいたのである。ハイフェッツにもその心こころ遣づかいがわかるだけに、実は涙なみだが出るほど嬉うれしい。

『閣下のおかげで勝しよう機きが見えました。後方に退さがって、のんびりと休んでください。あとは自分がやります』

「そうさせてもらおう。老兵は消え去るのみ、じゃ」

　ハイフェッツ提督は、心なしか寂さびしそうな笑いを浮かべ、

「じゃがくれぐれも油断すな。儂の艦隊を叩たたいた敵の提督は、相当な腕うでじゃった。さすがはラアルゴン一の猛もう将しようル・バラバ・ドム提督。その部下にも相当優秀な人材が揃そろっているとみた」

『わかりました。せいぜい気をつけます』

　そう言ってタイラーは、通信を送って来たときと同じ唐とう突とつさで、通信を切ってしまった。

「やれやれ、儂わしの忠告もどこまで、耳に入っているのやら……」

　苦笑いしながらハイフェッツは、映像の切れたスクリーンを見上げた。







「左翼艦隊先せん鋒ぽうの働きが、特にみごとなようだな」

　ドローメブリッジではドムが、参謀たちを前に言っている。「右翼本陣をまかせたバルサロームの艦隊に劣おとらぬ奪ふん戦せんぶりだ。指揮官は誰か？」

「それなら……」

　参謀の一人が、低い声で言った。「シア・ハスの艦隊でしょう」

「シア・ハス？」

　ドムはちょっと面おも白しろそうに、片目をつぶってみせた。「女か？」

「売り出し中の、女提督です」

　別の参謀が、思い出したかのように言う。「一いつ介かいの駆逐艦乗りから、飛ぶ鳥落とす勢いの栄えい達たつぶりです」

「それは知らなかった。俺も司令官としてはまだまだだな」

　ドムは素直に非を認めた。国防長官ともなれば、いちいち小艦隊の指揮官の名までは、覚えていられない。「美人か？」

「畏おそれ多くも皇帝陛下を百点満点とすれば……」

　さらに別の参謀が声を潜ひそめて言った。「まあ、80点といったところかと」

「それはたいしたものだ！」

　ドムは感かん嘆たんした。「シア・ハス……か。覚えておこう」

　ハイフェッツ提督も自分の艦隊をさんざん痛めつけた相手が女性だと知ったら、さぞや落らく胆たんしたことであろう。いわく、

『儂も焼きが回った。まさか女にしてやられようとは……』

　と──。

　ラアルゴンの女提督、シア・ハスはまだ若い。

　地球年齢に換かん算さんすれば、二十代半ば──、

　キョンファ・キム少佐やユリコと同年代の、妙みよう齢れいの美女である。

　この物語には美女しか登場しないという噂うわさもあるが、その中でもかなりのレベルにあると言えるだろう。

　そして、その若さと美び貌ぼうで部下の荒あらくれ男どもを、文字通り顎あごで使っている。

　提督としての能力でも、性格の荒っぽさでも、男には負けていない。

　だから、

「地球の駆逐艦が、側面から回り込んで来ます！」

　との報告を受けたとき、

「小こ癪しやくな！」

　と、真っ先に叫んで現場に急行したのはシア・ハスの艦隊であった。

「そちらの思い通りにはさせぬよ」

　美貌の女提督はまた、優れた艦の操あやつり手てでもあった。もともとハス家は代々、職業的私し掠りよう海かい賊ぞくの家いえ柄がらである。皇帝の勅ちよく命めいを受け、半ば合法的に敵対する国家なり企業なりの商船を襲おそう天てん下か御ご免めんの海賊だ。十三代続いた海賊稼か業ぎようの、その十三代目の当主が、先代の一人娘のシアなのであった。

　十三代目にして、黒くろ雲くもシア一家は商売替がえした。海賊から軍の直属である駆逐艦乗りにだ。もちろん組織は、艦ふね、人ともにそっくり軍に移い籍せきした。組織の上下関係も海賊時代と変わらない。シア・ハスが21歳の若さで駆逐艦の艦長になれたのも、そういう経緯いきさつによる。

　ハス艦隊は、シアの乗る[image: 嚮]きよう導どう用の大型駆逐艦ガルギュランを旗艦に、駆逐艦ばかり32隻という編成だ。どの艦も高速である。光子魚雷による雷撃戦も得意だが、それ以上に十お八は番こなのが、先祖代々習い覚えたお家芸の殴なぐり込こみ白はく兵へい戦せんというのは、もっともとうなずける。

「野郎ども、あいつらをあのまま帰しちゃ、シア一家の名折れだよ」

　目にも鮮あざやかなオレンジの髪かみをなびかせて、シアは叫んだ。「全員生いけ捕どりにして、ドム様の前に突き出してやるんだ。いいね！」

「がってんでさあ」

　部下たちが叫ぶ。

「お嬢じよう、ひさびさに腕が鳴りますな」

　副官のロダン・グルグが彎わん刀とうを抜きながら言った。先代から仕えるシア一家の大番頭である。「先代が生きていらしたら、さぞや……」

「お嬢じようって呼ぶの、やめな」

　軍服を片かた肌はだ脱ぬぎ、背中から二の腕を履おおう紅べに蜘ぐ蛛もの刺青いれずみを惜おし気げもなく見せびらかしながら、シアは言った。「提督とお呼び！　前時代的な海賊から、ハイカラな傭よう兵へい部隊に、シア一家は生まれ変わったんだよ。これからは新しいやり方で売り出すんだ。カンパニー・アイデンティティというものを、この際確立しないとね」

「わかってまさあ、提督」

　グルグはいかつい顔でうなずいた。「まず手始めに、あの地球の艦隊を血ち祭まつりだ。野郎ども、ぬかるんじゃねえぜ！」

　オーッという怒ど号ごうが、ガルギュランのブリッジに満ちた。

　人間、先祖代々受け継つがれた生き方やポリシーといったものを、そう簡単に変えられるものではない。

　ハス艦隊は、嵐あらしのような勢いで、側面からラアルゴン艦隊を突こうとしたヤスダ大佐の宙雷戦隊の正面に回り込んだ。

「挑ちよう発はつに乗ってはいかんぞ」

『空知』のブリッジで、ヤスダ大佐は命令した。

「我々の任務はタイラー閣下が次の作戦に移られるまでの時間稼かせぎだ。戦うと見せかけて、牽けん制せいしながら少しずつ後こう退たいしろ」

　ヤスダ艦隊の９隻は、敵の攻こう撃げきをうまく受け流しながら適当に反撃しつつ、[image: 遁]とん走そうする。その冷やかしのような艦隊行動が、シア・ハスの熱いハートをいたく刺激した。

「逃にがすか！」

　意地でも得意の白兵戦に持ち込もうと、シアはヤスダ艦隊を追った。まんまと老ろう練れんなヤスダ大佐の誘さそいに乗ってしまったわけだ。

「ここらでよかろう」

　じゅうぶんに敵を誘い出すと、ヤスダはニヤリと笑って、命令した。

「戦闘の旗艦に、光子魚ぎよ雷らいの集中攻撃を浴びせろ！」

　軽巡『空そら知ち』と、８隻の駆逐艦から放たれた光子魚雷の群れが、一いつ斉せいにガルギュランを襲おそった。

「もらい！」

　だが、命中するかに見えた寸前、旗艦をかばって配下の駆逐艦が、次々とガルギュランの前に飛び出し、自分から魚雷にぶち当たったのだった。

「お嬢！　どうかいつまでもお元気で！」

「アードラの闘とう神しんの、御ご加か護ごがありますように……」

　身を挺ていしてシアをかばった部下たちは、次々と宇宙の藻も屑くずと消えた。

「お前たち……」

　ガルギュランのブリッジで、うるうると瞳ひとみを潤うるませるシア・ハス。

「それほどまでにして、このあたしを……」

「お嬢、いやさ提督。ここはいったん退しりぞきましょう」

　副官グルグの進言に、

「グルグ！　あたしを誰だとお思いだい。宇宙海賊業界にその人ありと言われた先代グロム・ハスの娘むすめシア様だよ！　その先代から仕えてきた部下をこれだけ失って、おめおめと引き退さがれるとお思いかい！」

「ですが、あの者たちが命を賭としてお嬢をかばった、その心意気を無む駄だにしねえでやってくんなせえ」

「う……」

　シアは思わず言葉に詰まった。

「わかった……。これ以上部下を失いたくはない。後こう退たいだ。グルグ、わがままでいたらぬ主人を、よく諫いさめてくれたな。礼を言うぞ」

　その顔から険けんが取れ、優しい声でシアは言う。

「うっ……うっ……」

　大番頭ロダン・グルグは床に崩くずれ落ちると、そのまま肩を震ふるわせて男泣きに泣いた。

「海賊生活25年！　このグルグ、お嬢からこんな優しい言葉をかけられたのは……。ああ、死んだ先代に聞かしてやりてえ！」







「ラアルゴン艦隊の陣じん形けいが乱れ始めました」

　キム少佐が報告する。「側面からの陽動作戦が功こうを奏そうしているようです」

「ヤスダめ、うまくやってくれたようだな」

　顔をほころばせ、タイラーは言った。

「よし、全艦、戦いつつ後退しろ。ワープ準備！」

「え？」

　ヤマモトは、我が耳を疑った。「提督、逃げるんですか？」

「これも作戦のうちだよ」

「優勢なのに逃げるんですかい？」

　アンドレセン艦長も、不服そうだ。

「優勢だから、逃げられるうちに逃げるんだよ」

　思わせぶりにウインクなんぞしながら、タイラーは言った。「劣れつ勢せいなときに逃げたりしたら、それこそ敵に叩たたかれて、総そう崩くずれになってしまうだろ」

「ですが……」

「少将、タイラー閣下には、どうやら勝算がおありのようですぜ」

　アンドレセンが言った。「じっくりと、拝おがませてもらいましょうや」

「そうだな」

　ヤマモトもうなずいた。「うっかり忘れていたよ。閣下が何かを企たくらんでいるときの、あの嬉うれしそうな表情。悪戯いたずらっ子このようなあの表情になったとき、奇き跡せきは必ず起きる！」

「では……」

　アンドレセンは、舵かじを握にぎっていた副長のカトリ大佐に命令した。

「ハリー、聞いての通りだ。ワープ準備！」

「わかってますよ」

　慣れた手つきで操そう作さしながら、カトリは言った。

「ひさしぶりに、ワクワクして来ましたね」







「タイラー艦隊が、後退を始めました」

　参謀の報告に、

「むう──」

　ドムは腕組みをして、唸うなった。「今度は何をやらかすつもりだ、タイラー」

「追いますか？」

「いや、追ってはいかん！　それこそ奴やつの、思うツボだ」

「ですが……」

「そうだ。バルサロームを呼べ！」

「はっ！」

　やがてスクリーンに現れた、かつての副官にドムは、

「バルサローム。タイラーの艦隊にへばりつけ！　奴が何を企んでいるのかはわからんが、その行動を極力阻そ止しせよ」

『承知』

　寡か黙もくな提督は、軽くうなずいて、

『ですが難むずかしい注文ですな』

「こんなことは、お前にしか頼たのめん。頼むぞ！」

『我が命に代えましても』

　通信が切れた。

「ふ、相変わらず律りち義ぎな奴やつよ」

　ドムは参謀たちに向き直って、

「よいか。これから先は何が起こるかまるきりわからぬ。一いつ瞬しゆんたりとも油断すな」

　と、真しん剣けんな表情で告げた。







「敵艦隊の一部が、ぴったりと我が艦隊に肉にく迫はくして来ます」

　グエン大尉が報告した。「このままでは敵との距きよ離りがなさすぎて、ワープに入れません」

「さすがにドム提督もやるな。早くもこちらの意い図とを見抜いた」

　タイラーはしかめ面つらで、

「お互い手の内は、知り尽くしているからなあ……」

「あれはドム提督の片かた腕うで、バルサローム提督の艦隊ですね」

　ヤマモトが言った。「いい動きです。後退する味方と混じり合っているので、こちらからは撃うてません」

「だったらふるいにかけてしまえばいい」

　タイラーは言った。天性のヒラメキが、戻りつつある。

「ハイフェッツのじいさんに、もうひと働きしてもらおう」

　タイラーはハイフェッツ少将の戦艦『リベラシオン』を呼び出して、作戦を伝えた。

「……という作戦です。やっていただけますね」

『まったくお前さんの作戦の奇き想そう天てん外がいさには、毎度のことながら頭が下がるよ』

「その顔は、呆あきれているという顔ですが……」

『図ず星ぼしだよ』

　それでも楽しそうに、ハイフェッツは言った。

『よし、囮おとり役やくは、この老人が引き受けよう。あとのことは心配せず、思う存分にやれ』

「ありがとうございます」

　タイラーの命令を受けたハイフェッツの第26遊撃艦隊は、味方に肉迫するバルサローム艦隊の、さらにその後方に位置を占しめた。

「閣下、敵が！」

「慌あわてるな！」

　部下の報告にも動じず、バルサロームは叫んだ。「こう味方と敵が混じり合っていては、敵は撃てん！」

「撃って来ました！」

「なにっ？」

　自信をもって言った舌の根も乾かわかぬうちに攻こう撃げきされて、バルサロームは仰ぎよう天てんした。戦いの定じよう石せきを知り抜いているだけに、驚おどろきも大きい。

　いや、そもそもタイラーを相手に、定石などは端はなから通用しないのだが──。

「馬鹿な！　味方を巻まき添ぞえにするつもりか？」

「のようですね」

　無差別で撃って来るハイフェッツ艦隊をスクリーンで見ながら、副官は言った。

「血迷うたか？　タイラー！」

　だがハイフェッツの艦隊は、味方もろとも敵を破は壊かいしてしまおうというのではなかった。フェーザーや光子魚雷による攻撃はせず、もっぱらミサイルだけを発射して来る。

　それが命中した艦は敵も味方も、次々と戦闘力を失っていった。

　装そう甲こうを突き破ったミサイルが、命中するなり艦の内部に、ガスを送り込んで来るのだ。いつかのように、笑いガスではない。今回は、眠ねむりガスだ。

「む……」

　急激な睡すい魔まに襲おそわれながら、バルサロームは悔くやしそうにうめいた。

「無念……。このバルサロームが、こんな手にむざむざと……」

　それきりあとは、気持ちのよさそうな寝ね息いきを立て始めた。

　艦内に送り込まれたガスは恐おそるべき兵器ではなく、過度の緊きん張ちようから不ふ眠みん症しようになった兵士を強制的に眠らせる、安あん眠みん用よう弛し緩かんガスであったのだ。

「ほぼ眠らせました」

「よし！」

　ハイフェッツはうなずいた。「しかし馬鹿みたいにあっさりと成功しよる。あのタイラー、確かに作戦の天才じゃな。儂などにはとても真ま似ねできん」

　もし敵に回したらと、背筋が寒くなる想いさえした。

「もう接近しても平気じゃろう。味方の艦だけ、ロープをかけろ、曳えい航こうしていく」







「ふるいわけ作戦、成功です！」

　嬉き々とした声で、グエンが言った。「それにしても提督。まず遠距離からの攻撃で敵と味方を一いつ緒しよに眠らせておいて、あとで味方だけ曳航しながら離り脱だつするとは、考えましたね」

「時間がなかったからね」

　タイラーは言った。「いちいち敵と味方を区別しながら攻撃していたら、時間もかかるしだいいち味方にも相当の被ひ害がいが出ていただろう。一時的に戦力は若干落ちるが、次の作戦には支し障しようない」

「感服しました」

　イサム・フジが言った。「さすが、自分が見込んで部下になったタイラー提督だけのことはあります！」

「感心するのは、これからだ」

　タイラーは言って、スクリーンを見み据すえた。

「全艦ワープ準備！」







「地球艦隊、ワープします！」

　一いつ斉せいに虹にじ色いろの光こう芒ぼうを放ち始めた宇宙空間を見ながら、オペレーターが叫んだ。

「バルサロームほどの者が、まんまと一いつ杯ぱい喰くわされるとはな……」

　ドムは戦せん慄りつした。「やはりタイラー、恐おそるべし！」

「閣下、感心している場合ではありません」

　参謀が言った。「いかがいたします？」

「こうなってはしかたがない。ワープトレーサーで、敵艦隊の動きを追え！　ワープアウト地点を見定めてから、追つい撃げきする」

　だがそこに、ドム提督の決定的な誤ご算さんがあったのである。

「ワープアウト座ざ標ひよう、算出できました！」

　オペレーターが叫ぶ。だがその声はすぐ絶ぜつ叫きように取って代わられた。

「これは──！」

「どこだ？」

　ドムが叫んだ。「タイラーはどこに、ワープしたのか？」

「我が艦隊に対し天てん頂ちよう方向！」

　つまり──！

「真ま上うえです！」

「なにっ！」

「敵艦隊、ワープアウトと同時に魚雷を一斉発射！」

　オペレーターの絶叫。「これは……光より早い！」

「馬鹿な！」

　思わずドムは叫んでいた。

「タキオン兵器は、まだ地球も、我がラアルゴンも、開発に成功したという噂うわさはないぞ」

「違います！」

　急速な勢いでモニターの中に領土を拡大しつつある光点を見つめながら、オペレーターは言った。「これは、魚雷がワープして来るのです」

「どういうことだ？」

「地球艦隊は、光子魚雷を超空間の繭ハイパー・コクーンで包んで発射したのです。魚雷がワープスピードで！　これは速すぎて回かい避ひできません！」

「な──！」

「当たる！」

　当たった。

　タイラー艦隊から放たれた合計５５００発の光子魚雷、いや、超光速魚雷は、幻げん影えいの残像を残しながら、矢ぶすまとなってドム艦隊を、真上から突き抜けたのだ。

　艦隊は衝しよう撃げきに揺ゆさぶられ、ワンテンポ遅おくれて、次々と爆発した。戦艦も、空母も、例外ではなかった。光子魚雷自体の破壊力に加え、超空間の繭ハイパー・コクーンに包まれた光体が、通常空間に実体化するときのエネルギーも加わって、すさまじいばかりの威い力りよくである。

　まさに前ぜん代だい未み聞もんの新戦法、いや新兵器が誕たん生じようした瞬間であった。

「残存は何隻だ？」

　撃げき沈ちんこそ免まぬがれたものの、手ひどいダメージを受け、照明さえ消えてしまった高速戦艦ドローメのブリッジで、ドムは頭を押さえながら言った。どこかにぶつけたらしく、クラクラする。

　ル・バラバ・ドム一生の不覚である。

　だが、そんな心の痛手などどこかへふっ飛んでしまうほど、オペレーターによってもたらされた報告は、ドムを戦せん慄りつさせずにはおかなかった。

「残存は……１３０隻！」

「なに！」

「それも半数は手て負おいです。敵は約６００隻！　ほとんど無む傷きず──」

「負けだ！」

　ドムは天を仰あおいで叫んだ。

「皇帝陛下、お許しあれ！　ドムはこれより、残存艦かん艇ていを率ひきいてタイラー艦隊に最後の突とつ撃げきを……」

「いません」

　オペレーターが言った。

「タイラー艦隊が、どこにも見当たりません」

「そんなはずは……！　またワープしたのか」

「[image: 遁]とん走そうしました」

　参謀の一人が、ひどく間まの抜ぬけた声で言った。「タイラー艦隊は、逃げてしまったのです！」

「我が艦隊のとどめも刺ささずにか」

　ドムはわなわなと震ふるえながら言った。「なぜだ？」

「タイラー艦隊より入電」

「読め！」

「はい。『勝負ハオ預あずケ。ソレヨリ地球ガ心配。老ろう婆ば心しんナガラらあるごん本星モ新タナル敵ニヨリ侵しん略りやくノオソレアリ。早ク帰ッテ皇帝陛下ヲオ守リサレタシ。マタノ会ウ日ヲ楽シミニ。コノ決着ハイズレネ。たいらー』……！」

「『決着ハイズレネ』だと……」

　くくくと、笑いながらドムは言った。

「『勝負ハオ預ケ』だと……。ほとんど勝っておきながらタイラーめ」

　だが、ここまではっきりと優劣をつけなければ、ラアルゴン艦隊は戦うことをやめなかったであろう。そのことは当のドムが、いちばんよく知っている。

「あの激げき戦せんのさなかで、我がラアルゴンのことまで心配していてくれたとはな……」

　ドムは自じ嘲ちようの笑えみを浮かべ、

「負けた！」

　生まれて初めて自らの負けを認めた、ル・バラバ・ドムである。だが不思議に、屈くつ辱じよく感かんはない。

「ぐうの音ねも出ない。完敗だ。ふふふ……タイラーよ。貴様はいったい、どこまで大きくなるのか」

　当とう惑わくする部下たちを尻目に、ドムはいつまでも笑い続けた。







　タイラー艦隊は勝利の美び酒しゆに酔よう暇ひまもなく、地球へと急ぐ、急ぐ。

　ワープにつぐワープ。当然何隻かの落らく伍ごする艦ふねも出て来る。だがタイラーは、遅れる艦や傷ついた艦はハイフェッツ提督にまかせて、一路地球へと脇わき目めもふらずに急ぐのであった。とにかく今は一いつ刻こくを争う。

「それにしても超光速魚雷とはすさまじい戦法を考え出されたものですな」

　艦隊の先頭を行く『周防』のブリッジで、アンドレセン艦長がタイラーに言う。

「あのやり方なら、通常兵器だけで惑星すら破壊できますよ」

「あんなものは、単なる思いつきにすぎない」

　タイラーはさしたる興きよう味みもなさそうに言った。「これで地球を救えなかったら、僕は単なる間抜けな提督だ」

「謙けん虚きよですな」

「謙虚にもなるさ。敵の罠わなにまんまとはまったのは、僕もドム提督も同じことだからね」

「地球が心配ですな」

「他はどうなってもいい。ユリコが……」

　恐妻家タイラーは、柄がらにもなく神に祈った。「こういうとき父親とは、なんと無力で滑こつ[image: 稽]けいな存在か……」

「提督……申し訳ありませんでした」

　イサムがうなだれて言った。「自分は咄とつ嗟さに噓うそを」

「いいんだ。あそこで君がああいう噓でもついてくれなかったら、僕は戦う前からドム提督に負けていた。君は僕の恩人だよ。地球の恩人になれるかどうかは、微び妙みようなところだがね」

「提督……」

「キム少佐、地球との交信は、まだ回復しないのか？」

「いろいろとやっていますが、妨ぼう害がい電波が激しくて……」

　通信機と格かく闘とうしながら、少佐は言った。「それに、妙な通信が入っています。地球のどんな言葉でも、ラアルゴン語でもない怪電波が……」

「そりゃなんだ？」

「わかりません。ただ、解析可能な単語としては、地球、ラアルゴン、タイラーといった言葉を、しきりに繰くり返すところを見ると……」

「不ぶ気き味みだな」

　ヤマモトは不安そうに、前方を映したスクリーンを見やる。

　と──、

　漆しつ黒こくの宇宙空間に、無数の光点が。

「ラアルゴン艦隊です。その数およそ４５０！」

「まだいたのか！」

「いえ、どうやら怪電波の発信源はこの艦隊のようです」

「何者だ？」

「味方でないことは確かなようですが……」

「通信が入っています！」

「繫つなげ！」

　スクリーンに、赤せつ褐かつ色しよくの髪かみをした堂々たる美び丈じよう夫ふが映った。まだ若い。体格差を除けばイサム・フジとさして違わないのではないか。

『ジャスティ・ウエキ・タイラー提督とお見受けする』

　美丈夫が言った。自動通訳機を通して聞こえて来る肉声には張りがあった。ラアルゴン人に似ているが、少し雰ふん囲い気きが違う。あれほど毛深くない。むしろ身体的特徴は、地球人のそれに近い。

「いかにも」

　タイラーは言った。「何者だ」

『初めてお目にかかる。アシュラン大公国、大公が実弟、イザリア辺へん境きよう伯はくティン・シュンという田舎いなか者だ。以後お見知りおき願いたい』

「ラアルゴン艦隊に化けて、地球にいろいろとわるさをしたのは君だな」

『さすがはタイラー提督、察しが早い。おかげで説せつ明めいする手間が省はぶけた』

　笑いながら、シュンは言った。『見たところお急ぎのようだが……』

「邪じや魔まするつもりなら、腕ずくでも突破してみせるぞ」

『そうカリカリしないで』

　不ふ遜そんな態度で、タイラーたちの神経を逆さか撫なでにしながらシュンは言った。『宇宙一の提督と、戦うつもりはない』

「とにかく道を開けろ！」

　タイラーは怒ど鳴なった。「ユリコにもしものことがあったら、お前を一生怨うらんでやるぞ」

『御安心なさい。奥さんは元気ですよ。母子ともにね……』

「どうしてそんなことを知っている？」

　ヤマモトが横あいから口をはさんだ。

『急ぐ必要はなくなったのです。惑星連合宇宙軍はアシュラン大公国に無条件降伏しました』

　獰どう猛もうそうなヘイゼルの瞳ひとみの奥で笑いながら、イザリア辺境伯ティン・シュンは言った。

『そして、ラアルゴン帝国もね。地球とラアルゴンは、仲良くアシュラン大公国の属領となったのです。これで銀河は平定されたのですよ。くっくっく……』














第九章　錆さびた五つ星フアイブスター









　勝利から、一転して敗残へ──。

　タイラー艦隊はその場で、ティン・シュンの艦隊によって武装解除させられた。

　いかにタイラーといえども、地球と太陽系に残る70億の人類を人ひと質じちに取られてはなす術すべもない。ヤマモトは号泣し、アンドレセンは黙もくして語らず、陽気なカトリ大佐までがブリッジで沈しずんでいる。

「僕たちこれからどうなるんでしょうね？　提督」

　イサム・フジが話しかけて来た。黒ずくめの兵士たちに占せん拠きよされた『周防すおう』のブリッジで、まだ口をきく気力があるのは彼くらいだ。もっとも、まだ事態を把は握あくしきっていないのだという見方もできる。

「さあね」

　いささかなげやりに窓の外を眺めながら、イサムの尊敬してやまぬタイラーは言った。

「なるようになる、だろ」

　とりあえず全力を尽くした者の潔いさぎよさがある。しかしイサムの若さは、それだけで納なつ得とくすることを許さない。あくまでも割り切れる回答を求める。それは十代の特権である。

「ねえ提督、これで終わりじゃないって、言ってくださいよ」

「言えばどうにかなるのか？」

「提督さえ、そう言ってくだされば……」

　あとはどうにでもなる。イサムはそう思えるのだった。

「残念ながら、今は打つ手なしだ」

　タイラーの返事は、すげないものであった。「ま、これ以上悪くなることはない。少なくともしばらくはね」

「そんな……。あのドム艦隊を完かん膚ぷなきまでに打ち破った提督の言葉とも思えません」

「別に思ってくれなくてもいい」

　リクライニングにした提督席でごろんと寝返りを打ちながら、タイラーは言った。

「アシュランとかいう敵は、別に我々を煮にて食おうとかいうつもりはないみたいだ」

「わかりました、提督」

　イサムは憮ぶ然ぜんとした表情で、立ち上がった。

「もう頼たのみません！　どうやらあなたを見損なっていたようです。あなたはやはり、父の言う通り、単なるぐうたらの、ツキだらけの、何の取とり柄えもないお調子者のゴマスリの唐変木のパッパラパーの給料泥棒だったようですね」

「おいおい、そりゃちょっと言いすぎだぞ」

「僕じゃありません。父がいつも言っていたことの受け売りですから」

　どうやらフジ大将、家庭で不満をぶちまけていたようである。

「本当に、そう思っているのか？」

「本当ですよ！」

　そう言ったイサムの目には、光るものがあった。

「僕一人でも、奴やつらを倒たおす方法を、考えてみせますよ！」

　イサムはそのまま、行ってしまった。

「若いな、イサム」

　タイラーはつぶやいて、また寝返りを打った。







「よく来たな、タイラー」

　自分の旗艦ガローメにタイラーを呼んでおいて、ティン・シュンは言った。「驚おどろいたろう？」

「驚きました」

　素直に認めるタイラーである。「電撃戦の、見本のような戦いぶりですな。人の留る守す中に家を乗っ取るとは……」

「正面から戦っても、勝つ自信はあった！」

　いささかムッとしながら、プライドの高いシュンは言った。「実は俺もそうしたかったのだ、タイラー。兄上たちのお許しがあればな……」

「でしょうね」

　タイラーはうなずいて、勧すすめられもしないのに自分から椅い子すに座すわった。「確かに地球を陥おとした、あなたのお手て並なみはみごとだ。宇宙でも、五本の指に入る提督でしょうなあ。ヨッ、偉えらいよ大将！」

「おだてるな！」

　まんざらでもなさそうに、シュンは言った。「噂うわさ通どおり、調子のいい男よ」

　タイラーに酒を勧めながら、シュンは言った。

「どうして貴様をここへ呼んだのか、わかるか？」

「なにかいいものを、くれるんでしょう？」

「そうだ」

　酒さけ臭くさい顔を近づけ、シュンは言った。「どうだ。この俺の部下にならんか？」

「見たところまだ未成年のようでいらっしゃるが、飲いん酒しゆとは感心いたしませんな、伯はく爵しやく」

　はぐらかすようにタイラーは言った。「自分の知り合いにも酒好きがいますが、ロクな人間はおりません。ま、酒の上でのたわごとと、聞き流しておくとしましょう」

「酔よってはいるが、俺は本気なのだがな」

　少し首を振ふって、若い伯爵は言った。

「ところで、イザリア辺境伯の、イザリアという意味を知っているか？」

「知りません」

「アザリンの土地……という意味なのだ」

「ほう」

　タイラーは少し驚いたという顔で、ティン・シュンの端たん整せいな顔を見上げた。「ではあなたは皇帝陛下に縁ゆかりの方で？」

「ラアルゴンとアシュランとは、同系の種族だ」

　グラスを傾け、シュンは言った。「より正確には、アシュランはラアルゴンの分家というところだ。もっともついさっき、保革逆転したがな」

「それはおめでとうございます」

「俺の家は、アザリンが生まれたとき、今の称しよう号ごうを先代の陛へい下かより賜たまわったのだ」

「それでイザリア辺境伯というわけですか」

「ところが10年前、先代アシュラン大公、つまり俺たち兄弟の父親と、皇帝ゴザ十五世、つまりアザリンの父との間で、いさかいが起こった。原因はつまらぬことだったので忘れられてしまったが、父は殺され、一族はちりぢりにされてしまった」

「それはお気の毒に……」

「父に謀む叛ほんの心があると、ありもしないことを陛下に進言した奴がいる。誰だかわかるか？」

「そいつはきっと……」

　タイラーは言った「今は亡なき宰さい相しようナク・ラ・ワングでしょう」

「ピンポーン！」

　どうやらシュンも、けっこうノリやすい性格のようである。

「死んでからも、いろんなところに出てくるな、あのおっさんは……」

「その怨うらみはお前が晴らしてくれたそうだな、タイラー。礼を言うぞ」

「いや、あれは陛下のためにやったこと」

　タイラーは少し照れながら、

「しかし、アシュランの一族は、さぞや無念であったことでしょうね」

「なに、仇かたきは討った」

　シュンは言った。「一族再建の夢を託し、地下に潜もぐった我らは８年前、ついににっくきゴザ十五世を、この手で闇やみに葬ほうむった。宇宙船の事故に見せかけてな」

「あっ！　あれはあんたらの仕し業わざだったのか」

　てっきり奸かん臣しんワングの仕業だとばかり思っていたタイラー、これには少なからず驚いた。

「その暗殺計画を立案し、実行してのけたのが、当時わずか13歳の少年だった我らの兄上、つまり今のアシュラン大公ティン・ルウというわけだ」

　恐るべきやり手である。

「しかし皇帝を暗殺しても、帝国そのものを倒すことはできない。そこで我々は、ラアルゴン帝国を地球との、泥どろ沼ぬまのような戦争状態に追い込み、チャンスを待ったのよ。もっとも、それを考えたのも兄上だがな……」

「皇帝を殺しただけでは、飽あきたらなかったのか？」

　タイラーは言った。「おかげでアザリンちゃんは、どんなに辛つらい目に遭あったことか！」

「復ふく讐しゆうだけではないのだ。我々の目的はな」

　シュンは笑って言った。その表情は少年のものとも思えない。

「銀河の覇は権けんを、この手に握にぎってもみたかったのだ。それと……」

「それと……」

「アザリンも欲しかった」

「アザリン、アザリンと、気安く呼ぶな！」

　なぜか腹だたしくてタイラーは言った。自分の大切なものを、他人の泥足で汚けがされたような気がしたのだ。

「自じ慢まんじゃないが、アザリンちゃんと僕とは、ペットと御主人様の関係なのだ！」

「それがどうした」

　鼻で笑いながら、シュンは言った。

「俺はな、タイラー。小さい頃、アザリンと一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ったこともあるのだ」

「へ──」

　思わずその光景を想像し、啞あ然ぜんとするタイラー。なるほど、いくら仲がいいとはいっても、これには到底かなわない。ほとんど無敵の攻撃である。

「俺たち三兄弟とアザリンとは、本当の兄弟のようにして育ったのだ。後からノコノコ出て来た貴様なぞに、とやかく言われる筋合いはない」

　どうやら皇帝陛下の占有権は、アシュラン三兄弟のほうにあるらしい。

「とにかく銀河は手に入れた。次はアザリンの番だ」

　余裕をもって、シュンは笑う。

「ルウ兄上もアザリンを狙ねらっている。しかしいくら兄弟でも、大公殿下でも、こればかりは譲ゆずれぬ」

「気持はわかります」

　タイラーは言った。

「もう一人、ラオ兄貴はアザリンのことをよく思っていない。事あるたびにアザリンを、亡なき者ものにせんと画かく策さくしている。これは俺としても、心苦しい。ラオ兄貴は堅かた物ぶつで、女に興味がない御ご人じんだ。一族の再興なった今、皇帝の血を引くアザリンを生かしてはおけないのだ。だが俺は違う。アザリンを死なせたくはない」

「当然です。僕も困ります」

「そこでだ、タイラー」

「は？」

「貴様、アザリンが好きだろう」

「そりゃ、そうですよ」

「それを見込んで、頼たのみがある。アザリンを、ラオ兄貴の手から守ってやってくれないか？　敵である貴様に言えた義理ではないが、貴様以上の適任はいない」

　シュンは真ま顔がおである。

「俺はこれから、事後処理で多た忙ぼうになる。アザリンの傍そばに、常にいてやるわけにはいかぬのだ。この通りだ、タイラー。頼たのむ！」

　勝者である伯爵が敗者である提督に頭を下げる。奇き妙みような光景だが、その気持ちはタイラーにもひしひしと伝わって来る。

「わかりました。引き受けましょう」

「頼まれてくれるか！」

「ですが、あなたのためではなく、あくまでも陛下のために」

「それでもかまわぬ。かまわぬとも」

　シュンは力強い腕でタイラーの手を取り、何度も揺ゆさぶった。







「まるで猿さるじゃないか」

　保育器の中の愛児を見るなり、タイラーは言った。

「赤ン坊って、もっと可愛かわいいものかと思っていたのに……」

「そんなに最初から、可愛いものか！」

怒おこったように、ドクター・キタグチは言った。「さんざ手を焼かせおったわい。未み熟じゆく児じで、正直なところ危あぶなかった。しかしもう大丈夫だ。すこぶる元気じゃ。体重も順調に増加しておる。そのうち可愛くてしかたなくなってくるぞ。ま、今となってはそれがせめてもの救いじゃろう……」

　薄うすくなった頭を搔かきながら、ドクターは言った。珍しくシラフである。

「どうだ、父親になってしまった感想は？」

「まるで実感がない」

　タイラーは気の抜けた表情で言った。

「無理もない。誕生の場に立ち会わなかったばかりではなく、帰って来たら地球はわけのわからん連中に占領されておったのではな……」

　キタグチはぼやいた。「ああ、いったい地球はどうなるんじゃろう？」

「この子の名を、知っているか？　ドクター」

「はて？　そう言えば、まだ聞いてはおらんかったな」

「ビクトリーだ。ビクトリー・ウエキ・タイラー……」

「ビクトリーじゃと？」

「どうだ？　いい名だろう」

「そりゃ、悪くはないが……」

　当惑したかのようにキタグチは言った。「じゃが、女の子じゃぞ」







「素晴らしいじゃないの」

　ベッドでタイラーから、娘の名を聞かされたユリコは、タイラーの手を取り、微笑ほほえんだ。

「ビクトリー・ウエキ・タイラー、素晴らしい名前だわ。地球がこんなときだからこそ、私たちを勇気づけてくれそう」

「でも……」

　タイラーは照れて言った。「まさか女の子とは思っていなかったから……。母親に似て美人にはなるだろうが……」

「ビクトリーでいいわ」

　ユリコは言った。「でも、そうね。確かにね……。そうだわ、ミドルネームをもうひとつ、それは私につけさせて」

「いいとも」

「手を出して」

「こうかい？」

　ユリコはタイラーの掌てのひらに、指先で字を書いた。

「き……さ……ら……。キサラ！」

「そう。フルネームは、ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラーよ」

「長いけど……」

　タイラーは言った。「なんだかすごく、偉えらくなりそうな名前だね。気に入ったよ」

「父親より、すごいことを、やってくれそうよ」

　ユリコのその言葉は、はからずも的中することになる。







「すまんな、タイラー」

　すっかりやつれたアンダーソン長官は、病床に半身を起こして言った。「よく来てくれた。嬉うれしいぞ」

「はあ……」

　タイラーは涙ぐむ長官を前に当とう惑わくした。実はたまたまユリコと同じ病院なので、ついでに来ただけなのである。

「儂わしがまともな体なら、こんなことには……」

　悔くやしそうに、長官は言った。

「大丈夫ですよ。閣下」

　タイラーは言った。「地球は、惑星連合は必ず……」

「そう言ってくれるのは、貴様だけだ」

　天を仰あおいで、落らく涙るいするアンダーソン。

「フジの恩知らずめが！　自分の作戦が失敗すると、とっとと勝手に降こう伏ふくしよった。あの売ばい国こく奴どが！」

「フジ閣下を責めないであげてください、長官」

　タイラーは言った。「あの人はあの人なりに、がんばったのです」

「そうだな」

　自分を恥じるように、アンダーソン長官は目を閉じた。

「こっちへ来てくれタイラー。君に渡したいものがある」

「なんですか？」

　アンダーソンは震ふるえる手で、タイラーの手に、直接それを握にぎらせた。

「儂からの、せめてものはなむけだ」

「これは──！」

　掌てのひらを開いてみてタイラーは、思わず声を上げた。

　銀色に輝く五つの星を象かたどった徽き章しよう。それはまさしく、惑星連合宇宙軍の最高指揮官たるファイブスター・アドミラル（元げん帥すい）の階級章ではないか。

「ドム艦隊を打ち破った貴官の功こう績せきに報むくい、宇宙軍名誉元帥の称号を授さずける。もっとも、今となってはガラクタも同然だがな……」

　長官は寂さびしそうに笑う。

　惑星連合宇宙軍は、アシュランによって武装解除されてしまった。タイラーの元帥昇進も、当然正式のものではない。アンダーソン長官直じき筆ひつの辞令も、反ほ古ご同然である。

「もらってくれるか？」

「喜んで」

　タイラーは長官の手を取り言った。「これは小しよう官かんが、今までの軍隊生活において受けた叙じよ勲くんの中でも、最高のものです」

「おおお……！」

　惑星連合宇宙軍最高司令長官から、ただの寝たきり老人になってしまったアドリアン・アンダーソンは、タイラーの手を取り、肩を震わせて号ごう泣きゆうした。







「タイラー提督」

　病室のドアを開けたところで、ススム・フジ大将が彼を待っていた。

「タイラー、すまん！」

　がっくりと肩を落としたフジは、この前見たときよりも確実に10歳は老けて見えた。

「この通りだ」

　そのまま病室の廊ろう下かに崩くずれるように、土ど下げ座ざしてしまう参謀総長であった。

「貴官に対する非礼、暴言、いわれのない誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようの数々、許してくれい！」

「顔を上げてください。参謀総長」

　タイラーは静かに言った。「息子さんが、廊下の陰かげから見ていますよ」

「イサムが？」

「息子にとって父親は、どんなことがあろうとも目もく標ひようとなるような男性であるべきです。仮にも仇きゆう敵てきの前で軽々しく土下座するような漢おとこなど、もってのほかです」

「う──！」

　フジは言葉に詰つまった。

「さあ、顔をお上げなさい。あなたにはもっともっと、僕にとって憎にくたらしい悪あく役やくであってもらわなければ困る」

　そのままスタスタと、歩み去るタイラーの背中に、フジは消え入るような声で言った。

「タイラー……ありがとう」

「提督！」

　その息子が、柱の陰から飛び出したのは、その直後であった。

「タイラー提督！　何ど処こへ──！」

「行き先か？」

　振り向いたタイラーは、白い歯を見せて言った。

「行き先は、ない──！」

「ついて行きます！　宇宙の果てまで」

　夜が明けた病院の廊下を、タイラーの背中を追って、イサム・フジは軽い、スキップを踏ふむような足取りで追いかけていった。














なかがき









　これは、いわゆる『あとがき』ではありません。

　なぜなら、このエピソードは（賢明な読者の方ならすでにお気づきの通り）まだ終わってはいないからです。

　よって、『あとがき』ではなく『なかがき』という次第であります。

　このシリーズ第４冊目（外がい伝でんを入れれば５冊目）の『無責任元帥タイラー』と、次のシリーズ第５冊目（同じく６冊目）の『アザリン16歳』（マジだよん！）は、合わせてひとつのエピソード、あるいは前後編という体てい裁さいになっておりまして、２冊合わせてキチンと完結する手て筈はずになっているのです。こういう大だい胆たん不ふ敵てきなことができるのも、ひとえに本シリーズを支し援えんしてくださった、皆様のおかげであります。

　感謝、感謝！

　さて、シリーズ自体は前作の『ワングの逆襲』に、外伝『銀河無責任時代』（今になって読み返してみると、２冊目の『明治一代無責任男』のほうが、どっちかというと外伝っぽい）を含めてひと区切りという展開になっているのを見てもおわかりの通り、いわば第二部に突入したところです（この巻と、前述の『アザリン16歳』とが、おそらく第二部になるはずです）。で、作者といたしましては、第一部からのキャラクターに加え、第二部では新たなるキャラクターを加え、一挙に登場人物の若返りを図はかったというわけであります。

　思えばタイラーも29歳（この話を書いている途中で、僕も29歳になってしまいました）世間一般から見れば、じゅうぶんにオジサンなわけで、若返りはシリーズに喝かつを入れるためにも、必要不可欠と申すべきでしょう。

　アシュランの三兄弟のうち、下の二人はまだ十代ですし、今回生まれたビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラーにいたってはまだ０歳。キャラの平均年齢を下げる試みは、ひとまず大成功といったところでしょうか。

　けれど、自分でも気に入っているのが、タイラーの宿敵フジ参謀総長の息子、イサム・フジ少年であります。

　これはタイラーを宮本武蔵に喩たとえるならば、宮本伊い織おり（わかるかな？）に相当するキャラクターでありまして、次の『アザリン16歳』では、むしろタイラーは脇わきに回って、イサムを活躍させようと、思っている次第であります。第二部のテーマは、あるものを巡って、アシュランの三兄弟とイサムとが、火花を散らす冒険活劇になるはずです。

　もちろん、第一部からのキャラクターも、新キャラクターに負けず大活躍します。特にヤマモトファンのあなた、次の話は〝買い〟ですよ！

　品質は、作者が保証します。

　御期待ください。
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